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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　三日ほども降り続いた雨の後に、その日、王都セイラムは久々の快晴を迎えていた。

　広すぎる庭を見下ろす部屋の窓を、ウルク・アルセイフは目一杯に開け放つ。

　朝の日差しを受ける芝しば生ふは、たっぷりと水を吸っているせいもあって、常よりもさらに青々として見えた。

　外から流れ込む湿った風に眸ひとみを細めつつ、清せい楚そな神しん官かんの衣ころもを翻ひるがえしたウルクは、こんもりと盛り上がった毛布に向き直る。

「ほら、シア。ちゃんと起きて。もうすっかり朝よ」

「……ふぁい」

　寝台ベツドの上からは、いかにも眠そうな声が返ってきた。

　子供じみたその声に微笑を漏もらしつつ、ウルクは毛布の上を軽く撫なでる。

「どうしても眠かったら、あと一時間ぐらいしてから、また来ましょうか？」

「……いえ。だいじょうぶです……起きます……」

　ややろれつの怪あやしい口調だったが、彼女は毛布を押しのけ、ようやくに身を起こした。

　そんな彼女──シア・ブライトクロイツに、ウルクは柔やわらかな微笑を向ける。

　滑なめらかな彼女の金髪は、少しばかり寝ね乱みだれていたが、さほど見苦しくはない。

　ただ、表情はいかにも寝ね惚ぼけている。

　もう十七歳にもなったというのに、幼い子供の頃ころとさほど変わらないその様子が、ウルクにはおかしかった。

　はだけた寝しん衣いの裾すそを直しながら、シアは指先でその眼めをこすった。

「……ウルク様。おはようございます……」

「はい、おはよう。さ、座って。寝ね癖ぐせを直してあげる」

　部屋の片かた隅すみに置かれた小さな鏡台に、ウルクはシアを手招きする。

　ふらふらと立ち上がったシアは、素直にそこへと座った。

　神官の衣をまとい、青く輝く髪を自然に流したウルクと、寝衣のままでいかにもぼんやりとしたシアとが、揃そろって鏡に映る。

（あの小さかったシアが、こんなに大きくなって──）

　こうしてシアを見つめる時、ウルクはいつも、そんな感かん傷しようを覚える。

　血のつながりこそないものの、ウルクにとってのシアは、妹とも娘とも呼べる大切な存在だった。

　彼女がこうして無事に育ってくれたことが、なにより嬉うれしい。

　そんなウルクの思いを知ってか知らずか、シアはあくびを嚙かみ殺している。

　シアはどうにも朝に弱い。昔からよく眠る少女だったが、今もウルクかリセリナか、さもなくば侍じ女じよ達が起こさない限り、ほうっておくと昼近くまで寝てしまう。

　ウルクとしては、むしろ寝かせておいてやりたいのだが、王弟の子女達の〝教育係〟が朝寝坊の常習者では、あまり格かつ好こうがつかない。

　鏡に映る少女の可愛かわいらしい寝ね惚ぼけ顔に、ウルクはにっこりと微笑ほほえみかけた。

「そんなに眠いなら、シアもあの子達と一いつ緒しよに、お昼寝でもしたらいいのに」

「……いえ……一度、起きちゃえば……大丈夫で……」

　そう応じながら、自然にあくびが出てくる。

　ウルクは微笑して、シアの艶つややかな金髪を櫛くしで梳とかしていった。

　建たて前まえとしては、シアはウルクの侍女のような立場にある。とはいえ、どちらが侍女だか、これではよくわからない。

　髪を結ぶ頃ころになると、彼女もようやく、まともに目覚めてくる。

　出で来き栄ばえに満足して、ウルクはシアの頰ほおに軽く口付けをした。

「……よし、と。うん、可愛くできた。それじゃ、今日もリグルスとアスティナ達をお願いね」

　ウルクの悪戯いたずらに、シアは驚いたように眸ひとみをしばたたかせた。

　今のシアは、ウルクの息子むすこであるリグルスと、リセリナの娘であるアスティナの、教育係を務めている。

　やんちゃ盛りのリグルスとアスティナをきちんと扱える侍女となると、これがなかなかいない。だがシアならば、二人が生まれた時から知っているし、ほとんど姉のような存在といっていい。

　鏡に映るウルクに向けて、シアが満面の笑みを見せた。

「はい、任せてください。ウルク様達は、今日のご予定は？」

「そうね。ほとんど、いつもと同じだけど……」

　ウルクにもリセリナにも、そして二人の夫であるフェリオにも、一応は政務があった。

　フェリオの現在の役職は、王を補ほ佐さする政せい務む補佐官である。ブラドーの手を煩わずらわせるまでもない問題に関しては、ほとんどが彼のところに集まる形となっていた。

　妻であるウルクとリセリナには書類仕事などはないものの、貴族達を相手にした付き合いもあるし、催さい事じがあれば出向かなければならない。

　さらには、書類仕事が苦にが手てなフェリオを、二人でこっそりと手伝うことも珍めずらしくなかった。

　今日もそのつもりである。

「午前中はフェリオ様のお手伝いね。午後は、シアも一緒にお茶でもどう？　ちょうどムスカ司し祭さいも、出張でフォルナムからいらっしゃる予定だし」

　来訪者ビジターのムスカ・ブライトクロイツは、書類上ではシアの義父ということになっている。シアをウルクが引き取る際の建前ではあったが、義理とはいえ、親子の仲も悪くはない。

「ムスカ司し祭さいとお茶ですか……多分、リグルス達がまた失礼なことをするんでしょうね──」

　がっくりと肩を落としたシアを見て、ウルクはただ曖あい昧まいに苦笑する。

　以前に会った時も、リグルスとアスティナは、体格のいいムスカに猫ねこのようによじ登っていた。ムスカのほうもおもしろがって遊んでいたが、今や彼も、フォルナム神殿の有力神しん官かんの一人である。

「大丈夫よ、子供のすることだもの。それに、ムスカ様も二人と遊ぶのを楽しみにしていたわ。御ご息そく女じよのルイセ様と引き合わせたいって」

「あ、そうか。今回はルイセとクゥナさんも来るんですね」

　シアが頓とん狂きような声を漏もらした。

　フォルナム神殿にて、ムスカは施せ療りよう師しのクゥナ・リトアールとの縁を得て、今では一児の父となった。

　書類上の養女であるシアにとって、クゥナは義理の母親であり、その娘のルイセは歳としの離れた妹にあたる。

　クゥナの抱えていた赤ん坊を思いだしながら、ウルクは眼めを細めた。

「ルイセ様も、もう三歳なのね。私は去年、会ったきりだから、ずいぶん大きくなっていると思うけど──やっぱりお母さん似？」

「えぇ、可愛かわいいですよ。母親似で、本当によかったです」

　心の底からそう思っていそうなシアの言葉に、ウルクはまた苦笑させられる。いつだったか、父親のムスカ自身も、〝自分に似なくてよかった〟と、まったく同じことを言っていた。

　そこまで卑ひ下げすることもないだろうに、とは思うが、父親としては、娘は母親似のほうが嬉うれしいのかもしれない。

　ウルクの目の前で、シアが手早く着替えを済ませた。

　並んで廊下に出た二人は、その場でリセリナと鉢はち合あわせる。

　黒髪の来訪者ビジターは、ウルクと同じく、今ではフェリオの妻という立場にある。

　出しゆつ自じはフォルナムの神官ということになっているために、日常は神官の衣ころもをまとっているが、今朝は剣の稽けい古こでもしてきたのか、夏らしい軽装だった。

　そんな彼女の稽古の相手は、王おう妃ひのソフィアである。立場柄、リセリナもソフィアも、気軽に騎士達と稽古をするわけにもいかない。

　そんな二人の訓練は、週に二度ほどの間かん隔かくで続いていた。

　その訓練を終えたばかりらしい今朝のリセリナは、なにやら困こん惑わくげな顔をしている。

「あら、リセリナ様？　どうかなさいましたか」

　不思議に思ってウルクが問うと、リセリナは歩み寄りながら、リグルス達の部屋の方角を指差した。

「それが、食堂にリグルスとアスティナ達が来ていなくて……まだ寝ているのかと思って、様子を見に来たんです」

　シアの寝室のすぐ隣には、リグルスとアスティナ、二人の寝室がある。

　二人の子供はいつも、起こす必要もなく勝手に起きてくる。その彼らが、朝食の時間にも顔を出さないのは珍しい。

　ウルクも驚いて、シアと顔を見合わせた。

　彼女は一瞬、眼めをしばたたかせ──

　次の瞬間には小走りに、リグルス達の部屋へと駆かけ寄っていた。ウルクとリセリナも、戸と惑まどいながらその後に続く。

　シアはノックもそこそこに扉ドアを開け放ち、ずかずかと奥へ進んだ。

「あのね、シア。ひょっとしたら、二人ともまだ寝てるのかも──」

　リセリナがおずおずと声をかけたが、シアの表情は固い。

　彼女は、リグルス達の寝台ベツドの傍そばで立ち止まる。

　部屋の奥に並んだ、二つの寝台──

　そこに丸く盛り上がった毛布を一目見て、ウルクは違い和わ感かんを憶おぼえた。

　──子供達の体にしては、妙に、丸い。

「リグルス──アスティナ！」

　シアは迷うことなく、左右の毛布に指をかけ、一気にめくった。

　そこに、リグルス達の寝姿はない。

　はためく毛布の下、代わりに姿を見せたのは、濃のう緑りよく色しよくの〝かぼちゃ頭〟である。

　それは一週間ほども前に、街まちへ抜け出したアスティナとリグルスとが、怪あやしい旅芸人から貰もらった逸いつ品ぴんだった。

　シアが頰ほおを引きつらせ、ウルクとリセリナは、その肩越しに寝台を覗のぞき込んだ。

　かぼちゃ頭の下に、学習用の小さな黒板が敷かれている。

　そこには可愛かわいらしい白墨の字が踊っていた。




〝早起きをしたらお腹が空いたので、ライナスティのところで朝ごはんを食べてきます。


リグルス＆アスティナ〟






　その字を読むなり──シアが、その場でがっくりと肩を落とした。

　つややかな唇が、わずかに震えている。

「ま……」

「ま？」

　彼女を覗き込んで、ウルクは言葉の続きを促うながす。

「……また、逃げられた──！」

　搾しぼり出すような声でそう呟つぶやくなり、シアは身を翻ひるがえし、脱だつ兎との如ごとくにその場から駆かけ出した。

「あ！　ちょっと、シア！」

　止める間もなく、その甲かん高だかい足音が遠ざかっていく。

　子供たちの部屋に取り残されたウルクとリセリナは、しばらく互いの顔を見合わせて──それから不意に、揃そろって吹き出した。

　そして今日もまた、王宮の一日がはじまる。
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　画商〝大たい樹じゆの陰かげ〟の主あるじ、ライナスティの朝は早い。

　大通りに面したこの画が廊ろうの奥には、狭いながらも快適な居住空間がある。

　朝食の時間にはまだ少し早いが、彼はすでに台所へと立ち、竈かまどの傍そばでコーンスープの味を調ととのえていた。

　木製のスプーンに一さじ。

　熱く湯気の立つ黄色いスープをそっとすくい、口元へと運ぶ。

　短く刈った金髪の下で、その眼まな差ざしが鋭するどい光を宿した。

「……うん。いい出来だ」

　頭の上に、すこん、と、軽い衝しよう撃げきが走った。

「たかがスープで、何を格かつ好こうつけている。そっちができたなら、とっととパンを切れ」

　[image: 拳]こぶしを軽く握りつつ、呆あきれたような口調でそう告つげたのは、彼の相あい棒ぼうのディアメルだった。

　黒い肌はだの女騎士は、言葉遣づかいこそ荒いものの、その表情は妙に柔やわらかい。

　エプロン姿も板についたライナスティは、軽く肩を竦すくめ、いつものようににやにやと頷うなずく。

「へいへい、ただいま──お、今朝はロイドもずいぶんと機嫌がいいな」

　ライナスティの向けた笑顔の先には、ディアメルに抱かれ、懸けん命めいにその乳房を吸う赤子の姿があった。

　彼の頭を軽く撫なでてから、ライナスティは二人分のパンを切り始める。息子むすこのロイドは生まれたばかりで、離乳食にはまだ早い。

　そんな我が子を抱くディアメルは、すっかり母親の顔になっていた。

　休職中の今も、騎士団には籍せきを置いており、その凜り々りしさは少しも損そこなわれていない。だが、ライナスティの眸ひとみには、彼女の母親としての変化がはっきりと見えている。

　そしてそれは、ライナスティ自身にとっても嬉うれしいことだった。

（こういう生活、悪くないよなぁ……）

　しみじみと、そう感じてしまう。

　ディアメルの側がどうにも煮にえ切きらず、まだ結婚はしていない。だが、同どう棲せい生活は楽しいし、ついに未み婚こんのままで子供も生まれてしまった。

　真面目まじめに結婚を申し込んだ折には、〝冗じよう談だんは休み休みに言え〟とすげなくあしらわれたものだが、冗談で子供は生まれない。

　プロポーズは試し行こう錯さく誤ご中だが、ここのところ、ライナスティの生活は充実している。

　王宮騎士団の仕事も続けているが、趣味ではじめた副ふく業ぎようの画商も、軌き道どうに乗ってきた。

　騎士である以上、原則として副業は禁止されている。ただ、三十も半なかばになると、新米の騎士とは違って、多少の融ゆう通ずうは利きかせて貰もらえるようにもなる。

　売る品の多くは、ライナスティの絵ではない。たまに自分の絵も混ざるが、多くは若手の絵描きの作品で、画が廊ろうではそれらを展示しつつ、代理販売をしていた。

　その収入も、騎士としての給金にはまだ及ばないものの、小こ遣づかい程度にはなりつつある。

　ディアメルも厳きびしいことを言いつつ店番を手伝ってくれているし、ライナスティとしては、彼女とは早く正式に籍せきをいれたいとも願っていた。

　後は、ディアメルを上手うまく説き伏せることができれば──

「なぁ、ディアメル……」

　自然と笑みをこぼしながら、ライナスティは、何度も重ねた求婚の言葉を再び口にしようとした。

　その時、ふと──目の前の窓に、彼は視線を向けてしまった。

　見ようと思って見たわけではない。たまたま、意識せずに顔が向いてしまっただけのことである。

　そこには、二つの小さな頭があった。

　艶つややかな黒髪の少女と、濃い青色の髪をした少年とが、窓枠にじっとしがみついている。

　くりくりとした二人の眼まな差ざしと、ライナスティの視線とが交こう錯さくした。

　好奇心に輝く純真な眸ひとみは眩まぶしいほどで、咄とつ嗟さにライナスティは固まってしまう。

　彼らには気づかぬまま、息子むすこを籠かごに戻そうとしていたディアメルが、ライナスティに声を向けた。

「どうした、ライナスティ？　今、呼んだだろう」

　ライナスティは、窓の向こうの子供達と見つめあったままで、小さく頷うなずいた。

「あ、あぁ……うん。なぁ、ディアメル」

「だから、何だ？」

　この場で口く説どけるはずもなく、口をついたのは別の言葉だった。

「なんつうか……シアも、大変なんだろうなぁ」

「シア？　急に何を……」

　訝いぶかしげに問い返したディアメルも、窓の外の珍ちん客きやくに気づいた。

　主であるフェリオの、大切な子供達──リグルスと、アスティナである。

　二人は期待の籠こもった眼まな差ざしで、家の中を覗のぞき込んでいた。

　やんちゃな二人の姿を認めるや、ディアメルが肩を竦すくめて、すぐに玄関のかんぬきを外す。

「おはよ、ライナスティ！」

「おはよ、ディアメル！」

　まるで双ふた子ごのように挨あい拶さつをして、姉弟は飛び込んでくる。

　それから赤ん坊をいれた籠かごに駆け寄り、

「おはよ、ロイド！」

　と、揃そろって顔を覗き込んだ。

　びっくりして泣き出すかと思いきや、ロイドはきゃっきゃっと喜んでいる。存ぞん外がいに、肝きもの据すわった赤ん坊だった。

　二人に向けて、ディアメルが問う。

「お二人とも、今朝は許可を貰もらって出てきたのですか？」

　アスティナが、不思議そうに首を傾かしげた。

「城を出る許可です。街まちへ来る時には、誰だれかにそれを告つげてから来るように、と──」

「うん！　庭にわ師しのおじいちゃんに言ってきたよ！」

　元気一杯に堂々と言う。庭師の老人は、リグルス達と共犯である。とある事情から、この程度のことでその庭師を咎とがめられる者は、王宮にはいない。

　ディアメルがわずかに頰ほおを引きつらせたが、ライナスティとしても、これにはもはや笑うしかなかった。

　二人が城を出てきたのは、まだ暗い時間帯だったはずである。さすがにそんな早朝では、起きている者は多くない。

　快活な笑みを湛たたえたアスティナの隣で、リグルスが頷うなずいた。

「それにね、書き置きも残してきたんだ。みんなまだ寝ていたから」

「ライナスティのところで、朝ご飯食べてくるって、書いておいたの」

　眸ひとみを輝かせる二人の期待が何に向いているかは、ライナスティにもすぐにわかった。

　王宮では食べさせてもらえない彼らの好物が、ここにはある。

　ライナスティは胸を張った。

「わかりました！　そういうことなら、せっかく来ていただいたわけですし、御ご馳ち走そういたしましょう」

　芝しば居いがかった調子で告げると、リグルスとアスティナは嬉うれしそうに手を叩たたき、狭せまい台所の隅すみのテーブルについた。

　ディアメル一人が、なんとも言えない苦にがい笑みを見せている。ライナスティの言った〝御馳走〟の内容を、彼女はよく知っているのだ。

　ライナスティは、切ったパンを串くしに刺して軽く炙あぶりはじめた。

　その隣で、ディアメルが瓶びん詰づめの蜂はち蜜みつを用意する。リグルスとアスティナは、眼めを輝かせてそれを見ていた。

　カリカリに焼けたパンを皿に載のせると、そこにすかさず、ディアメルがたっぷりと蜂蜜を塗ぬりつけた。

　調理の簡単すぎる下げ品ひんな食べ物として、宮きゆう廷ていではまず出されない質のものである。だが、リグルス達にとって、それはなかなか食べられない御ご馳ち走そうだった。

　蜂蜜の上に、わずかにシナモンを振りかけて、香りをつける。

「いただきまーす！」

　出された蜂蜜パンを、二人は揃そろって両手に摑つかみ、そのままかぶりついた。

　そして二人は、至し福ふくの笑みを浮かべる。

「おいしいー！」

「おいしいー！」

　合唱のように朗ほがらかなその声が、ライナスティには微笑ほほえましい。

　頰ほおを膨ふくらませ、もきゅもきゅと懸けん命めいにパンを嚙かむ二人の様子は、どこか栗鼠りすにも似ていた。

「ライナスティは料理長になれるね！」

　と、そんなリグルスの賞しよう賛さんに続いて、アスティナが口を動かしながら首を傾かしげた。

「こんなにおいしいものが作れるのに、どうして騎士なんてやっているの？」

　この言葉に、ディアメルが肩を揺らして吹き出した。

　ライナスティも反応に困って、曖あい昧まいに目を細める。この二人にかかると、この程度のものも〝料理〟扱いになるらしい。

　笑いをおさめてから、ディアメルが二人の頭を優やさしく撫なでた。

「リグルス様、アスティナ様。こんなのは、料理のうちに入りません。もちろん、パンを作った者、蜂蜜を収穫した者達には感謝すべきですが──ライナスティ如ごときでは〝料理長〟にはなれませんし、王宮の厨ちゆう房ぼうの料理人達は、リグルス様達に喜んでもらおうと、いつももっと頑がん張ばっているのですよ」

「うん。宮廷の料理もおいしいよ！」

　アスティナが快活に頷うなずいた。

「そうでしょう？　彼らを差し置いて料理長になる資格は、ライナスティにはありません。これが食べたくなったら、いつでもおいでください。ただし──できれば、シアの許可をきちんと貰もらってから来てくださいね」

　ディアメルの指摘に、二人が揃って眼をしばたたかせた。

「それはだめだよ」

「うん。無理」

　リグルスもアスティナも、あっさりとそう断だん言げんする。

　素直な二人にしては珍めずらしい反応に、ライナスティは首を傾かしげた。

「何故なぜです？　シアだってきっと、心配していますよ」

　そう問うと、二人は少しだけ、申し訳なさそうな顔になった。

「だって……シアが許可を出して、もしも僕達がその後に怪け我がでもしたら、シアのせいになるんでしょ？」

　そんなリグルスの言葉に、ライナスティとディアメルは、思わず顔を見合わせた。

　続けて、アスティナが呟つぶやく。

「でも、私達だって街まちには来たいし──だから、リグルスと決めたの。シアが普ふ段だんから私達のことを叱しかっていれば、シアも頑がん張ばっているってお城の人達にもわかるし、私達が勝手に街へ出ても、シアは別に悪くないってことになるよね？」

　そんな子供らしからぬ頭の回転に、ライナスティは驚いた。やっていることはいかにも子供じみているが、この考え方自体は、とても子供のものとは思えない。

　ただ、この理り屈くつには、一つの大きな穴があるようにも見える。

　ライナスティはその疑問を口にした。

「一応、シアの監かん督とく責任──つまり、お二人に逃げられた責任とかも、あるとは思うんですが……」

　リグルスが笑った。

「それを言ったら、母様達や警備の兵達だって、シアを責せめられないよ。みんな僕達を捕まえられないもん。自分にできないことを他人に求めるのは見苦しいって、ベルナルフォン卿きようも言ってた」

　言葉に詰まったライナスティに代わって、ディアメルが隣から妥だ協きよう案あんを出す。

「えぇと……では、シアに街に連れてきて貰もらうというのはどうですか？　これなら……」

「でも、シアが一いつ緒しよだと、屋根の上とか歩けないし」

　アスティナにとって、そこは道の一部らしい。猫ねこ並なみに身軽な二人ではあるが、日ひ頃ごろはどんな道を通っているのかと、不安になる言葉だった。

「それにシアが一緒にいて何かあったら、やっぱりシアが責任をとらされるんでしょ？　そんなのやだよ」

　続いたリグルスの言葉に、ライナスティは微笑を見せつつ嘆たん息そくした。

　幼いこの二人は、自分達を含めた周囲の状況を正しく理解し、それについて考える力をもっている。

　そのことは臣しん下かとして嬉うれしく思ったが、教育係のシアには、少しばかり同情してしまう。今後も彼女は、この二人に振り回されることになるのだろう。

　コーンスープと蜂はち蜜みつパンだけの簡単すぎる朝食を済ませた後で、ライナスティは後片付けをディアメルに任せ、自身のアトリエに二人を招き入れた。

　アトリエとはいっても、ごく狭せまい、物置のような場所である。部屋ですらなく、廊下の隅すみの空間に、椅子といくつかのキャンバスを置いているだけに過ぎない。

「ライナスティ、今はどんな絵を描いているの？」

　リグルスに問われて、ライナスティはにやりと微笑ほほえみ、一枚のキャンバスの上うわ掛がけをめくった。

　その絵を見るや、アスティナとリグルスが、大きくその眸ひとみを見開く。

「ディアメル、はだかだ」

「でも、まだ下書き？」

「…………うわ!?　間違えた！」

　うっかりとめくるキャンバスを間違えたことに気づき、ライナスティは声を裏がえらせて、慌あわててその絵を隠かくした。

　リグルス達の目線にまでしゃがみこみ、必死で二人の眼めを見つめる。

「い、いいですか!?　今のは見なかったことに！　誰だれにも言っちゃだめですよ!?」

　アスティナが、不思議そうに首を傾かしげた。

「すっごく綺き麗れいに描けてたよ。まるで女め神がみ様みたいに──どうして言っちゃだめなの？」

「俺おれがまだ死にたくないからです！」

　確かに、自信作ではある。ほぼ裸はだかとはいってもある程度の布はまとっているし、自分の絵にしては珍めずらしく、芸術性の高い作品だとも自負している。

　唯ゆい一いつの問題は〝モデル〟の許可を得ていないことで──一度は表現への欲求に負けたものの、これから下書きを修正し、顔だけを別人にすりかえるつもりだったのだ。

　自身の迂う闊かつさを呪のろいつつ、背筋に冷や汗をかいたライナスティは、別のキャンバスをめくる。

「こっち、こっちです。今、描いてるのは……」

　正しいほうの絵を見せるや、二人の子供は眸ひとみを輝かせた。

　キャンバスの上では、紫色の髪をなびかせた凜り々りしい眼まな差ざしの少年が、剣を片手に、前を見み据すえている。

　そこに描かれた横顔は、ライナスティの仕える主の、少年時代の姿だった。

「これ、昔のお父様だよね!?」

　アスティナが興奮した調子で問う。

　ライナスティはにっこりと頷うなずいた。

「そうですよ、フェリオ様です。絵の依頼主はサンクレット交こう易えきでして、ここ十数年のアルセイフの歴史を、まとめて絵物語にして展示したいとか──で、何人かの絵描きに、それぞれの場面を描かせることになって、俺もそこに混ぜてもらいました」

　今でこそ二児の父となったフェリオ・アルセイフも、かつては少年だった。

　そして、その少年の時代に、彼は多くのことを為なし、このアルセイフのために尽じん力りよくした。

　騎士として彼の傍そばで戦ってきたライナスティにとっても、それは懐なつかしい思い出である。

　自分達が生まれる前の父の姿に、リグルス達はじっと見入っていた。

「タートムとの戦いくさを経て、ラトロアで行方ゆくえ不明になって、このアルセイフに戻られて──あれからもう、十年ほどにもなりますか。時の経たつのは早いものです」

　生まれた子供達が、こうして勝手に駆けずり回るようになるほどの年月である。

　感かん慨がいを込めて呟つぶやくと、リグルスとアスティナが揃そろってライナスティを見上げた。

「ねぇ、ライナスティ。こっちのは誰だれ？」

　リグルスが隣のキャンバスを指差す。そこには、すでに描きあがった絵があった。

　依い頼らい主ぬしは同じサンクレット交こう易えきで、これも絵物語の一部である。描かれているのは、黒髪の若い剣士と、銀髪の娘だった。

　巨大な鳥の背に乗った二人は、異い国こくの街まちの空を飛んでいる。その眼下には、奇妙な黒い半球が見えていた。この構図ではどちらも背を向けているため、顔は描いていない。

「あぁ、その絵のモデルは、シルヴァーナとハーミットですよ。お二人とも、憶おぼえていませんか？」

　リグルスとアスティナは眼めをしばたたかせ、大きく首を横に振った。

「憶おぼえてるよ。スノーリアの、父ちち君ぎみと母君だよね？」

「鳥さんの背中に乗ってる。いいなぁ。私も乗ってみたい！」

　二人の頭を軽く撫なでながら、ライナスティは自身の描いた絵を眺めた。

　本人達がこの国にはいないために、こちらもモデルの許可などは得ていない。だから念ねんの為ために顔を隠かくし、背中を向けた構こう図ずにした。

　それでも、ライナスティの思い入れの深さが、二人の背を存在感のあるものにしている。

　機会があれば──改めて、二人の〝顔〟も描いてみたい。

　完成したその玄げん鳥ちようの絵は、今日の昼にでも、依頼主の元へ届けに行くつもりだった。

「懐かしいなぁ……たまには団長にも、会いに来てくれればいいのに」

　騎士団長、ウィスタル・ベヘタシオンにとってみれば、シルヴァーナは師しの忘わすれ形がた見みである。そしてラトロアの剣士のハーミットとは、叔父おじと甥おいの関係でもあった。

「ライナスティ。この二人は、今は何処どこにいるの？」

　丸い眸ひとみをさらに丸くして、アスティナが問う。

　ライナスティは、少しだけ遠い眼めをして、窓の外を指差した。

「この空の下の、何処かに──それぐらいのことしか、俺おれにもわかりません」

　そう答えて、彼はキャンバスの前に腰掛けると、じっと絵の中の二人を見つめた。
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　ソリダーテ大陸の西部には、ラトロアという大国がある。

　ここ数十年で肥ひ大だい化かしたその国は、規模だけを見ればまさに〝大国〟といえるが、その中身は小国家の集合体に過ぎなかった。

　元は小さかった国が、自分より少し小さな他国を吸収し、それを繰り返していった結果──生まれたのが、現在のラトロアである。

　つまりは、一匹の大魚ではなく、小魚の群むれと例えてもいい。

　ラトロアを導く多くの政治家達は、基本的にはそれぞれの地方の代表者であり、一国の中でさえ、時に権けん益えきを巡って対立することも珍めずらしくはなかった。

　そうしたラトロア内部での暗あん闘とうは、余よ人じんには知られぬ深きところで行われるのが常だが──ふとした拍ひよう子しに、表に出てしまうこともある。

　その夏、ハーミット・エアルの周囲で起きた事件も、その例の一つだった。

「……まさか、あのメルバーダ議員が、暗あん殺さつされるとは……」

　ソファに身を沈め、残念そうに呟つぶやいたのは、ハーミットの兄のラドゥーカである。

　支持者達からは童どう顔がんとさえ言われがちなラドゥーカだが、今の彼の沈ちん鬱うつな表情に関しては、むしろ歳としよりも老ふけて見えるほどだった。

　疲れきった様子の兄に、ハーミットは無言で、果実酒の杯さかずきを差し出した。

　それを受け取ったラドゥーカは、しかし口をつけようともしない。

　ハーミットは無言のまま、こちらは水の入ったグラスを傾けた。

　ランタンの火が照らすエアル家本ほん邸ていの居間には、この二人以外に誰だれもいない。召めし使つかい達も席を外しているし、まだ未み婚こんの兄には妻子もいなかった。

　グラスを片手にしたラドゥーカ・エアルは、酷ひどく沈んでいる。

　その心中は、ハーミットにも推おして知れた。

　今日の夕刻に暗殺されたメルバーダ・オルバは、兄達と志こころざしを共にしていた、中堅の先輩議員だった。

　議会からの帰りに、自宅のすぐ傍そばで刺し客かく達の待まち伏ぶせを受けたらしい。

　御ぎよ者しやは矢を受けて重傷、メルバーダは心臓を短剣ダガーで一突きされ、即そく死しだったと聞いている。手て際ぎわのよさからして、素人しろうとの仕し業わざではない。

　彼はダルグレイやラドゥーカよりは年長で、五十代の半なかばだった。

　穏おん健けんな人格者としても知られており、選挙でも常に安定的な票数を得てきた、堅けん実じつさが売りの議員である。

　若いラドゥーカにとって、彼は恩おん人じんの一人だった。

　議員に当選して間もない頃ころや、父であるルースター・エアルが死んだ時にも、メルバーダはよき先輩として、ラドゥーカの力になってくれたらしい。

　ただの議員の同僚ではなく、ラドゥーカにとっての彼は、頼たのもしい先せん達だつだったのだろう。

　そして彼の暗あん殺さつは、ただラドゥーカを嘆なげき悲しませただけでなく、政局にも少なからず影響をもたらすはずだった。

　ことに今は、前国家元げん首しゆのジェラルド・メイスンが失しつ脚きやくし、新政権が動き始めたばかりの時期でもある。

　メビウス・フロンダイトが招いた、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の暴走から半年──

　それ以来、ラトロアの政治は、迷めい走そうを強しいられた。

　元首の失脚に伴ともなう閣僚達の辞じ任にんは、次の権力の座を巡る争いを生み、また各種の研究機関による非ひ道どうな人体実験が明るみに出た後は、関係者の特定とその処しよ罰ばつを巡って議会も空転した。

　主戦派の筆ひつ頭とうだったジェラルドの失脚により、ジラーハとの開戦は避けられたものの、国内に潜せん伏ぷくする〝亡ぼう国こく派は〟も黙ってはいない。

　一方、ジェラルドを〝利用〟していた主戦派の支持者達もまだ健けん在ざいで、その主義主張が大きく変化したわけでもない。

　ラドゥーカやダルグレイ達の発言力が増している今だけはおとなしいが、世論は時と共にいくらでも変化する。穏おん健けん派はも交えた中立に近い政権ができたとはいえ、現在のラトロアは、まだ不ふ穏おんな状況といえた。

　ラドゥーカが、深ふか々ぶかと嘆たん息そくする。

「よりにもよって、この時期に……これからの時代にこそ、必要な人だったのに──」

　その吐と息いきには、メルバーダの死への怒いかりと悲しみが、苦しいほどに込められていた。

　慰なぐさめの言葉も思いつかないまま、ハーミットは兄の背を撫なでる。

「……兄さん。少し休んだほうがいい。メルバーダ議員のこともそうだけど……ここのところ働きづめで、まともに寝てないんだろう？　昨日きのうだって、ずっと書き物をしていたみたいじゃないか」

　ラドゥーカは曖あい昧まいに頷うなずき、グラスの中の果実酒を少しだけ舐なめた。

「……私のほうは大丈夫だ。明日あすはまだ議会があるけれど、明後日あさつてからは三日ほど、休みになるし……メルバーダ議員の遺い体たいは警察で調べている最中らしいから、葬そう儀ぎも休みの後になるだろう」

　声にはいかにも覇は気きがない。

　しばらくは兄を一人にしてやろうと、ハーミットは部屋を出た。

　ただし、廊下の前からは立ち去らない。

　──殺されたメルバーダ・オルバは、穏健派の議員だった。

　犯人が誰だれなのか、またその目的は何なのか。今の時点ではまだわからないが、もしもこの暗殺が、政治的な理由によるものであった場合──この次に、兄のラドゥーカや、ダルグレイが狙ねらわれる可能性もある。

　仮かりに本職の暗あん殺さつ者しやが関かかわっていれば、今いるこの屋敷さえ、安全とは言い切れない。

　廊下の壁に背を預けたハーミットは、眉まゆをしかめつつ、腰の刀を確かめた。

　その刀は、死の神霊アービタ・スピリツトに関わる騒そう動どうの後に、北方民族のガスレムという老人から貰もらった品だった。

　気き難むずかしげで、少々とっつきにくい所のある無ぶ愛あい想そうな男だが、信頼はできる人物である。

　彼はこのラトロアに早い段階から潜せん伏ぷくしていた間諜スパイで、ゴーダやシルヴァーナがラトロアを去った後も、この地に留とどまって情報の収集を続けていた。

　聞いたところでは、ゴーダの旧きゆう友ゆうであり、かつては剣士だったらしい。若き日には、北方民族の戦士として、タートムとも戦っていたという。

　入院中のハーミットに対し、彼は〝見舞いだ〟と言って、その刀を置いていった。

　ちょうど刀を失っていたハーミットにとって、それはなによりの贈おくり物ものでもあった。

　かつてハーミットは、アルセイフの王弟、フェリオからも、神しん鋼こうの刀を借りていた。

　メビウスを追って入った〝神霊スピリツト〟の中で、負傷したハーミットは、その刀をフェリオに返し──それ以来、フェリオは行方ゆくえ不明となっている。

　共にいたリセリナも同様で、ハーミットも二人は死んだものとして諦あきらめつつあった。時間のずれの関係で、今、この時点での生死についてはよくわからないものの、〝また会える〟と信じるに足る根こん拠きよもない。

（あの刀は……今もフェリオ様と共に在あるのかな）

　何処どこにいるのかもわからないが、たまにそんなことを考える。

　彼は優すぐれた剣士だった。まだまだ性格は幼かったが、成長すれば、よい剣士に──そして、よい為い政せい者しやにもなりそうな少年だった。

　共に消えたリセリナも、まだ子供だった。

　そんな少年少女を犠ぎ牲せいにしてまで得た平へい穏おんを──なおも、乱そうとしている者達がいる。

　ハーミットは眼めを伏せた。

　剣は戦うための道具である。

　だからこそ、剣を持つ者は、〝戦い〟そのものに溺おぼれてはならない。何故なぜ、自分が剣を振るうのか、その部分をいつも見み据すえていなければならない。

　政治の世界も、おそらく似ている。その世界での武器とは〝権力〟であり、互いにその力を振るいあって戦うことになる。

　だから権力を持つ者は、その力に溺れてはならない。

　権力に溺れて、〝それが何のための力なのか〟を見失った瞬間に、政治家はただの狂きよう人じんになる。政せい争そうに明け暮れ、権力の奪うばい合いをすること自体が目的となってしまう。

　自分の権力と勝手な欲望のために、国を利用して食い潰つぶし、無責任な理想論で人々を誑たぶらかす政治家も、現実に存在している。

　今回の暗あん殺さつ事件の背後に、そうした輩やからがいると考えるのは、むしろ自然なことだった。

「あの──ハーミット様」

　不意にかけられた声は、召めし使つかいの女のものだった。

　廊下の暗がりから覗のぞいた顔は、まだどこかあどけない。ハーミットとも近い年齢としで、二十歳は超こえているはずだが、小こ柄がらなのと童どう顔がんなのとで、どうにも幼く見えてしまう。

　薄いそばかすも、素そ朴ぼくな印象を醸かもし出すのに一役買っていた。

　黙もく然ぜんと立ち尽くすハーミットの傍そばに、彼女はおずおずと近づいてきた。まだ新しん米まいの召使いで、屋敷にも慣れきっていない。

　艶つややかな銀色の髪の下で、彼女の眼まな差ざしはわずかに震ふるえていた。

　彼女の銀髪を眼めにするたびに、ハーミットは、ある娘の姿をそこに重ねてしまう。

　その娘は、〝半年もしたら会いに来る〟と言っていたが、つい先日、ちょうどその半年が過ぎてしまった。

　今のところは約束をすっぽかされた格かつ好こうだが、ハーミットの心は、あの時から少しも変わっていない。

　そんな個人的な想おもいを隠かくして、ハーミットは召使いの娘と視線を合わせた。

「ミュリエス──兄さんに、何か用ですか」

　住み込みで働く娘は、少しだけ周囲を気にする素そ振ぶりを見せ、困こん惑わくしたように口を開きかけた。

　しかし、言葉は出てこない。

　その態度を、ハーミットは訝いぶかしく思った。

　日ひ頃ごろから大人おとなしい召使いではあるが、どちらかといえばにこやかで、明るい印象の娘である。しかし今夜の彼女は、まるで何かに怯おびえているようだった。

「……何かありましたか。兄さんはちょっと疲れているから、差さし支つかえなければ、私が話を聞きますが？」

　ミュリエスはしばらく口くち籠ごもってから、掠かすれるような声を絞しぼり出した。

「実は、ハーミット様。ついさきほど、差出人も宛あて名なもない、変な手紙が来ていたんです。扉ドアの隙すき間まに挟はさんであったのですが、メルバーダ議員のことがあったばかりですし、なんだか気味が悪くて……」

　ハーミットは眉まゆをひそめた。

　宛名もなく扉に挟んであったとなれば、配達人の仕し業わざではない。ミュリエスも本来ならば、すぐに主あるじへと知らせていたはずだが、今の憔しよう悴すいしたラドゥーカを前にすると、気き遣づかいが先立ったらしい。

　彼女の差し出した手紙は、無ぶ愛あい想そうな無地の封ふう筒とうに収められていた。中の手紙は一枚だけで、その便びん箋せんも無地である。そのあたりの店で手に入る、もっとも安い品だった。

　メモ書きのような手紙を広げるや、ハーミットはその文面に視線を走らせる。




〝ご用心。刺し客かくの次の標ひよう的てきは、ラドゥーカ議員とダルグレイ議員である可能性が高し。くれぐれも、警戒を緩ゆるめぬよう──〟




　ランタンの明かりに照らされたその字には、見覚えがあった。

　ハーミットの肩が、ぴくりと震える。

　その内容もさることながら──彼の心をもっともざわつかせたのは、手紙の送り主についてだった。

　半年間、音おと沙さ汰たのなかった思おもい人びとの筆ひつ跡せきに、間違いない。宛あて名なも差出人も書いていないあたりが、かえって彼女らしいとさえ感じた。

　そして自然と、その名が口をつく。

「……シルヴァーナ──？」

　久々に声に出して呟つぶやいた名は、妙に懐なつかしく、それでいて心に迫る響きを持っていた。
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　翌日の昼、ハーミットは北方民族の知人に会うため、裏通りの一角を歩いていた。

　夏の暑しよ気きが、じりじりと石の路面を焼いている。

　昼間は遠くが揺らいで見えるほどの暑さになるが、夜になると存ぞん外がいに涼しいのが、この首都ラボラトリの夏である。

　今日の目的はもちろん、銀髪の娘との再会だった。

　できれば朝一番に来たかったが、今朝は今朝で、議会に出向く兄達の警けい護ごをしてきた。

　昨夜の手紙については、誰だれがどうして兄達を狙ねらっているのかなど、不ふ明めい瞭りような点が多すぎて、対応にも苦く慮りよしている。シルヴァーナに会いたいという思いは強いが、もしも彼女には会えずとも、その仲間達から情報の細さい部ぶを聞きたかった。

　議会が終わるのは夕刻だから、その頃ころにはまた警護に戻る予定だが、兄達には〝もしかしたら遅おそくなるかもしれない〟とは伝えておいた。

　もしもシルヴァーナに会えれば、話したいことが山ほどある。昨日の今日で、暗あん殺さつ者しやが兄達を襲うとも考えにくいし、そもそも兄達の周囲にも、今はきちんと警護の者がついていた。移動中だけだが、メルバーダ議員の死をうけての、緊きん急きゆう的てきな警備である。

　時を惜おしむようにして、ハーミットは早足に歩いた。

　やがて彼が辿たどり着いた場所は、古びた木造の集合住宅だった。北方民族の連絡要員で、ハーミットに刀をくれたガスレムの住む部屋が、そこにある。

　しかし、階上へと上がり、扉ドアの前に立ったハーミットは、そこで眉まゆをひそめる羽は目めになった。

　廊下に──かすかな血の臭においが立ちこめている。

　扉の鍵かぎも壊こわされていた。

　咄とつ嗟さにハーミットは、刀の柄つかに指を添そえる。

　つい最近に、この部屋で何か変事が起きたことは間違いない。

　軋きしむ扉を慎しん重ちように引いて、ハーミットはそろりと中に踏み入った。

　部屋の中は無人だった。

　そしてそこには、廊下より濃こい血の臭いが籠こもっており、居間の床ゆかにはその臭いの元である血の染しみが広がっていた。

　拭ふいても消しきれなかったようで、木の床はそこだけが黒く変色している。

　ハーミットの胸に不安がよぎった。

　血の跡あとはまだ新しい。もしもこれがシルヴァーナの血だったら──そんな不ふ吉きつな連想が浮かんでしまう。ここはあくまでガスレム老人の部屋だが、連絡のために訪れたところを、何者かに襲われた可能性もある。

　しばらく立ち尽くした後で、ハーミットは部屋の中を調べ始めた。

　部屋の主あるじたるガスレム老人は何処どこに消えたのか、血けつ痕こんは誰だれのものなのか、ここで何があったのか──何もわからない今は、とにかく手がかりが欲しい。

　部屋の中の様子は、以前に訪れた時と、さほど変わっていなかった。

　特に荒らされた様子もないが、もし何か盗とられていたとしても、ハーミットにそれを知る術すべはない。

　台所の食器棚を開けたところで、ハーミットは思わぬ物を眼めにして、しばし面めん食くらった。

　積み重ねられた食器類に混じって、掌てのひらほどの小さなかぼちゃ頭が、こちらを見つめていた。

　見覚えのあるその表情に、ハーミットはなんともいえない感かん慨がいを抱く。

　フォルナムでは彼と剣を突き合わせ、このラトロアでは共きよう闘とうした。

　おそらくは彼も、メビウス達による犠ぎ牲せい者しやの一人である。

　死の神霊アービタ・スピリツトを巡る騒そう動どうが起きる前まで、そのかぼちゃ頭の男は、広場で大だい道どう芸げい人にんの真似まね事ごとをしていた。

　子供達にも懐なつかれていた様子で、彼の人気にあやかって、その頭を象かたどった商品まで出回ったものである。

　掌サイズのこのかぼちゃ頭もその一つで、その正しよう体たいは陶とう器き製の砂さ糖とう鉢ばちだった。

　突然に姿を消した、そんな芸人のことはもう忘れられつつあるが──商品だけは、こうして出回っている。もともと、民芸品としてのパンプキン人形が定着していただけに、こうした商品もいつの間にか根づいてしまいそうな気配だった。

　ハーミットはつい懐なつかしさを覚え、砂糖鉢を手にとってみた。

　鉢は、妙に軽い。

　中身は空なのかと思い、へたの形状をした緑色の蓋ふたを外す。

　そこには、一枚の紙片が折おり畳たたまれていた。

「これは……」

　ハーミットはすかさず、その紙片を取り出した。




〝見張られている。銀は本のところへ。この部屋は破は棄き〟




　そこに書かれた文字は、無む論ろん、ハーミットに宛あてられたものではない。この砂糖鉢は、仲間内での伝言の隠かくし場所だったらしい。

　最後の一文は、〝この拠きよ点てんを捨てる〟という意味だろう。

　銀という言葉はシルヴァーナを連想させたが、本というのはよくわからない。

　ここ数日のうちに、この拠点では、敵か味方かのどちらかが血を流したに違いない。敵に知られた拠点は、当然の如ごとく破棄される。

　血の跡あとがまだ生々しいことからして、変事が起きたのは、まさに昨夜のことだったのかもしれなかった。

　問題は、その〝敵〟というのが、何者なのかわからない点である。

　ハーミットは途と方ほうにくれつつ、部屋の主であるガスレムと、シルヴァーナ達の身を案じた。

　北方民族達の連絡経けい路ろは、常に変化を続けている。彼らの側からハーミットに連絡をつけることはできても、部外者のハーミットが彼らと接せつ触しよくするための経路は、今ではこの部屋だけだった。

（まいったな。あまり長なが居いもできないし──）

　兄達には、〝帰りは遅おそくなるかもしれない〟とは言ったが、さすがに夜中までには帰るつもりでいる。この伝言を受け取る予定の誰だれかが現れるまで、しばらく泊とまり込こむというわけにもいかない。

　思し案あんした挙あげ句くに、ハーミットは仕方なく、この場を立ち去ろうとした。

　その背にふと──

　ぞくりと、悪お寒かんが走る。

　部屋の前に、複数の気配が訪れていた。

　三人か四人か──それ以上ではなさそうだったが、いずれも足音を上手うまく消している。間違っても、ただの民間人ではない。

　ハーミットは慎しん重ちように、壁かべ際ぎわに身を寄せた。

（入るところを見られたか？）

　相手は室内を警戒している。

　正しよう体たい不明の敵か、北方民族の味方か、それさえも判はん然ぜんとしない。

　ハーミットが反応を決めかねているうちに、彼らは踏み入って来た。

　少し前まで街まちに溶とけ込こんでいたらしく、その服装は街の人間達と変わらない。ただ、顔を隠かくすために口元と額に布を巻いていた。

　隙すき間まから覗のぞく眼めは、見事なまでに感情を殺している。

　ハーミットは腰の刀に指を添そえ、低い声で問いかけた。

「……この部屋に、何か用ですか」

　返答は、言葉ではなく刃をもって為なされた。

　短剣ダガーを構えた二人の覆ふく面めん男が、するりと滑すべるような足取りで、ハーミットに肉にく薄はくする。

　対応して、ハーミットも刃を抜いた。

　狭せまい室内においては、並なみの遣つかい手てならば、刀は不利となる。刃を振り回すだけの広さが満足にない以上、太刀筋も読まれやすくなるし、もしも柱や壁に刀身が食い込んだりすれば、その時点で勝負が決まってしまう。

　だが──あえて、その狭さを生かす戦い方も存在する。

　ハーミットは刀を無む闇やみに振ろうとはせず、真っ直ぐに前へと突いた。

　あえて、速さは抑おさえる。

　当然、刃を向けられた刺し客かくは、短剣ダガーでもってこの突きをさばいた。

　並んで迫ったもう一人の刺客が、これを〝ハーミットの隙すき〟と見て勢いづく。

　きちんと訓練された刺客であれば、こうした獲え物ものの隙を見逃すことはない。

　そんな彼の動きは、ハーミットにとって、予測と寸すん分ぶん違たがわぬものだった。

　なればこそ──急所にめがけて突き込まれた刺客の刃は、ハーミットの体には届かない。

　弾はじかれた刀をそのまま引く振りをして、ハーミットは〝柄つか〟に気迫を込めた。

　その刀の柄は、急所を狙ねらった刺客の〝手ての甲こう〟を、したたかに打ち据すえる。

「ぎっ……!?」

　思わぬ痛みに驚いた刺客が、くぐもった悲鳴をあげた。

　指を叩たたき折るつもりの一撃だったが、間かん一いつ髪ぱつのところで、相手もハーミットの意い図とに気づき、衝しよう撃げきを逸そらしたらしい。

　それでも、手て応ごたえからして、手の甲にひびぐらいは入っているはずだった。

　短剣ダガーを取り落とした刺客を、そのまま蹴け飛とばして盾たてにし、その間にハーミットは窓から外へと飛び降りた。

　それを追って、別の二人の刺客も降りてくる。

　広い外に出てしまえば、あえて逃げる必要もない。ハーミットは堂々と、これを迎え撃とうとした。

　しかしちょうどその時、路ろ地じの一角から大声が響く。

「おおい！　物もの盗とりだ！　捕まえてくれ！」

　声のした方を向くと、見知らぬ老人がそこにいた。麻あさの長衣ローブをまとった、白はく髪はつに白しろ髭ひげの小さな老人である。買い物からの帰りらしく、鞄かばんからは食材がはみ出ていた。

　彼はまた叫ぶ。

「こっちだ！　気をつけろ、刃物を持っている！」

　声を聞きつけて、付近の窓から、何事かと住民が顔を出した。

　このまま騒ぎになれば、いくら裏通りでも人が寄ってくる。

　それを嫌った刺客達は、逸いち早はやく背を向けて撤てつ退たいをはじめた。攻める時も素す早ばやかったが、引ひき際ぎわも速い。ほとんど無む駄だ口ぐちを発さないあたりは、こうした行動に慣れている者達だと感じさせた。

　退ひいていく彼らの背を見送った後で、ハーミットは刀を納め、助けに入った老人に頭を下げた。

　刺客を捕えて情報を得たかったとも思うが、あまり口を割りそうにもない相手ではある。白昼から無駄な血を流さずに済んだ点でも、その老人の機き転てんに感謝すべきだった。

　近づいてみれば、背の低いわりにがっしりとした、眼めに妙な迫力のある老人である。彫ほりの深い顔立ちは、彫ちよう像ぞうのモデルにでもなれそうな気配を漂わせていた。

「ありがとうございました、御老人。今の連中、急に襲ってきまして……」

「……君は、ガスレムの知人だな？」

　老人が無ぶ愛あい想そうに呟つぶやいたのは、今の部屋を借りていた北方民族の男の名だった。

　ハーミットは頷うなずき、眼を見開いた。

「はい。ハーミットと言います。ガスレム老は御無事なのでしょうか？　あの部屋の床ゆかには、血の跡あとが──」

「……ハーミット、か。なるほど、ついて来い。手がかりが欲しいんだろう？　ここじゃ落ち着いて話もできん」

　ハーミットに最後まで言わせず、老人は手招きをした。

　後をつける者がいないかと警戒する素そ振ぶりを見せつつ、彼は狭せまい裏うら路ろ地じを歩き出す。

　その低くいかつい背に、ハーミットは問いかけた。

「失礼ですが、貴方あなたは？」

　北方民族──とは思えない。この首都にいる北方民族達とは、死の神霊アービタ・スピリツトに関かかわる騒そう動どうの際に、あらかた顔合わせを済ませている。

　老人は背を向けたままで、小声に応じた。

「名はグラーゼという。ガスレムのチェス仲間の、ただの錬金術師アルケミストだ。今はもう、特に研究などはしておらんがね」

　このラトロアの地では、錬金術師アルケミストと名乗る者がやたらと多い。

　そもそも国家が〝錬金術アルケミー〟を奨しよう励れいしているため、錬金術師アルケミストに対しては、税制面でほんのわずかな優ゆう遇ぐう措そ置ちがある。それが〝自じ称しよう錬金術師アルケミスト〟増加の一いち因いんとなり、ただの学者ですらも、建たて前まえとしては錬金術師アルケミストと名乗っていることがあった。

　ただ、このグラーゼという老人の場合には、いかにも研究者らしき、体に染しみついた薬品の〝匂におい〟が感じられる。

　愛想はないが、悪い人間には見えない。なにより、刺し客かく達を追い払ってくれた恩おん人じんでもあった。

　歩きながら、ハーミットは小声に話しかける。

「それで、ガスレム老は……」

「あいつなら、負傷して、今はわしの所にいる。さっき君を襲った連中の仕し業わざだな。昨夜、あいつらに襲われたガスレムは、戦いながら必死で外に逃れた。ちょうどそこへ、運よくわしと弟子でしが通りがかって──後は、たった今、君を助けたのとほぼ同じ状況だ。奴やつらめ、あの拠きよ点てんを張り込んでいたようだ」

　ガスレムが生きていると聞いて、ハーミットはひとまず安あん堵どした。だが同時に、ハーミットが知らぬ他ほかの拠点のことも気にかかる。

　特にシルヴァーナのことを考えると、どうしても冷静ではいられない。

「グラーゼさん、彼らの正しよう体たいについて……あと雇やとい主ぬしについても、何か御ご存ぞん知じではありませんか？」

　グラーゼは苦にが々にがしげに、目許を険けわしくした。

「……まだ確かく証しようはないが、おおよその見当はついている。情けないことに、奴やつらもわしと同じ錬金術師アルケミスト──〝道を違たがえた〟錬金術師アルケミストどもだな」

　彼の言葉には、ハーミットが戸と惑まどうほどの、強い憎ぞう悪おの念ねんが籠こもっていた。

　同時に彼は首を傾かしげる。彼らの動きは、研究者のものではなく、あくまで訓練を受けた暗あん殺さつ者しやのものだった。

「あれが、錬金術師アルケミスト……ですか？　ただの暗殺者かと思いましたが」

「うむ。今となってはまさに、ただの暗殺者と変わらぬ──よし、こっちだ」

　裏うら路ろ地じの奥まった一角で、老人は外壁についた小さな扉とびらをくぐった。

　ハーミットはおとなしく、その後に続く。

　やけに軋きしむ古びた階段を昇って、老人は二階の部屋へとハーミットを案内した。

　この寂さびれた集合住宅の一室が、彼の住まいらしい。

　ラトロアの首都、ラボラトリには、こうした貸部屋が多い。この地は学がつ究きゆうの都だけに、地方からも大勢の学者や学生が集まってくる。人が集つどえば、商売の種も増えるし、工業も発展する。

　そうして人が人を呼び、このラボラトリは国内でも最大級の都市となった。

　もっとも、人口の増加を見越した投資家達が集合住宅の建設に殺さつ到とうしたため、こうした貸し部屋は供給過か剰じようの状態にあり、今では空き室もそれなりに多い。

　グラーゼの住むこの集合住宅も例外ではないらしく、人の気配があまりなかった。

　老人が自室の扉ドアを開けるなり、たちまち甘あまい匂においが鼻をついた。

　どうやら、ジャムでも煮にているらしい。

「おお、師し匠しようであるか。お早い帰りであるな」

　部屋の奥から、妙な言葉遣づかいの声が飛んできた。

　どこかで聞き覚えがありそうなその声に、ハーミットは首を傾かしげる。

「む？　若い客きやく人じんであるか。これは珍めずらしい」

　そう呟つぶやきながら現れたのは、やけに背の高い中年の男だった。金色の前髪は表情を隠かくしてしまうほどに長いが、その下には温おん和わな顔立ちが窺うかがえる。

　ただ、足運びに違い和わ感かんを覚えるほど隙すきがない。

　思わず眉まゆをひそめたハーミットに、老人が呟いた。

「気にするな、こいつはただの居い候そうろうだ。ずいぶん前に、行き倒れていたのを拾ったのが縁えんでな」

「うむ。その節せつは世話になった」

　老人を師し匠しようと呼んだわりには、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな口調である。だが、そんな口調がどこか滑こつ稽けいで憎にくめない。

「で、パンタ。ガスレムの容よう態だいはどうだね？」

　パンタと呼ばれた長身の弟子でしは、鷹おう揚ように頷うなずいた。

「おお、よく寝ておるぞ。薬が効いたのであろう。峠とうげは越えたはずである」

「そうか。そいつはなによりだ」

　安あん堵どした様子で笑うと、グラーゼは買い物の品を弟子に預け、ハーミットを部屋の奥に導いた。

　通された部屋は、ハーミットが想像していたよりも随ずい分ぶんと広かった。

　玄関の扉ドアこそ粗そ末まつだったが、室内に招かれてみれば、左右にはいくつかの部屋があるし、奥には日差しの入る居間もある。複数の部屋は、それぞれが研究室や寝室なのだろう。

　居間に通されたハーミットは、グラーゼと向き合って椅子に座った。パンタと呼ばれた弟子は、何かを調理中らしい台所へと戻っていく。

「……さて、ハーミットとやら。君の名前は、一応は聞いている。北方民族でもないのに、彼らに協力して、例の〝死の神霊アービタ・スピリツト〟にも関かかわったそうだな」

　グラーゼは、鑑かん定ていするような眼めでハーミットを見た。

　あらかたのことは知られているらしいと察して、ハーミットは慎しん重ちように頷く。

「はい。貴方あなたも──北方民族ではありませんよね？」

　確認の意味をこめて、ハーミットは問う。老人はかすかに笑った。

「あぁ、わしもラトロアの民だ。ガスレムとはチェス仲間で、一応は協力者といったところか……つまりは、今の君とよく似た立場だな。北方民族の連中にしてみれば部外者の一人だが、無関係というわけでもない」

　ハーミットは、老人の顔をじっと見つめた。

　噓うそをついているようには見えないが、どこか得え体たいが知れない。

　その疑ぎ念ねんが伝わったのか、老人は険けわしい顔のままでにやりと笑った。

「お互い、相手を信頼しきれぬのは当然だ。わしも君のことを、それほどよく知っているわけではない。エアル家の三男坊で、ガスレムが誉ほめていた男──その程度だが、さっきはその刀を見てぴんと来た。そいつはな、以前にガスレムが使っていたものなんだよ」

　ハーミットの腰の刀を、老人が指差した。

「奴やつも若い頃ころは剣士だったと聞いているが、さすがにもう歳としが歳だ。そして、神しん鋼こうの刀は貴き重ちよう品ひん──自分が持ったままでは、自分が死んだ後にどうなるかわからんからと言ってな。もし暗あん殺さつ者しやに持っていかれでもしたら、それこそ馬ば鹿からしい。それならいっそ、今のうちから有望な剣士に使わせようと思ったそうだ」

　ハーミットは驚いた。

　自分の貰もらった刀にそんな思いが込められていたとは、まさに初耳である。見舞いに来た時のガスレムは、そんなことは一言も言わずに、ただハーミットに礼を述べて刀を置いていった。

　出来のいい刀を大切に思う心は、剣士として理解できる。その感情を優先して、自らが持っていた刀を手放すともなれば、もはや変わり者の領りよう域いきである。

　そして、ハーミットはそんな変わり者が嫌いではない。

　ガスレムが一命をとりとめたことに、彼は改めて安あん堵どした。

　グラーゼはいかつい顔に皺しわを寄せる。

「さて、話を戻そうか──あの部屋で君を襲った暗あん殺さつ者しや達は、さっきも言ったとおり、道を外はずれた錬金術師アルケミストだ。そう、〝メビウス・フロンダイトのかつての部下達〟といったほうが、君にはわかりやすいかな」

　懐なつかしくも忌いまわしい名前を聞いて、ハーミットは思わず目許を歪ゆがめた。

　彼の部下だった暗殺者、シズヤ達の姿を一瞬だけ連想したが、彼らは純粋な暗殺者であって、〝錬金術師アルケミスト〟ではない。

　つまり──

「秘密警察や、雇やとわれの暗殺者達とはまた別に……メビウスの〝研究〟のほうを、手助けしていた者達ということですか？」

　グラーゼが頷うなずいた。

「そういうことだ。部下とはいったが、彼らにしてみれば、メビウス如ごときは単なる雇われの上じよう司しのようなものでな。実際、メビウスの上にはジェラルドが、さらにその上にはジェラルドを支援していた連中がいる。そしてその錬金術師アルケミスト達にとっては、誰だれが上にいようとどうでもいい。大切なのは、自分の研究を進められるか否いなか──それだけだ。だからジェラルドやメビウスが失しつ脚きやくすれば、今度は別の権力者に庇ひ護ごを求め、また研究を続けようとする。そのための手段を選ばないあたり、なかなかどうして、たちが悪い」

　グラーゼが、前かがみに背を丸めた。

　すでに隣室でも聞こえないほど小声での会話だったが、ここから先は、さらに声を潜ひそめる。

「……先日、メルバーダ・オルバ議員が暗殺された件は、君も知っているだろう。あれの実行犯が、おそらく奴やつらだ。メルバーダ議員は水面下で、錬金術師アルケミストの非合法な研究を取り締まる法案を調整していた。それを成立させないための暗殺だな」

　語られる事実を前に、ハーミットは慄りつ然ぜんとした。

　メビウスの死後に消えた、その研究の協力者達──彼らの実態は、最後まで完全には摑つかめなかった。ジェラルドをはじめ、幾いく人にんかの政治家は失脚したが、その下で働いていたはずの者達については、情報さえまともに出てきていない。

　北方民族の老人、ガスレムが眠る部屋のほうを一瞬だけ見て、グラーゼがまた嘆たん息そくした。

　その深い溜ため息いきには、彼のさまざまな思いが込められていそうだったが、ハーミットにその思いの質を知る術すべはない。

　ただ、彼が抱いているはずの怒いかりについては、ハーミットも共感できる。

　自分達の研究のために、邪じや魔ま者ものを暗あん殺さつする──そんな輩やからが、まだこの国にいる。

　その事実が、今は悔くやしい。

　そして同時に、兄達が狙ねらわれる理由についても理解した。メルバーダ議員の法案の詳しよう細さいは知らないが、それには兄達も協力していたはずで、なればこそ〝邪魔者〟と見み做なされても不思議はない。

　再びハーミットに向き直ったグラーゼは、やけに遠い眼めをしていた。

「悪あく魔まに魂たましいを売った錬金術師アルケミスト達が、今もこのラトロアにくすぶっている。しかしこの件、さらに根が深い。奴やつらは議員の暗殺どころか──あの〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の、奪だつ還かんを狙っている」

　それを聞くなり、ハーミットの眼は、驚きよう愕がくと怒いかりのために細く据すわった。

　同時に隣の台所でも、がたん、と何かの落ちる物音がする。

　それを気にせずに、グラーゼは話し続けた。

「君も知ってのとおり、死の神霊アービタ・スピリツトは北方民族とシャジールの民が何処どこかに隠かくした。奴らがガスレムを襲ったのも、その情報を求めてのことだろう。他ほかの拠きよ点てんについてはわしも知らんが、すでに襲われている可能性もある」

　悲観的なガスレムの言葉の後に、彼の弟子でしでもハーミットでもない、別の男の声が続いた。

「……そのとおりだ。連中の情報網は、わしらより上だよ」

　隣室との扉ドアの前に、一人の老人が立っていた。

　体の至るところを包帯に巻かれていたが、彼は額に汗を浮かべ、痛みに耐たえている。腹の傷が特に深いらしく、そこには特に分厚く包帯が巻かれていた。

「ガスレムさん！　気がついたのですか！」

　話に引きこまれていたハーミットは、慌あわてて立ち上がった。北方民族の老人は、ハーミットに睨にらみを利きかせる。決して怒っているわけではなく、笑うのが苦にが手てな老人だった。

　グラーゼも舌した打うちをして、腰をあげる。

「この馬ば鹿かが。その傷で起き上がる奴やつがあるか！」

　そう一いつ喝かつされても、ガスレムの眼めに宿った意志の光は、少しも揺らがなかった。そうしたところは、いかにも硬こう骨こつの剣士らしい。

「……すまんな、グラーゼ。わしはどのぐらい寝ていた？」

「昨夜、保護してから、まだ半日ほどだ。いいから、寝台ベツドに戻──」

「治療には感謝する。わしはこれから、すぐに仲間のところへ行かねばならん」

　呟つぶやく彼の表情は、それこそ悪あつ鬼きのように険けわしい。

　ハーミットは呆あきれ返った。とてもではないが、まともに動ける状態ではない。グラーゼも深ふか々ぶかと嘆たん息そくして、壁にもたれるガスレムの腕をとった。

「貴き様さまは寝ていろ。仲間への連絡なら、場所さえ教えてくれればわしが代わりにやってやる」

「いや、連絡だけではない。いざとなれば、わしも戦わねば──」

　グラーゼが笑った。ただし、その眼めだけは完全に据すわっている。

「……チェスの腕前は悪くないのに、どうしておまえはそう馬ば鹿かなんだろうな。動ける体かそうでないかぐらい、自分でわかるだろうに……足手まといは、かえって仲間を危険にさらすぞ」

　グラーゼの声は、本気でガスレムを叱しかっていた。

　だが、頑がん固こ者もののガスレムもなかなか退ひかない。

「動く分には動ける。何も長い刀を振り回そうってわけじゃない。短剣ダガーぐらいなら投げられるし、盾たてにだって……」

「…………ハーミット、この阿あ呆ほうを縛しばりつける。手伝え」

　グラーゼに指示されるや否いなや、ハーミットは即そく座ざに動いた。

　ガスレムの傍そばに、するすると水が流れるように歩み寄り、彼の肩をそっと摑つかむ。

　老人に、あ、と思わせる隙すきさえない。

　肩口をぎゅっと指先で押さえただけで、もうガスレムは動けなくなっていた。

　ハーミットとしては、彼に抵てい抗こうを許すつもりはない。下手へたに動けば傷口が開くはずだし、また抵抗するだけの体力も残っていないはずだった。

　だからまずは、的てき確かくに肩の急所を押さえ、腕に力が入らない状態にした。

　そしてハーミットは、傷を刺激せぬように、そのまま老人の脚あしを払って、体を軽々と抱え上げる。

　ガスレムが眼を白黒させた。

　そんな彼に、ハーミットは微笑を返す。

「……ガスレムさん。その仕事は、私が代わりにやります。兄達の安全を確保するためにも、メルバーダ議員の仇かたきをとるためにも──貴方あなたから受け継いだこの刀にかけて、手伝わせてください」

　そう告つげても、ガスレムは呆ぼう然ぜんとしていた。

　自分がハーミットに抱えられていることにさえ、まだ気づいていないような様子である。

　あまりの早はや業わざに、半なかばぽかんとしていたグラーゼも、そこでようやく笑い出した。

「くくっ……おい、ガスレム。おまえが刀をやった若わか造ぞうは、たいしたもんだぞ。おまえよりよほど腕が立つ。おとなしく任せておけ、この頑がん固こ者ものめ」

　グラーゼが寝室へと先導し、ハーミットはガスレムを抱えて、その後に続いた。

　北方民族の老ろう爺やは顔をしかめ、不ふ機き嫌げんそうに鼻筋を歪ゆがめる。

　そして、その体が寝台ベツドに下りるのと同時に、彼は掠かすれる声を絞しぼり出した。

「……一つ聞きたい。ハーミット、あの部屋に、シルヴァーナが戻った形けい跡せきはあったか？」

　その名が老人の口から出るなり、ハーミットはぎくりとした。

「あそこを出る前に、わしはシルヴァーナが戻るのを待っていたんだ。だが戻ってこないから、書き置きを残して出ようとしたところへ、ちょうど敵が来て──」

「〝銀は本のところへ〟というメモですか？　あれなら、かぼちゃの砂さ糖とう鉢ばちに隠かくれていましたが……」

　ガスレムが、険けわしく眉まゆを寄せた。

「もしもシルヴァーナが見ていたら、そのメモは破は棄きされているはずだ。つまり──戻っていないことになる」

　寝台ベツドの老人が漏もらした不ふ吉きつな言葉に、ハーミットの表情は凍こおりついた。

　気を動どう転てんさせつつも、ハーミットは早口に問う。

「あの部屋は、妙な連中に見張られていました。それを察して、彼女も近づけなかったのでは？」

「……そうだといいが──君が見張られていることに気づかなかったぐらいだ。あるいはシルヴァーナは、奴やつらの手に落ちた後かもしれん。動どう揺ようさせたくはないが、その覚かく悟ごはしておいてくれ」

　低く唸うなるガスレムの面おも持もちは、ひどく沈ちん痛つうだった。

　ハーミットも四し肢しを強こわ張ばらせる。あのシルヴァーナが敵の手に落ちたなどとは、にわかに信じたくない。

　ガスレムの眼めが、強い光を宿した。

「……ハーミット、〝本〟のところへ行け。我々の得た情報はそこに集まる。シルヴァーナがもし、そこにいなければ──」

　後の言葉を、ガスレムは言いにくそうに飲み込んだ。

　ハーミットは、ぎりりと唇を嚙かむ。

　ガスレムからその場所を聞きだす間、彼はずっと、刀の柄つかを強く握り締めていた。
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　北方民族の使う偽ぎ名めいは、ほとんどが特に意味をなさない、ただの名前である。

　もちろん、シルヴァーナのように名と容よう姿しとが関連している例もあるが、その師しのゴーダ・トレイスや、ラトロアでの知人のガスレムなどは、あくまでその土地に紛まぎれやすい偽名となっていた。

　しかし、〝本〟と呼称される人物に限っては、やや特殊な事情があるらしい。

　名は〝ライブラス〟。

　図書館を連想させるその名は、その〝役割〟を持つ人間だけに与えられるもので、任務を引き継ぐ時に、名前も一いつ緒しよに引き継ぐことになっているらしい。

　なんのための措そ置ちなのか、部外者のハーミットには推すい測そくすることしかできないが、その人物はどうやら、北方民族の得た情報を〝統とう括かつ〟する立場のようだった。

　仲間達を混乱させないために、常に最新の情報を〝ライブラス〟の元に集めるというのが、彼らのやり方らしい。いわば情報の集しゆう積せき地ちである。

　また、北方民族の長老達からの指示も、そこにまず伝えられ、ライブラスの元から諸しよ方ほうへ流れるという。

「……随ずい分ぶんと信用されたものだな。要するに、北方民族にとっての情報の要かなめだろう？　敵の間諜スパイどもに、その場所を知られたらえらいことだ」

　人ひと気けのない裏通りを歩きながら、グラーゼがごく小声で呟つぶやいた。

　ハーミットは小さく頷うなずいたが、同時にグラーゼの心配は杞き憂ゆうだろうとも察している。

　ハーミット達に漏もれた以上、その〝ライブラス〟の居場所も、明日か明後日にでも変わる可能性が高い。まだ会ってさえいないが、今日、これから訪れた後には、すぐに会えなくなる予感がした。

　負傷したガスレムの看かん護ごは、グラーゼの弟子でしのパンタという男に任せてある。

　さすがに動こうとすることはないはずだが、出かける寸すん前ぜんにもグラーゼが薬を飲ませてきた。

　建たて前まえとしては鎮ちん痛つうの薬だが、副作用として眠くなる。ハーミットとしては、彼が目覚める頃ころには、事態が解決していることを祈いのりたかった。

〝ライブラス〟の住処すみかは、かつて死の神霊アービタ・スピリツトが隠かくれていた研究施設から、少し離れた集合住宅の一角にあった。

　死の神霊アービタ・スピリツトの一件の直後、この付近の住人達は、異い変へんを気味悪がって、多くが別の場所へと離れてしまった。

　持ち家の者は動くに動けなかったはずだが、それに伴ともない、貸し部屋の相そう場ばはおおむね下落している。そしてちょうど今は、下がった家賃につられて、少しずつまた借り手が戻ってきている状態だった。

　寂さびれた安部屋の扉ドアをノックすると、覗のぞき窓がわずかに開いた。

「……どなたですか？」

　そこから紡つむがれたのは、若い女の、少しも感情の籠こもっていない声だった。

〝ライブラス〟は男だとばかり思っていたハーミットは、そこで面めん食くらう。

「失礼します。私はハーミット、こちらはグラーゼ氏──ガスレム老ろうの代理の者です。彼が怪け我がをしたもので……貴方あなたが、ライブラスですか？」

　覗き窓の向こうの女が、数すう瞬しゆん、押し黙った。

「……それならば、預かっているものがあるはずですが？」

　淡たん々たんとしたその声に応じて、ハーミットは頷うなずいた。

　ガスレムから預かった短いメモのような手紙を、そっと覗き窓から差し入れる。

　その筆ひつ跡せきを確認した後で、彼女は──ライブラスは、やっと扉を開けた。

　そこにいたのは、眼鏡めがねをかけた、背の低い赤毛の女だった。

　背せ丈たけのせいで、一見すると少女のようだが、よく見るとハーミットよりは年上である。妙に暗い雰ふん囲い気きをまとっており、緩かん慢まんに見える動きとあいまって、覇は気きがないようにも感じられた。

　部屋着の短衣シヤツとタイトスカートからは、艶つやっぽい手足がすらりと伸びていたが、それに健康的な要素を感じさせないほどの、圧倒的な倦けん怠たい感かんを漂わせている。

　おもしろくもなさそうに、ハーミットとグラーゼを一瞬だけ見て、彼女はすぐに背を向けた。

「どうぞ──狭せまいですけど」

　ハーミットとグラーゼは、思わず顔を見合わせた。

　本当に彼女が〝ライブラス〟なのか、若じやつ干かんの不安を覚える。

　通された部屋は、妙にがらんとしていた。片付いているというよりは、単に飾かざり気けがない。

　目につくものは、安っぽい机が一つに椅子が三つ、それに中身の詰まった小さな本ほん棚だなだけである。

　寝台ベツドや服などは別の部屋にあるのだろうが、花か瓶びんや小物類、絵画などの趣味的なものが一いつ切さいない。本棚にしても、並んでいるのは辞書や地図帳の類たぐいだった。

　ハーミット達に椅子を勧すすめるでもなく、女は先に腰掛けた。

「貴方あなたが……ライブラスですか？」

　さきほど、返答の得られなかった問いを、再度向けた。

　女はぼんやりとした眼めのままで、かすかに頷うなずく。

　二人が座るのを待ってから、彼女は堂々と白い脚あしを組み直した。

　ハーミットは、その動きから咄とつ嗟さに視線を逸そらせる。

「……ガスレムさんの怪け我がって、危ないんですか？」

　たいして興味もなさそうな、ぼそぼそとした声だった。

　ハーミットは反応に困る。

　これまでに会ってきた北方民族達とは、なにやら勝手が違った。特に疲れているような様子はないから、単純に、元からこういう性格なのだろう。

　しかし仲間を心配する様子も見せない彼女には、グラーゼも違い和わ感かんをもった様子だった。

「……危ないことは危ない。当分、動くことはできんだろうし、浅い傷ではない。それで、奴やつの代わりに、北方民族への連絡をつけに来たんだが……」

　ライブラスが小さく頷いた。そのぼうっとした眼まな差ざしは、やはり周囲に思し考こうを読ませない。

「ガスレムさんの部屋が襲われたらしいことは、つい今朝、仲間からも聞きました。で、ガスレムさんもさらわれたのかと思って、それを調べていたところなんですけれど……」

　この言葉に、ハーミットは驚いた。

　襲撃があったこと自体は、彼らもすでに把は握あくしていたらしい。ハーミットの前にも、あのガスレムの部屋を訪れて、敵に襲われた者がいたのかもしれない。

　ライブラスの眼めが、ハーミットに移った。

「肝かん心じんのガスレムさんは、無事に貴方あなたがたが保護してくれた、と──では、現状で行方ゆくえ不明なのはシルヴァーナだけなんですね。あの子、昨夜は貴方のところに行きませんでした？」

「シルヴァーナが……」

　ハーミットは思わず呻うめいた。

　ガスレムから言われて、ある程度は覚かく悟ごしていたが──こうして実際にその事実を聞かされると、どうしても胸が軋きしんだ。

「答えてください。あの子、行きましたか？　行きませんでしたか？」

　ライブラスの冷めた眸ひとみが、ハーミットを捉とらえた。彼女は、シルヴァーナとハーミットの関係もある程度は知っているらしい。

　ハーミットは、返答に迷う。

　警けい告こくの手紙を受け取ったし、来たといえば来たような気もするが、会えたわけでもない。

「……残念ながら、会ってはいません。ただ、兄達の身が危ないという警告の手紙をくれました」

　ライブラスが首を傾かしげた。

「……彼女は、貴方に〝会い〟に行ったはずですが──留守るすにしていたのですか？」

「いいえ。召めし使つかいの娘も手紙を拾っただけで、本人には会っていないようでした。手紙だけを置いて、立ち去ったようで──」

　彼女の眉まゆが、かすかにひそめられた。

　しかしそれも一瞬のことで、すぐに無表情へと戻る。

「……妙ですね。あの子は、貴方に会うつもりで出向いたはずです。貴方との〝約束〟の時期を少し過ぎたことを、気にしていたぐらいですから──手紙が届いたということは、行きに襲われたわけではないはずなのに、でも貴方に会っていないというのは……」

　思し慮りよ深さを感じさせるその眼は、ただ虚こ空くうに据すえられている。ただ、考えはまとまりきらなかったようで、彼女はすぐに話を転じた。

「……シルヴァーナの行方ゆくえは、今、仲間達も探しています。向こうがこっちの拠きよ点てんをある程度は把は握あくしているように、私達も向こうの拠点を、少しは把握していますから。本当はこちらから攻めるつもりはありませんでしたけれど、誘ゆう拐かいまでされたら話は別です。シルヴァーナが〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の居場所を話すまでは、殺せないはず──彼女のいそうな場所が絞しぼり込めたら、私達も今夜のうちに動くことになっています」

　そう告つげて、ライブラスはハーミットとグラーゼの顔を一いち瞥べつした。

　ついてくるか、と言われる前に、ハーミットは頷うなずく。

「もちろん私も行きます。剣も多少は使えますし、ガスレム氏の代わりに戦わせてください」

　ハーミットの熱意を受け流すように、ライブラスは欠伸あくびをした。

「……ま、そうきますよね。貴方あなたの性格なら。そちらの御老人は、戦うのには不向きでしょうから、ガスレムさんの傍そばで待たい機きということでお願いします」

　錬金術師アルケミストの老人、グラーゼが、彼女の態度を受けて呆あきれたように口を開いた。

「わしが待機というのは、まぁ仕方ないが……失礼ながら、貴方の態度には、あまり真しん剣けん味みが感じられぬ。仲間の身が心配ではないのかね？」

「……いいえ。私にしては真剣ですよ、これでも」

　呟つぶやくと、彼女は本ほん棚だなから一冊の地図帳を抜き出し、机に広げた。

「気に障さわったのなら謝あやまります。私の名は〝ライブラス〟──これは図書館をもじった偽ぎ名めいです。ラトロアに関する知識を集め、仲間に助言をするのが主な仕事。仲間の中ではもっとも冷静で、記憶力と状況判断に長たけていて──見方によっては、とても非ひ情じような人間です」

　淡たん々たんと呟きながら、彼女は眼鏡めがねをかけ直した。

「今回の件は、捕まったシルヴァーナにも責任があります。仲間として、助けるための最大限の努力はしますが、彼女も覚かく悟ごを決めて戦っている身──彼女独ひとりのために、こちらの戦力を大きく削そがれるような事態は避けなければなりません。それに、私が慌あわてて焦あせったところで、事態が好こう転てんするわけでもありませんから」

　正論ではある。

　グラーゼも、彼女の性格についてまではとやかく言うつもりもないらしく、わずかに肩を竦すくめて頷うなずいた。

　地図帳を広げたまま、ライブラスが手招きをした。

「ひとまず、こちらを御ご覧らんください」

　その地図帳には、いたるところにびっしりと字が書き込まれていた。

　字が乱雑すぎて、他人にはまるで読めないのは、あるいはわざとかもしれない。万が一、盗ぬすまれた時に、相手に渡る情報を制限するためだろう。よくよく見れば、仲間内で使うだけの暗あん号ごうらしきものも見えた。

「ガスレムさんが襲われた件を我々が把は握あくしたのは、つい今朝けさのことでした。貴方がたから今、いただいたメモによれば、襲撃は昨夜遅おそくだった様子──シルヴァーナが貴方の家を訪れて手紙を残したのは、そんなに遅い時間ではなかったかと思いますが？」

　確認を求められ、ハーミットは頷いた。兄も自分も、まだ起きていた時間帯である。

「確かに、外はもう真っ暗でしたが、寝るには早い時間でした。ただし、さきほども申しましたとおり、手紙は召めし使つかいの娘が見つけたので、いつシルヴァーナがそれを届けに来たのかはわかりません」

　思し案あんげに、ライブラスは眼鏡の奥の眼めを細めた。

「つまり……シルヴァーナは、ガスレムさんの部屋には寄っていないわけですから、手紙を置いた後、早い段階で敵に拘こう束そくされた可能性が高い、と──」

　相変わらずに冷れい徹てつそのものの声だったが、不思議とハーミットは不快感を覚えなかった。

　ただ、彼女に対する不快感はなくとも、シルヴァーナの身を案じる感情のほうは、そろそろ抑おさえが難しいほどに沸ふつ騰とうしつつある。

　今、こうしている間にも、彼女が危険な目に遭あわされているかもしれない──それを考えると、どうしても平静ではいられない。

　無意識に握り締めた[image: 拳]こぶしが、ぎりりと軋きしんだ。

　敵の目的は〝死の神霊アービタ・スピリツト〟にあり、シルヴァーナはおそらく、その隠かくし場所を知っている。それを求める暗あん殺さつ者しや達の尋じん問もん方法など、想像もしたくない。

「……ライブラス。シルヴァーナがいる場所について、見当がついているなら、私にも教えてください。今は時間が惜おしいんです」

　勢いこんで尋たずねるハーミットの前で、ライブラスは静かに眼めを閉じた。

「……錬金術師アルケミストが、この首都で非合法の研究をするのに適した場所は、山ほどあります。入り組んだ地下水道の一角、使われていない教会の地下、ここのような寂さびれた集合住宅の一室──でも、人ひと質じちをさらって尋問するのに適した場所は、どうしても限られてきます。悲鳴が外に漏もれるようでも困りますし、人の出入りを制限できる場所でないといけません。ついでに、死体の処理についても考える必要があります。そして昨夜、貴方あなたの元に届いたシルヴァーナの手紙の件も考こう慮りよすると──私が推すい測そくするに、今の状況下でもっとも可能性が高いのは──」

　ライブラスが、開いた地図帳のある地点を指差した。

「……もしかしたら、ここでしょうか？」

　その場所を覗のぞき込んだハーミットは、思わず絶ぜつ句くする。

　正しよう気きを疑いたくもなったが、彼女は本気らしい。

「いえ、しかし、その場所は……」

　あり得ない、と言おうとして、言葉に詰まった。

　今のライブラスの眼には、細い針のような光が宿っている。

「……今日、貴方がこうして動かされている事実を知って、私も今、この可能性に気づいたところです。さまざまな可能性を検討した結果──もし私が彼らの立場ならば、ここを使います。北方民族の誰だれもが、ここだけはあり得ないと思う場所であり、彼らにとっても今はまだ、自由に使える場所ではないはずですが……これから家主を殺せば、二、三日は隠かくれられるうえに、その後で家主達とシルヴァーナの死体を遺のこしておけば、公式には彼女に罪をなすりつけることもできる。さまざまな手を一度に打てて、その後の混乱を助長するのにも適した、とても重要な場所です」

　そんな説明を受けてもなお、ハーミットには信じ難い。

　傍かたわらでも、グラーゼが低く唸うなった。

　ライブラスの細い指が示した地点は、それほどに意い表ひようを突いた場所である。

　そこはハーミットにとって、もっとも馴な染じみの深い場所──

　すなわち、〝エアル家〟の敷地だった。
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「やれやれ──明日あすからようやく休みか……」

　夕刻を迎えたラドゥーカ・エアルの屋敷にて、ソファに腰掛けたダルグレイ・バルトゥールは、その太い肩を大きく回して伸びをしていた。

　彼の屋敷も、同じエアル家の敷地内に建っている。それぞれが自宅へと帰る前に、こうしてどちらかの家に立ち寄ることは珍めずらしくない。

　話題は政治関連のことがほとんどだが、時にはチェスで勝負をすることもある。

　ただ今日は、政治の話も、チェスもする気にはなれない。

　先輩議員のメルバーダの死には、彼も衝しよう撃げきを受けているはずだった。

　それを表情や態度には少しも出していないことに、ラドゥーカは感心してしまう。

〝さすがに、肝きもが据すわっているな──〟

　落ち込んで、弟にまで無用の心配をかけている自分とは、えらい違いだとも思う。

　ダルグレイは、他人に心配をさせない程度に、自分の見た目を調整する技術を持っている。それもまた、政治家としての資質の一つといえた。

　心強い味方でもある義兄に、ラドゥーカは雑談のような口調で問いかける。

「ダルグレイ議員は、明日からのご予定は？」

「何もない。シスカと一いつ緒しよに、ゆっくり過ごすさ。シュナイク達もまだジラーハから帰ってきていないから、夫婦水入らずだな」

　さりげなくのろけられて、ラドゥーカは呆あきれた。

　議会は明日からの三日間、短い小休止を迎える。多くの議員達は休みだが、その間は資料の用意や答とう弁べん書しよの作成などで、役付きの政治家と官僚達が忙いそがしい。

　若手のラドゥーカや、特に役職をもたないダルグレイにとっては、自由に使える時間だった。

　ラドゥーカも久々に骨休めをするつもりで、何も予定をいれていない。

　この休み明けには、おそらくメルバーダの葬そう儀ぎも執とり行われる。

（本当に、惜おしい人を亡なくしたな……）

　改めて、しみじみとそう思う。昨夜は驚きよう愕がくで打ちひしがれるばかりだったが、一夜が過ぎた今は、刺し客かく達に対する怒いかりが強く増していた。

　ハーミットが受け取った手紙によれば、ラドゥーカもダルグレイも、同じ刺客達から狙ねらわれているらしい。

　休みの間は、自宅でおとなしくしているべきかもしれない。

「ダルグレイ議員、どうです？　例の刺し客かく達が捕まるまで、しばらくの間、シスカ姉さんと一いつ緒しよにこちらの本ほん邸ていに来ませんか。ここの敷地の警備員も、今は三人しかいませんから、我々も固まっていたほうが、いざという時に都つ合ごうがいいかと思うのですが──」

　いかに議員とはいえ、警備の人員を多く雇やとえるほどの余よ裕ゆうはない。父のルースターが元げん首しゆだった頃ころならば、警察に依い頼らいして人員を融ゆう通ずうすることもできたかもしれないが、今のラドゥーカはただの一議員である。

　ラドゥーカの提案に、ダルグレイは眼めを細めた。

「こっちの屋敷には腕の立つハーミットもいるし、そのほうがいいというのはわかるんだが……いつまでかかるかもわからんしな。とりあえず一週間ほどは、世話になるかもしれん。シスカに相談してみよう」

　ダルグレイが留守るすの間、彼の妻のシスカは召めし使つかい達と共にいるが、その人数も決して多くはない。エアル家の本邸の広さがあれば、そのシスカと召使い達も充分に生活ができる。

　この本邸は、エアル家がやたらと裕ゆう福ふくだった時代に建てられたものだけに、古いことは古いが、広さだけはすさまじい。昨年はここに、ジラーハの司し祭さいウルクと、アルセイフの王弟フェリオの一行を迎えたものである。

　その時は、普ふ段だんは誰だれも使っていない離れの別館まで掃除をして、護ご衛えいの騎士達を泊めたほどだった。

　それら全すべては、エアル家の始し祖そであるエルシオン・エアルの遺のこした莫ばく大だいな遺い産さんのゆえである。

「そちらの召使い達に関しては、使っていない別館のほうに泊まらせてもいいんですよね。この機会に、改装でもしましょうか？」

　ラドゥーカがそんな思いつきを口にすると、ダルグレイが思いだしたように口を開いた。

「そういえば、あの空いている別館に……ここ数日で、誰か入ったのか？」

　その問いに、ラドゥーカは首を傾かしげて応じる。

「いいえ？　何故なぜ、そんなことを……」

「そうか──いや、たいした理由じゃないんだが。シスカの奴やつがな。朝、庭を手入れしている時に、別館のほうへ向かう足跡みたいなもんを見つけたとかで……召使いか警備員の連中だとは思うんだが、あいつが妙に気にしていてな」

　ラドゥーカは、ふむ、と唸うなった。召使い達は、別館にはあまり立ち寄らない。警備員は巡回時に前を通り過ぎているはずだが、シスカが気にしたということは、その経けい路ろから外れた足跡だったのだろう。

「昨夜、シルヴァーナという北方民族の娘が、うちの玄関に置き手紙をしていったそうですから……その時にでも、間違って別館のほうへ行ってしまったんじゃないでしょうか」

「あぁ、それかもな──しかしまぁ、ここの警備もざるだな。北方民族の娘がひょいひょい入って来るんだから」

　ダルグレイが自じ嘲ちよう気味に笑った。

　その時、召めし使つかいの娘が、控えめに部屋の扉ドアを叩たたいた。

「失礼いたします。果実酒をお持ちいたしました」

　現れた銀髪の召使い、ミュリエスは、銀の盆ぼんにグラスを載のせ、ワインボトルを片手にもち、にこやかにテーブルへと歩み寄った。

　よく気のつく娘で、性格もいい。上流階層においては、召使いに無表情を求める者もいるが、ラドゥーカとしては共に生活する以上、人間味のある者を雇やといたいと願っている。

　人当たりの柔やわらかな彼女は、まさにうってつけの人材だった。

「ありがとう、ミュリエス。ダルグレイ議員も酒でよろしかったですか？」

「ああ、もちろん。お！　リセーリアじゃないか。去年のは出来がよかったな」

　その果実酒の銘めい柄がらは、ダルグレイの好みのものである。古くからエアル家とも縁のある農場で作られた果実酒で、噓うそか真まことかは定かでないが、銘柄の名付け親は始祖のエルシオン・エアルだとも言われていた。

　ミュリエスは器用にコルクの栓せんを引き抜いて、深ふか紫むらさきの香り高い液体をグラスに注いだ。

　それぞれをラドゥーカとダルグレイとに渡し、自らは壁かべ際ぎわに控える。

　ダルグレイが、軽く杯さかずきを掲かかげた。

「では乾かん杯ぱいといこうか。いや──これは、メルバーダ議員への弔とむらいの酒にするべきだな。彼の志を引き継ぐのは我々だ。犯人はわからないが、これだけはいえる。邪じや魔ま者ものを殺すことで、物事を操あやつろうとするような連中の思おも惑わくどおりには、絶対にさせない。たとえ青あお臭くさいと言われようと、暗あん殺さつ者しやを差し向けられようと──通すべき筋は通さねばならん」

　それはダルグレイなりの、メルバーダを追つい悼とうする言葉だった。

　ラドゥーカは深く頷うなずく。

　父のルースターが死んだ時も、ダルグレイはその死を悲しみながら、決して退ひこうとはしなかった。結果としてジェラルドに睨にらまれもしたが、硬こう骨こつの政治家としてのその姿勢は、立りつ派ぱだったと思う。

「メルバーダ議員に、安らかに眠っていただけるように──残された我々は、精せい一いつ杯ぱいのことを為なしましょう」

　そう応じたラドゥーカは、メルバーダを殺した相手への怒いかりから、無意識のうちに、グラスを持つ手に力を込めていた。

　その時である。

　グラスの持ち手の細い部分が、ラドゥーカのその力を受けて、ぽきりと鳴った。

　あ、と思った時には、もう遅おそい。

　もともと、ひびでも入っていたらしく、たちまちその部分から折れて、グラスの頭が床ゆかへと落ちた。

　床ゆかの絨じゆう毯たんに果実酒の染しみが広がり、ラドゥーカは慌あわてて脚あしをどかせる。

「おいおい、大丈夫か？」

　ダルグレイも驚いて、グラスをテーブルに置いて立ち上がった。

　ラドゥーカは苦にが笑わらいを浮かべる。

　たった今──亡なき、メルバーダの声が聞こえたような気がした。

〝ラドゥーカ君。政治家には、『運』がなにより必要だよ〟

　そんなふうに冗じよう談だんめかして笑っていた彼の姿が、ふと思いだされる。

　大切な追つい悼とうの酒をこうして零こぼすようでは、自分にはその運が欠かけているのかもしれない。

「ラドゥーカ様、お怪け我がはありませんか!?　すぐに片付けて、替えのグラスを持ってき──」

　召めし使つかいのミュリエスが、慌てて動こうとした矢先に──廊下を駆ける足音が響き、そのすぐ後に部屋の扉ドアが開いた。

「兄さん！　無事ですか!?」

　声を張り上げてそこに駆け込んできたのは、弟のハーミットである。

　血けつ相そうを変えた彼の背後には、別の人影も続いていた。

　そしてたちまち、廊下から刃の触れ合う音が響き始める。

　ラドゥーカは啞あ然ぜんとした。ダルグレイも同様で、いきなりの変事に言葉を失う。

「ハーミット、そこの召使いに気をつけなさい。おそらくその子が、手引きをした犯人です」

　知らぬ女のぼそぼそとした声が聞こえた次の瞬間──

　召使いのミュリエスが、その長いスカートを翻ひるがえした。

　そばかすの可愛かわいらしかった顔から、即そく座ざに微笑が消え失せる。

　下着が覗のぞくのにも躊躇ためらいを見せず、彼女はすぐさま、ガーターに隠かくした二本の短剣ダガーを抜き放った。

　そのうちの一本が、ダルグレイに向けて投げ打たれる。

「させるか！」

　烈れつ火かの如ごとくに叫んだハーミットが、抜き放った刀で、空中の短剣ダガーを叩たたき落した。

　あまりの早はや業わざに、見ているラドゥーカとしては訳わけがわからない。

　ただし、弟の太刀たち筋すじは見えずとも、起きている事態についてはどうにか理解した。

　──どうやら家の中も、安全な場所ではなかったらしい。

「ダルグレイ議員！　部屋の奥へ！」

　ラドゥーカが叫ぶよりも早く、ダルグレイも護身用の短剣ダガーを抜いていた。もっとも彼は、まともに剣の修しゆ行ぎようなどはしていないから、素人しろうとも同然である。

　一方のラドゥーカは、ハーミットが叩き落した敵の短剣ダガーを拾った。

「ハーミット、これは──」

　早口に問う。

　ミュリエスに向けて油ゆ断だんなく刀を構えたハーミットが、険けわしい顔のままで応じた。

「屋敷に入ってすぐの玄関に、刺し客かくが潜ひそんでいまして……それで、慌あわててここに駆けてきたんです。間に合ってよかった」

　対たい峙じするミュリエスは、これまで屋敷の誰だれにも見せたことのない冷たい視線を、テーブルの上のボトルに向けた。

「……もう少しで、二人とも楽に逝いかせてあげられたのに──」

　抑よく揚ようのないその声に、ラドゥーカはぞっとした。その酒の中に毒どくが仕込まれていた可能性に、今にしてようやく気づく。

「ミュリエス！　無理にその剣士の相手をするな、退ひけ！」

　廊下から、彼女の仲間の声が響いた。

　しかし、彼女が退くに退けない状態であることは、ラドゥーカの眼めにも明らかである。

　背後は壁──正面に構えるハーミットの左右をすり抜けることも、不可能に近い。

「逃がしません。シルヴァーナは何処どこですか？　おとなしく話すなら、命だけは──」

　言葉の途中で、ハーミットの背後から、覆ふく面めんの男が斬きりかかった。

　ミュリエスに、逃げるようにと告つげてきた男である。

　ハーミットは振りかえりもせずに、刀の峰みねで彼の腕を砕くだき、その体を蹴け飛とばそうとした。

　その一瞬の隙すきに、ミュリエスが乗じる。

　ハーミットの脇わきをすり抜けざまに、彼女は短剣ダガーを振るった。

　見切ってそれをかわしたハーミットだが、ミュリエスを止めるには至らない。召めし使つかいに化ばけていた刺客は、そのまま廊下へと駆け抜けた。

　腕を折られた男も、痛みによろめくようにしながら、必死でその後に続く。

　弟のハーミットが追いすがり、それと入れ替わる形で、見知らぬ赤毛の女が部屋に入った。彼女は、ハーミットの仲間らしい。

　その娘に向けて、ハーミットが叫ぶ。

「ライブラス、貴方あなたは兄達をお願いします！」

「わかりました。貴方は急ぎなさい。予定が前後しましたが、とにかく急いで、シルヴァーナを見つけてください」

　頷うなずくのもそこそこに、ハーミットが駆けていく。その彼の剣に圧おされるようにして、廊下にいた他の刺客達も外へと逃げ出した。

「ここにいた刺客は四人──か。別べつ棟むねに、あと二人ぐらいはいそうですね」

　ライブラスと呼ばれた女は、周囲を警戒しながら、ダルグレイとラドゥーカを守るように入り口の傍そばに立った。

　ラドゥーカは、その細い背を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　たった今、彼女は〝シルヴァーナ〟という名を口にした。

　その名を持つ娘とは、ハーミットを介かいして、一度だけ会ったことがある。死の神霊アービタ・スピリツトの騒そう動どうが起きる直前のことで、その場にはダルグレイも一いつ緒しよにいた。

　美しい娘で、ハーミットにとっては特別な存在でもあったらしい。

　そして彼女は、北方民族の一員だった。

「貴方あなたは──貴方も、北方民族の方かたですか」

　眼鏡めがねをかけた若い女の背に、ラドゥーカは問いかけた。

　女は小さく頷うなずく。

「えぇ。お二ふた方かたを守りにきたというよりは──仲間を助けに来ただけですけれど。私と彼とが急いで先行しましたが、すぐに他ほかの者達も来るはずです。曲者くせもの達は片付けますので、ご安心を」

　そうはいいながらも、女は酷ひどく不機嫌そうだった。

　ダルグレイが野の太ぶとい声を紡つむぐ。

「一体、これはどういうことなんだ？　我々を狙ねらったあいつらの正しよう体たいは……」

「詳くわしくは後でまとめて話しますが……〝死の神霊アービタ・スピリツトにとりつかれた錬金術師アルケミスト達〟といえば、あらかたの事情は察していただけそうですね」

　ダルグレイの顔が、怒いかりに引き締まった。

　彼女の言葉によって、ラドゥーカも〝メルバーダが暗あん殺さつされた理由〟を察する。

「そんな──ではまさか、あの取り締まりの法案が原因で……？」

「もちろん、それだけではないはずです。おそらく彼らの庇ひ護ご者しやが、貴方達の存在自体を、快こころよく思わなかったということでしょう。シルヴァーナもそのあたりの事情を調べていたはずですが──この付近で、敵に捕まったようです」

　ダルグレイが大おお仰ぎように嘆たん息そくした。

「やれやれ……ジェラルドが失しつ脚きやくしても、この国はまったく変わらんな……暗殺だの捕ほ縛ばくだのと、以前のままだ」

　同感に過ぎて、ラドゥーカには頷く気力もない。

　代わりに赤毛の女が、細い声で応じる。

「一度、そうしたやり方に慣なれてしまうと、なかなかこの方法は捨てられないものです。実際に、暗殺稼か業ぎようや非合法の行為で生計を立てている者達も少なくありません。議員達のこれからの戦いは、国外ではなく、国内の敵を相手にしたものになるのでしょうね」

「……最初からそうだよ。我々の戦いは」

　達たつ観かんしたような娘の言葉に、ダルグレイが舌した打うち混じりに応じた。

　ラドゥーカの父、ルースターも、何者かに毒どく殺さつされた。ついに立りつ証しようはできなかったが、おそらくはメビウス・フロンダイトの部下達の仕し業わざである。

　その時の悔くやしさは、今も忘れていない。

　だからラドゥーカは、暗殺をちらつかせた脅きよう迫はくにも屈くつしないし、屈してはならないのだと心に決めている。

「今回の件──首しゆ謀ぼう者しやは、誰だれですか」

　ラドゥーカの問いに、北方民族の女は小声で応じた。

「証しよう拠こなどは手に入らないと思いますが──先の事件でジェラルド前元げん首しゆと共に失脚した、ミレーネ錬れん金きん師し長ちようが怪あやしいかと思います。あるいは、その支持者達か……いずれにしても、尻尾しつぽを摑つかませてくれるとは思えません」

「……摑んでやるさ。必ずな。それが無理でも、連中の思いどおりにはさせん」

　ダルグレイが低い声で唸うなった。

　強い怒いかりの籠こもったその声に、ラドゥーカも同調する。

　犯人が誰か、特定することは難しいかもしれない。

　ただ、その〝誰か〟の望むような結果にはさせないことが、ラドゥーカ達にできる最大の反撃だった。
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　彼女が眼めを覚ました時、そこには長衣ローブに身を包んだ二人の錬金術師アルケミストがいた。

　見知らぬ顔だが、同業者であることはわかる。身に染しみついた薬品の匂においと、なにより物ぶつ騒そうな気配とが、自分ともよく似ていた。

　つまり──錬金術師アルケミストであると同時に、〝間諜スパイ〟の役割も果たす人種である。

　囚とらわれのシルヴァーナは、大きなテーブルの足に縛しばられた状態のまま、鋭するどい眼で彼らを睨にらみつけた。

　一人は瘦やせぎすの若い男で、もう一人は中年の女だった。

　どちらも表情がない。嘲あざけりすら見せないその姿は、油ゆ断だんとは無む縁えんに見えた。

「……やっと、お目覚めか？」

「もうちょっと寝ていてもよかったのにね。もうじき、いろいろ終わるはずだから」

　見張り役の二人は、シルヴァーナを見み据すえてそんなことを言った。

　その言葉の真意は気になったが、猿さる轡ぐつわを嚙かまされていて、問い返すことはできない。

　シルヴァーナが寝ついたのは、つい今朝のことである。

　昨夜、シルヴァーナはハーミットに会おうと、エアル邸ていを訪れた。留守るすだった時のことを考えて、要点を書いたメモも用意しつつ、召めし使つかいに取り次ぎを頼んだ──そこまでは間違いない。

　その直後、何者かによって薬を使われ、彼女は昏こん倒とうし──この場所で、夜中に眼を覚ました。

　お決まりの尋じん問もんは受けたが、何も話さないシルヴァーナには本格的な拷ごう問もんが必要だと、彼らもすぐに察したらしい。

　そして彼らは、その開始を翌日に延のばして、ひとまずシルヴァーナも眠りについた。

　薬や道具や、そうしたものを準備するのにも、多少は時間がかかるのだろう。シルヴァーナとしては、その間に仲間が助けに来てくれる可能性に望みをつないでいた。

　とはいえ──

（さて、ここは何処どこなのかな……）

　それさえ定かではない。

　部屋は雨戸が閉まっており、酷ひどく暗かった。すでに夕刻らしく、戸の隙すき間まからは橙だいだい色の光が微かすかに漏もれている。

　街中にしては静かすぎるし、見張り役以外には人の気配もない。

　木の床ゆかに長く座っているせいで、体の節ふし々ぶしが痛んだ。

　そんな痛みとは比べものにならないはずの、これからはじまる責せめ苦くを想像して、シルヴァーナは歯は嚙がみする。

　背中側でぎっちりと縛しばられた手首の縄なわは、とても解ほどけそうにない。

　前に投げ出した足に至っては、袋ふくろ状じようの布をかぶせられた上で、ぐるぐると縄なわを巻かれていた。見張りがいる前で、これを一人で解いて逃げ出すことは、まず不可能といえる。

　いまさらのように、捕まった自分の間ま抜ぬけさが悔くやまれた。

　昨夜、エアル家の敷地内に入った際に、つい油ゆ断だんしてしまったのは事実である。安全だと思いこんでいたし、その点は間違いなく自分の失策だった。

（もう、エアル家の邸てい内ないに奴やつらが侵しん入にゆうしていたとはな……意外にいい手て際ぎわだ）

　召めし使つかいに偽ぎ装そうするというのはよくある手段だが、これを実行に移すとなると、面めん倒どうで気の長い話になる。

　暗あん殺さつだけが目的ならば、そんな手て間まはかけない。彼らの目的は情報収集にあったはずである。

〝死の神霊アービタ・スピリツトは、何処どこにあるのか〟──彼らは、それを知りたがっていた。

　シルヴァーナも昨夜、その在所ありかを問われてから、彼らの正しよう体たいを確信した。

　単なる政治的な動機で動く者達ではない。もっと厄やつ介かいで、もっと自分勝手な──〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に魅み入いられた、錬金術師アルケミスト達である。

　彼らはおそらく、ダルグレイやラドゥーカならば、神霊スピリツトの位置を知っているかもしれないと考えたのだろう。だが、北方民族はそもそも、ラドゥーカ達とほとんど接せつ触しよくしていない。

　つまるところ、仲間を召使いにまで偽装させた彼らの行為は、無む駄だもいいところだった。

　もっとも、その網あみに〝シルヴァーナ〟という獲え物ものが引っ掛かった以上、当初の目的とは別の効果を発揮したとはいえる。

　彼らがそんなふうに臨りん機き応おう変へんに動いている理由は、おそらくは〝焦あせり〟にある。

　メルバーダ・オルバを暗あん殺さつしたこと、ラドゥーカやダルグレイ達の暗殺をも狙ねらっていることも、その焦りの表れだった。

　非合法の研究を取り締まる法案も懸け念ねん材料なのだろうが、仮かりにラトロアの政情がこのまま安定し、北方民族がこの地から撤てつ退たいしてしまえば、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に関かかわる手がかりを得ることも難しくなる。

　さまざまな焦あせりが作用した結果──訪ねてきたシルヴァーナを捕ほ縛ばくするような、非常手段に出たのだろう。

　二人の錬金術師アルケミストは、冷さめた眼めでシルヴァーナを見ていた。

　睨にらみ返すシルヴァーナに向けて、女の錬金術師アルケミストが冷たく微笑ほほえみかけた。

「……貴方あなたも錬金術師アルケミストなんでしょう？　だったら、あの〝死の神霊アービタ・スピリツト〟がどんなに素す晴ばらしいものかは知っているわよね。あれこそがきっと、すべての鍵かぎとなる〝賢けん者じやの石いし〟──あれを、貴方達に独どく占せんなんてさせない。きちんと管理して、研究しないといけないものよ。そして私達には、その責任があるの──わかってくれる？」

　自分勝手な主張をする彼女達に、シルヴァーナは眼を伏せることで否ひ定ていの意を示した。

　錬金術師アルケミスト達は〝研究対象〟と見なしているが、死の神霊アービタ・スピリツトとは、人の手が触ふれてはいけないものなのだと思う。少なくとも、今の文明の程度で制せい御ぎよできる代しろ物ものではない。

　たとえ自分が、ここで殺されたとしても──彼らに、それを渡すつもりはなかった。

　そもそも話してしまえば、後は殺されるだけなこともわかりきっている。

　反抗的な態度をとっているうちに、隙すき間まから差し込む外の光が、徐じよ々じよに弱くなってきた。

　変事が起きたのは、その時である。

　何者かが駆け足に部屋へと近づく気配が伝わり、そして扉ドアが開いた。

　現れたのは、髭ひげを生やした細身の中年男だった。

「奇き襲しゆうに失敗した。その女を殺して、我々も撤退する」

　男は早口でそう告つげて、シルヴァーナを指差した。

　見張り役の二人が、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「どういうことだ？　議員達の暗あん殺さつは……」

　現れたばかりの男は、この問いに嫌な顔を返した。彼自身、怪け我がをしており、こめかみから頰ほおにかけて細く血が流れている。

「だから、失敗だ。毒どくを飲ませる寸すん前ぜんで、ハーミットと奴やつらに気づかれた。ミュリエス達が奴の相手をしているから、今のうちに急げ。外にも奴らの仲間がいるだろうし、こいつを連れだす余よ裕ゆうはないが──こいつは、俺おれ達の狙ねらいをもう知っている。生かしておくわけにはいかない」

　シルヴァーナは歯は嚙がみした。

　自分達の素す性じようが発はつ覚かくするくらいなら、貴き重ちような情報源であっても殺したほうがまし──そういうことらしい。

　刺し客かくの男は短剣ダガーを片手に、つかつかとシルヴァーナへ歩み寄る。

　身動きの取れないシルヴァーナは、ただじっと死の足音を待つしかない。

　それでも彼女は、眼を閉じることなく、刺客を睨にらみ続けた。

　男の手にした鋭するどい刃が、わずかにきらめく。

〝ここまでか──！〟

　さしもの彼女も、そう覚かく悟ごしかけた時──男の体が、唐とう突とつに壁かべ際ぎわへとふっ飛んだ。

　暗がりの中で、シルヴァーナは眼めを疑う。

　男を蹴けり飛とばしたのは、足音もなくその背後に近づいていた、長身瘦そう軀くの男だった。

　まるで気配を感じさせないその物腰に、シルヴァーナは戦せん慄りつする。

「何者だ!?」

　見張り役だったほうの錬金術師アルケミスト達が、遅おくれてその存在に気づき、慌あわてて声を荒げた。

　北方民族の仲間でも、ハーミットでもない。体の影が細すぎるし、なにより彼らならば、シルヴァーナの姿を見つければまず声を出す。

　顔を判別するには、部屋は暗く、そして男の動きは速すぎた。

　仲間の援えん護ごとばかりに襲いかかる見張り役達の刃を、彼はほとんど子供扱いにかわし、長い杖つえのようなものを振るった。

　錬金術師アルケミストの女の頭をめがけて、その杖が閃ひらめく。

「うあっ……！」

　驚いた女が蹈鞴たたらを踏み、大きく身を反そらせる。

　その顔のすぐ脇わきを、杖の先端がかすめ──

　ぽん、と軽い音が鳴った。

　シルヴァーナは、そこに不思議なものを見る。

　彼が手にした杖の先端からは、唐とう突とつに白い花束が生えていた。

「……む。間違えた」

　乱入した救い手が、かすかに不服そうな声を漏もらす。

　眼前の奇術に驚いた錬金術師アルケミストの女は、咄とつ嗟さに四し肢しを強こわ張ばらせたものの、すぐに反撃に転じようとした。

　花束が生えたままの杖で、男は突きこまれた短剣ダガーを華か麗れいにさばき、そしてもう一人の見張り役の男をついでのように蹴り飛ばした。

　さきほど、飛ばされた男のすぐ隣に、彼もぐったりと倒れ伏す。

　見張りの女が舌した打うちとともに、逃げの姿勢に入った。

「この状況で仲間を見捨てるというのは、あまり感心せぬが──まぁ、よかろう」

　奇妙な乱入者は、人を食った声で呟つぶやき、そろりと廊下の様子を窺うかがった。

　猿さる轡ぐつわをはめられたままで、シルヴァーナは男の背に眼を凝こらす。暗くてよくは見えないものの、やはり北方民族の仲間ではない。

「シルヴァーナ！　何処どこですか!?」

　剣を打ち合わせる音と共に、廊下からハーミットの声が響いた。

　建物から逃げ出そうとした女を、たった今、彼が打ち伏せたらしい。

　目の前にいた細身の男が、にやりと笑った。

「剣士殿の御到着であるか。では、我はこれにて──」

　恭うやうやしく一礼を残して、彼は廊下に消えた。

　それから数すう瞬しゆんと経たたずに、別の人影が勢いづいて部屋に駆け込んでくる。

「シルヴァーナ!?」

　声を裏返らせて名を呼ぶ青年は、外でも戦っていたらしく、その身に返かえり血ちを浴びていた。

　シルヴァーナの無事を知ったハーミットは、すぐさまに駆け寄って彼女の縄なわを解ほどく。

　外れた猿さる轡ぐつわを放り出して、シルヴァーナはようやく立ち上がることができた。

「よく、無事で……」

〝最悪の事態〟をも想定していたらしい彼は、そんな彼女を見つめて、安あん堵どのためか泣きそうな顔になっている。

　そんな彼の好意を気き恥はずかしく思いつつ、シルヴァーナは苦笑を向けた。

「ハーミット。久しぶりだな。なんだか、心配させたみたいだ」

　さばさばとした口調でごまかしたものの──彼がこの場に駆けつけてくれたことが、少しだけ嬉うれしかったのも事実である。

　部屋の隅すみには、さきほどの乱入者が倒していった二人の男がぐったりとしていた。

　彼らを見下ろして、シルヴァーナは首を傾かしげる。

　ハーミットも同様に彼らを見て、訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「……あの。彼らは、一体？」

　問われたシルヴァーナも、肩を竦すくめるしかない。さきほどの男は、ハーミットの剣けん友ゆうなのかとも思ったのだが、今の反応を見る限り、そんな事情はないらしい。

「いや、ちょうど今、殺されそうになっていたんだけれど」

　なんと説明したものか迷っているうちに、ハーミットがシルヴァーナの両肩を、ぐっと強く握った。

　二人は真正面から向かいあう格かつ好こうとなる。

　蒼そう白はくの顔に滲にじんだ汗は、彼がいかに焦あせっていたのかを、雄ゆう弁べんに物語っていた。

〝これはさすがに、叱しかられそうだな……〟

　そう覚かく悟ごしつつ、シルヴァーナは彼に微笑をおくった。

「ひょっとしたら、〝聖せい霊れいの加か護ご〟とでもいうやつなのかな？　ともあれ、私は無事らしい。ハーミット、こんなことに巻き込んで、すまな……」

　謝ろうとしたシルヴァーナの頰ほおに、ハーミットの片手が添そえられた。

　彼女が戸と惑まどう暇ひまもないうちに、もう片方の手が背中にまわる。

「え？　おい、ハーミット、何を……」
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　ハーミットの熱い息が顔に触れた。

　そして彼は、そのまま彼女の身を強く抱きすくめ──無言のままで、その唇を奪うばった。
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「結局のところ──」

　錬金術師アルケミストのグラーゼは、独ひとり言ごとのように呟つぶやいて嘆たん息そくした。

「連中がもっとも恐れていたのは、〝ハーミット・エアル〟の存在だったわけか。あのメビウス・フロンダイトと渡り合った剣士ともなれば、警戒するのは当然だが──」

　やれやれ、と、肩を竦すくめる。

　グラーゼは今、自宅にいる。

　昨夜、刺し客かくに襲われたラドゥーカとダルグレイの両議員は、幸いにも事なきを得た。

　召めし使つかいに化ばけていたミュリエスをはじめ、犯人達も幾いく人にんかを捕まえ、そのことで動機も発はつ覚かくし、またメルバーダ・オルバ暗あん殺さつの実行犯も特定できた。

〝かつてメビウスの元にいた、錬金術師アルケミスト達の暴走──〟

　この件は、おそらくはあまり表おもて沙ざ汰たにされない。なんとなれば、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の存在自体を隠かくす方向に、政治が動いている。

「我にはよくわからぬが、ご説明を願えるかね、師し匠しようよ」

　弟子でしのパンタは、相変わらずに偉えらそうな口調だった。

　錬金術アルケミーの弟子ではない。彼は〝奇術〟、すなわち手て品じなの弟子である。

　錬金術アルケミーの知識には、手品の種たねに応用しやすいものが山ほどある。重傷を負って行き倒れていた彼を拾った後、なんの気なしに見せた簡かん単たんな手品がきっかけとなって、彼はグラーゼに弟子入りした。

　台所で小こ遣づかい稼かせぎのジャムを煮にながら、彼は軽い声をよこす。

「今回の件、どうにも刺し客かく達の動きは、行き当たりばったりのようにも思えた。おそらくさほど大きな組織ではないのであろうが……」

「そんなことはないぞ。彼らの計画は緻ち密みつだったし、組織も元は大きかったはずだ。メビウスがいなくなり、彼の手て駒ごまもばらばらになってしまったから、弱体化して焦あせっていたのは事実だろうがな」

　グラーゼは眼めを伏せた。彼らに同情する気はないが、その思し考こうの経過は、わからないでもない。

「これまでこの国では、錬金術師アルケミストが優ゆう遇ぐうされ過ぎて来た。だから、至し極ごく当然の規制にさえ、彼らは反発したんだろう。既き得とく権けんが惜おしいのは、誰だれだって同じことだ。メルバーダ議員の暗あん殺さつは、その法案に対する牽けん制せい──一方、ラドゥーカ議員の元に仲間を忍しのび込ませたのは、死の神霊アービタ・スピリツトの情報を探るためだった。ところが情報が得られず、やきもきしていた所へ、北方民族の娘が来た。これ幸いと彼女を捕らえ、拷ごう問もんで死の神霊アービタ・スピリツトの在所ありかを問い詰めながら、ついでにラドゥーカ議員達の暗殺容よう疑ぎの濡ぬれ衣ぎぬも着せてしまおう──というのが、彼らの狙ねらいだったのかな」

　パンタからの返事はないが、聞き耳を立てていることはわかる。

「ところがエアル家には、やたらと腕の立つ、手て強ごわい剣士が一人いる。彼が一人の時に、待まち伏ぶせをして襲いかかり、仕し留とめるために──例の召めし使つかいが、シルヴァーナから奪うばった手紙を渡した。あれを受け取れば、彼は必ず、北方民族と接せつ触しよくするために単身で行動すると確信していたんだろう。実際に、ハーミットはガスレムの部屋で襲撃を受けたな。その後も、自じ邸ていの玄関で奇き襲しゆうを受けている。それで仕留め切れないわけだから……あの若わか造ぞうの腕は、もはや手がつけられん」

　台所から顔を覗のぞかせ、パンタが首を傾かしげた。目許を隠かくすほどに長い金髪のせいで、今一つ、表情がわかりにくい。

「ならば、ハーミットという男にも毒どくを盛ればよかったのではないか？　何も戦って仕留める必要はあるまい」

　グラーゼは悠ゆう々ゆうと頷うなずいた。

「おそらく、準備はしていたはずだ。だが、彼らの目的はあくまでダルグレイ議員達だった。先にハーミットを毒どく殺さつしたせいで、議員達に警戒を強められたりでもすれば、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうだろう」

　聞けば、ダルグレイ・バルトゥールの食事は妻が手ずから作っているらしい。ミュリエスという召めし使つかい一人では、議員達をまとめて毒どく殺さつできる機会も限られていたに違いない。

　そしてグラーゼは、思し考こうの末に眼めを細める。

「あとな──もしかしたら、仕し留とめられなければ、それでもよかったのかもしれん。ダルグレイとラドゥーカをひとまず毒殺してから死体を隠かくし、あの召使いが、〝怪あやしい連中に二人がさらわれた〟とでも言えば──ハーミットは、街まち中じゆうを駆けまわることになる。その間に、じっくりとあのシルヴァーナという娘を拷ごう問もんにかけて情報を得たうえで、その死体を放置しておけば──〝失しつ踪そうしたラドゥーカ・エアルの邸てい宅たくから、謎なぞの女性の変死体を発見〟なんて記事が、新聞に載のるわけだ。こいつは、同じ派は閥ばつの連中にとっても大きな打撃になるぞ」

　さまざまな推すい論ろんを勝手に立てながら、グラーゼは改めて背筋を寒くした。

　あの北方民族のライブラスという娘が、もしもシルヴァーナの居場所を素す早ばやく推測できていなければ、今の推論が現実のものとなっていた公こう算さんが高い。

　ともあれこれで、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に魅み入いられた危険な一派が逮たい捕ほされた。捜そう査さが黒くろ幕まく達まで届くかどうかは怪しいが、実働部隊を抑おさえられたのは大きい。

　グラーゼとしては、この結果にある程度は安あん堵どしている。

「……時に、師し匠しようよ」

　隣室で眠るガスレムには聞こえぬほどの小声で、パンタが呟つぶやいた。

「なんだね？」

「汝なんじの〝贖しよく罪ざい〟は、これで済んだのかね？」

　この問いに、グラーゼはしばし沈ちん黙もくした。




　──済むはずが、ない。




　この程度のことで、済むはずがない。

　かつてグラーゼは、〝錬金術師アルケミスト〟として、一つの大きな罪を犯おかした。

　誰だれにも言えぬ、また言うつもりもない罪である。

　グラーゼの見る夢には、今でも、手術台に横たわった赤い髪の子供が出て来る。

　彼はかつて、師に命令されるがままに、その子供の額を割り、死ぬかもしれない細さい工くを施ほどこす手伝いをした。

　古代の文ぶん献けんの記述に従って、額に〝輝石セレナイト〟を埋うめ込こみ、死の神霊アービタ・スピリツトと交信できる人間を作ろうとしたのだ。

　その手術を受けた子供の名は、メビウス・フロンダイトという。

　グラーゼの師しとは、そのメビウスの父親だった。

　息子むすこを人体実験に利用するような、狂くるった男だったが、研究者としての才は恐ろしいほどで、若き日のグラーゼもそこに畏い敬けいの念ねんを抱いた。

　しかし、研究内容が過か激げきになっていくにつれて、やがてはグラーゼも、好奇心よりも恐怖を、探究心よりも良心の呵か責しやくを覚えるに至った。

　そして彼は、メビウスに施ほどこす手術の助手を務めた後に、研究をやめた。裏切りと思われぬよう、表向きは〝別の研究テーマを見つけた〟という形をとったが、実際のところは引いん退たいである。

　そして、昨年の末──〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の異い変へんが起きるまで、彼はずっと、メビウスはもう死んだのだろうと勝手に思っていた。

　その彼が、事件の首しゆ謀ぼう者しやだったと知ったのは、全すべてが終わった後である。〝終しゆう末まつの黒い神殿〟が現れた時点で、この異変にメビウスが絡からんでいそうな予感を覚えはしたが、確信はなかった。

　錬金術師アルケミストとして、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の魅み力りよくはよく理解している。ある者にとっては、それは格かつ好こうの玩具おもちやであり、またある者にとっては、世界を統すべる鍵かぎのようにも思えるかもしれない。

　だがグラーゼにしてみれば、あれはやはり、〝触ふれてはいけないもの〟だった。

　そして自分は、そんな死の神霊アービタ・スピリツトに〝触れる〟手段を、メビウスに与える手伝いをしてしまった。

　そのメビウスの暴走によって、多くの命が失われた。

　事件の直後、グラーゼは、異変の起きたその地を呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　重傷を負って行き倒れていた一人の男を拾ったのも、そんな時である。

　台所でジャムを煮にながら、その男は薄く笑った。

「師し匠しようは、人が好い。もう少し若ければ、汝なんじも無む茶ちやをしたであろうな」

「……私は、逃げただけだよ。昔も、今もな」

　自じ嘲ちよう気味に応じて、グラーゼは首を横に振る。

「パンタ、おまえのほうは──何故なぜ、あのハーミット達の手助けに動いた？」

　昨夜、彼がどんな役割を果たしたかについては、だいたいの察しがついている。

　台所の男は軽く肩を竦すくめた。

「以前に我の仲間達が、彼らに迷めい惑わくをかけた。その借りを返しておこうと思ったまでのこと──これもまた、贖しよく罪ざいなどではないな」

　妙にさばけた口調で、彼は歌うように言葉を紡つむいだ。

「師匠よ。贖罪とは、被害者とその関係者に対して行わねばならぬのだ。さもなくば、独ひとりよがりの反省にしかならぬ。我らが今回、為なした役割は、まさに後者であろう」

　グラーゼは無言のまま、心の中で頷うなずいた。

　彼の言う事は正しい。グラーゼが真に償つぐなうべき相手は、事件に巻き込まれて死体となった者達である。

　死者達を相手に、贖しよく罪ざいなど叶かなうはずがない。

　そんなグラーゼの心中を察したかのように、パンタは含み笑いを漏もらした。

「しかしな。贖罪しかしてはならぬという法もない。ただ人助けを望むならば、それを為なすことには意味がある。そこに贖罪だのなんだのと、余よ計けいな理由をつける必要はない。我は子供らの笑顔を求めて、汝なんじに弟子でし入いりをし、奇き術じゆつを習っている。それは決して、贖罪のためではないが──かといって、我はその行為を恥はじるつもりはないし、それをもって贖罪だなどと独ひとりよがりの理り屈くつをつけるつもりもない」

　潔いさぎよい彼の言葉に、グラーゼは眼めを細めた。

　気楽に生きているように見える男だが、彼は彼なりに、グラーゼの想像もつかぬものを背負って生きてきたのだと感じた。

　深く──全すべてを背負いなおすかのように深く、グラーゼも嘆たん息そくする。

　その溜ため息いきが、彼の人生の全てとも言えた。

「なぁ、パンタ……」

　ひっそりと、弟子の名を呼ぶ。彼は台所から、前髪に隠かくれがちなその顔を覗のぞかせた。

　グラーゼは、にやりと不ふ敵てきに笑いかける。

「そろそろ、腹が減ったよ。何かこしらえてくれ」

　パンタが頷うなずいた。

「うむ。心得た。ではその間、師し匠しようはこのジャムを煮にているがよい」

「……時々、おまえが〝弟子〟だということを疑いたくなるな」

　文句を言いながらも、グラーゼは重い腰をあげ、台所へと入る。

　一いつ風ぷう変わった師と弟子は、そしてゆっくりと昼食の準備をはじめた。
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　騒そう動どうの翌日、ハーミット・エアルは、北方民族の女、ライブラスの部屋を訪ねていた。

　目の前には、部屋の主あるじではない銀髪の娘が座っている。

　久々に会っても、相変わらずに彼女は美しい。容よう姿しももちろんだが、なによりもその心の気け高だかさが、眸ひとみの光にあらわれている。

　昨夜、勢いで唇を奪うばってしまった気まずさから、ハーミットは緊きん張ちようしていた。

　ライブラスへの〝報告〟を済ませたシルヴァーナも、ハーミットの出で方かたを窺うかがうように、黙って彼を見つめている。

　心なしか、その視線が冷たい。

「あの──昨夜は……」

　強ごう引いんな口付けを謝あやまろうとした矢先に、シルヴァーナが溜ため息いきを吐ついた。

「まったく……私なんかの、どこがいいのか──」

　いかにも呆あきれたような声に、ハーミットは面めん食くらった。

「あれから、半年以上が経たっているぞ？　私は半年後に会いに行くとは言ったが、そろそろ心変わりしていてもいい頃ころ合あいだろうに……貴方あなたも、頑がん固こ者ものだな」

「……せめて一いち途ずとか、他ほかに言いようがありそうですけれど」

　隣室から、そんな声が茶ちや々ちやをいれた。発言者は、本を片手にしたライブラスである。眼鏡めがねの奥の視線は本から外さぬままに、彼女は声だけをよこしてきた。

　シルヴァーナはさらりとそれを無視して、ハーミットに視線を据すえる。

「……で、あの時の返事がまだだったな。さんざんに待たせたうえで、申し訳ないけれど……やはり私は、貴方の好意は受けられそうにない」

　その声は、いかにも毅き然ぜんとしていた。

　はっきりと拒きよ絶ぜつされたことに、ハーミットは絶ぜつ句くする。

　その沈ちん黙もくの間に、隣室のライブラスが、ぼそりと声を挟はさんだ。

「……昨日、はじめてキスしたばかりのお子様が、ずいぶんと強気ですねえ。平静を装よそおっているけれど、本当はくらくらきてたでしょ？」

　ハーミットは耳を疑う。

「え？　はじめて……？」

「ライブラス！　ややこしくなるから黙っていろ！」

　シルヴァーナの怒ど声せいが飛んだ。いつも冷静に見えるが、たまに彼女は、こうした地じを見せる。

　そしてシルヴァーナは、妙に肩をいからせて、言いい訳わけがましく言葉をつないだ。

「そもそも……貴方はエアル家の三男坊だろう？　よくよく考えてみたら、私は柱はしら守もりとしての今の任務から離れるつもりはないし、貴方の家に嫁よめにいくというわけにもいかない。貴方の気持ちは嬉うれしかったけれど、私にはやらねばならないことがある。シズヤ達を、このまま逃がすつもりもない」

　ハーミットは眼めをしばたたかせた。

　彼女のこの言い訳は、微妙に的まとを外している。

「いえ、私は別に、貴方にエアル家に来てもらおうとは思っていませんが──」

　そう口にしてから、誤ご解かいを招きかねない発言と気づき、ハーミットは慌あわてて言葉をつないだ。

「自分は亡なき父に勘かん当どうされたままですし、今のエアル家はすべて兄のものです。嫁に来て貰もらうというよりは、私が出て行くべき状態ですので──いえ、もちろん兄は、私を追い出そうなどとは思っていないはずですが、その……」

　話がずれていきそうなのに気づいて、ハーミットは言葉を止め、大きく深呼吸をした。

　半年前、彼女に〝一いつ緒しよに生きていきたい〟と言った時、彼女はハーミットを「物好き」だと言いながらも、微笑を見せてくれた。

　その時の表情を、この半年、ハーミットはずっと憶おぼえている。

「……昨夜、あんな事件があって、改めて痛つう感かんしました。私は、貴方あなたの背中を守りたい。独ひとりでは危あやうい事態も、共にいれば切り抜けられるかもしれません。だから貴方の任務に、私も同行させてください。半年前は怪け我がのせいで動けませんでしたが──今ならば、何の障しよう害がいもなく、私は貴方を手伝うことができます」

　シルヴァーナが、きょとんとしてハーミットを見つめた。

　言葉の内容は伝わっているはずだが、彼女の返答はない。

　代わりに隣室のライブラスが、また冷さめた声をよこした。

「……ユキノ、こんな都合のいい人に、ここまで譲じよう歩ほさせておいて振るって、ちょっとあり得なくないですか？」

　北方民族としてのシルヴァーナの名前を呼んで、彼女は呆あきれたように呟つぶやいた。

　振りかえったシルヴァーナは、余計な口出しに困こん惑わくしている。

「いや、しかし……彼は北方民族じゃない。死の神霊アービタ・スピリツトの件では世話になったけれど、いつまでも一いつ緒しよに行動するというわけには──」

　ライブラスが、深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「言いい訳わけにもなりません。貴方の父上のオズマ様だって、ラトロアの人だったじゃないですか。本当は嬉うれしいくせに、強がると損そんですよ」

　淡たん々たんと理り詰づめで諭さとされて、あのシルヴァーナが言葉に詰まった。

　ハーミットは、ただただ真しん摯しに、銀色の髪の娘を見つめる。

　昨晩──あと少しでも何かがずれていたら、彼女は死んでいたかもしれない。

　どんなに強がっていても、彼女はまだ若い娘でしかなく、また剣の腕が立つわけでもない。

　自分の知らないところで、彼女が危険な目に遭あっているかと考えると、それだけで心が苦しくなる。ましてや、もしも任務の最中に死なれでもしたら、後こう悔かいしてもし切れない。

　ハーミットは、その心を彼女にぶつける。

「私は、〝本当に大切なもの〟を見失うつもりはありません。私が守りたいのはシルヴァーナ、貴方だ。もし私の好意が邪じや魔まだというのなら、今はそれでも構かまいません。それでも、私は貴方の背中を守りたい。もう──昨日のような思いは、ごめんです」

　そう言い切って、ハーミットはその眸ひとみに力を込めた。

　言葉に迷うシルヴァーナの顔色に、わずかな変化が生まれた。

　その白い頰ほおに赤みが差し、まともに視線が合わなくなる。

　そんな彼女の変化を、ハーミットは意外に思った。以前に、〝一緒に生きて行きたい〟と告つげた時には、さらりと受け流された。

　今回のこの変化は、その時とは明らかに違う。

　ライブラスが、読んでいた本をぱたりと閉じた。

「この子、誰だれかに〝心配される〟と弱いんです。普ふ段だんは強気に振ふる舞まっていますし、仕事柄がら、自分のことは自分でなんとかする癖くせがついていますけれど──だから余よ計けいに、男の人から優やさしくされることに慣なれていなくて。ですから貴方あなたの口く説どき方かた、とても理りに適かなっています」

「ライブラス、そんなことは……！」

　シルヴァーナが慌あわてたように否ひ定ていしたが、その声はいつもの彼女より少しだけ高い。

　ライブラスは意にも介かいさず、シルヴァーナの傍そばへと歩み寄る。

「情熱的すぎて、少々、お子様には刺激が強かったみたいですね。ユキノ、困っているみたいだから、一つだけ助言をしてあげます」

　眼鏡めがねの奥の冷たい眼めが、シルヴァーナを見み据すえた。

　彼女はシルヴァーナの耳元に唇を寄せ、ハーミットには聞こえぬ程度の小声で、細く囁ささやく。

「……貴方が要いらないなら、私が盗とりますよ？」

　たちまち、シルヴァーナの頰ほおが引きつった。声の聞こえていないハーミットには、訳わけがわからない。

「……ライブラス、何を、いきなり……」

「だって勿もつ体たいないでしょう。こんなお人好しで使える人、そうそういません。貴方のことを餌えさにしたら、任務の手伝いも喜んでしてくれそうです。どっちみち巻き込むことになるなら、貴方が責任をもって、巻き込みなさい」

　その声もハーミットには聞こえていなかったが、ライブラスという女の妙な流し目には、何故なぜかぞくりと寒さむ気けを覚えた。

　硬こう直ちよくしたシルヴァーナの隣に立ち、ライブラスはハーミットに向き直る。

「シルヴァーナは返事ができないようですから、私からお願いします。ハーミット、今後は貴方とシルヴァーナとで、こちらの指示する任務に……」

「ライブラス、待て！」

　シルヴァーナが、我に返ったように声を荒げた。

　その彼女を、ライブラスは感情の籠こもらない眼でぼうっと見下ろす。

　ハーミットはじっと、シルヴァーナの次の言葉を待った。

「それは、私から言う。私から言わないと、いけないことだろう」

　そう呟つぶやいたシルヴァーナは、いつもの彼女に戻っていた。

　肩の力を抜くように、溜ため息いき一つ──

　そして彼女は、ハーミットを真まっ向こうから見つめる。

　ハーミットも、臆おくさずにその眸ひとみを見つめ返した。

「……ハーミット。私の背中を、貴方に預けさせてもらう。柱はしら守もりとして動く以上、普通の幸せは望めないかもしれないけれど……それでも、いいのか？」

　まだ少し不安そうなシルヴァーナに、ハーミットは微笑を向けた。

「いいも何も、それが私の何よりの願いです。この剣にかけて、私は貴方あなたを守り続けたい。旅空の下でも、街まちの中でも、暗くら闇やみの奥でも──傍そばにいて、貴方を守ると誓ちかいます」

　半年前にまともに言えなかった言葉を、ようやく今、言えた。

　シルヴァーナが、少し照てれたような微笑を返す。

　彼女のそんな様子が、今のハーミットには新鮮にも見えた。

　見詰め合う二人の脇わきで、ライブラスが軽く手を叩たたく。

「はい、ごちそうさまです。ま、若夫婦のほうが部屋も借りやすいですから、いろいろ便利なはずですけれど……と、いうわけで、お二人には早さつ速そく、手伝ってもらうことがあります」

　ハーミットとシルヴァーナは、揃そろってライブラスに視線を向けた。

「いきなりの任務か？　捕まえた錬金術師アルケミスト達の、残ざん党とう狩がりかな」

　シルヴァーナの問いに、ライブラスが首を横に振る。

「では、情報収集ですか？　今回の件の黒くろ幕まくを探したり──」

　そんなハーミットの問いも、彼女は同様に否ひ定ていした。

　揃って首を傾かしげる二人の前で、ライブラスは眠そうに部屋を見回した。

「どちらも外はずれです。グラーゼさんに知られたこの拠きよ点てんを放ほう棄きしますので、〝引越し〟の荷に造づくりをお願いします。別にあの人を疑うわけではないですが、一応、ライブラスという役職の人間は、北方民族以外の人間に居場所を知られたら、移動するのが規則ですから」

　淡たん々たんと呟つぶやきながら、彼女はシルヴァーナの頭を軽く撫なでた。

「──それと、貴方達の新居も探してください。さすがにできたばかりのカップルとは、一いつ緒しよに住みたくないです」

　彼女が口にした言葉が、彼女なりの〝冗じよう談だん〟だと気づくまでに、ハーミットは数すう瞬しゆんを要した。

　からかわれたシルヴァーナが、露ろ骨こつに嫌な顔をしてライブラスを睨にらむ。

　そんな銀髪の娘を見下ろすライブラスの眸ひとみには、その時、妹を見守る姉のような、優やさしい光が宿っていた。
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「……あの〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の件からもう十年とは、早いものだな」

　愛まな娘むすめの手を引きながら、銀髪の娘はくすりと笑った。

　荷物を担かついで隣を歩く黒髪の剣士も、それに応じて笑みをこぼす。

「アルセイフに来たのも、もう三年ぶりです。いろいろな所を巡ってきましたが、やはりここはのどかでいい。故郷でもないのに、〝帰ってきた〟という感じがしますね」

　夫のハーミットが漏もらしたそんな述じゆつ懐かいに、シルヴァーナは頷うなずいた。

　ハーミットの故郷は遠く離れたラトロアで、夫婦の生活もほとんどが旅空の下だった。

　そんなハーミットが、このアルセイフに〝帰ってきた〟と感じるのは少しおかしいかもしれないが、シルヴァーナとしては納なつ得とくできる。

　このアルセイフには、訪れる者を安あん堵どさせる素そ朴ぼくな魅み力りよくがあった。

　二人の旅人が歩いている道は、アルセイフの王都、セイラムの道だった。

　このアルセイフには、個人的な思い入れも深い。シルヴァーナは北方民族の一員として、この国で柱はしら守もりの任についた。

　それをきっかけとして、おもしろい人物達にも出会う縁えんを得た。

　フォルナム神殿の周辺、神しん域いきの街まちにて、神殿騎士に追われていたフェリオとリセリナを助けて以来──さまざまな土地を渡り歩いてきたが、確かにこの〝アルセイフ〟という国に入ると、何故なぜだかほっとする。

　平和な土地であること、知人が多いことも、安堵する理由ではある。この地にはフェリオやウィスタル、リセリナやウルク達もいるし、錬金術師アルケミストとしての師し、ゴーダ・トレイスもいた。

　彼らの懐なつかしい顔を思いだしながら、シルヴァーナは娘を見下ろした。

「スノーリアはさすがに憶おぼえていないだろうな。フェリオ達のことは」

　七歳になる娘は、わずかに小首を傾かしげつつ、母親を見上げる。

「……微妙」

「微妙？　憶えているのかい？」

　ハーミットが驚いたように、彼女の顔を覗のぞき込んだ。

　シルヴァーナをそのまま小さくしたような怜れい悧りな眼まな差ざしで、彼女は彼方かなたの城を見つめている。

「何を言われたとかは、憶えていないけれど……金髪の綺き麗れいなお姉ちゃんが、一いつ緒しよに遊んでくれた」

「あぁ、シアのことか。あの時は、リグルス様達も一緒だったね」

　ハーミットが納得顔に呟つぶやいた。シルヴァーナも、そのことはよく憶えている。

　滞たい在ざいしたのは三日ほどで、その間だけの遊び相手だったが、スノーリアにとっては印象深い出来事だったらしい。

　のんびりと街まちを歩く親子の視し界かいに、その時ふと、小走りに駆けてくる少女の姿が見えた。

　ポニーテールに結った金髪を跳ねさせて、元気に走る彼女の姿に、シルヴァーナは眼めを疑う。

　たった今、話題にしていた〝シア〟の、成長した姿がそこにあった。

　一目でわかったことにも驚きながら、シルヴァーナは彼女に手を振る。

　シアの方も、シルヴァーナとハーミットの姿に気づくや、ぱっちりとした眸ひとみをしばたたかせた。

「え……？　シルヴァーナさん!?」

　偶ぐう然ぜんの再会に、彼女の声も高くなった。

　日向ひなたに咲く花のように可か憐れんな少女は、たちまち満面に笑みを浮かべる。

「うわあ、お久しぶりです！　スノーリアもこんなに大きくなって……私のこと、憶おぼえてる？　まだ小さかったから、忘れちゃったかな」

　しゃがみこんで視線の高さを合わせ、彼女はスノーリアの手を取った。

　人見知りの激しいスノーリアが、微かすかに頰ほおを染めて、首を横に振る。

「……憶えてる。遊んでくれたから」

　声は落ち着いていたが、娘が喜んでいることを、シルヴァーナは敏びん感かんに察した。

　シアのほうも、嬉うれしそうにスノーリアを抱き寄せて頰ほお擦ずりをする。

「ほんとに!?　嬉しい！　久しぶりだけど、スノーリアは綺き麗れいになったね。シルヴァーナさんにそっくり。元気にしてた？」

　シルヴァーナはハーミットと顔を見合わせ、くすりと笑い合った。

　シアの爛らん漫まんな様子を見ただけで、親代わりのウルクがどれだけの愛情を注いで彼女を育ててきたのか、容よう易いに推すい察さつできた。

　きちんと愛されて育たなければ、この明るさは生まれ得ない。

　ハーミットとも再会の握手をかわし、シアは改めてシルヴァーナ達一行に向き直った。

「それにしても、驚きました。手紙もなく、いきなりなんですもの」

「それはこっちの台詞せりふだ。朝から元気に走ってくる娘がいると思ったら、それがあのシアとは──たった数年で見違えたよ。子供が大きくなるのは、あっという間だな」

　シアが嬉しそうに頷うなずいた。

「本当に、スノーリアも大きくなりましたね。でも、シルヴァーナさんとハーミットさんは、全然変わっていません。お若いままです」

「世せ辞じでも嬉しいな。ま、老ふけ込むような歳としでもない。ところで、急いでいたようだけれど、何かあったのか？」

　ただの街娘ならいざ知らず、王宮に住む娘が街中で走るというのは、一種異い様ような状況である。

　疑問に思って問いかけたシルヴァーナに、シアは曖あい昧まいな笑顔を返した。

「いいえ。特に急いでいたわけではないんですが、リグルスとアスティナが王宮を抜け出しちゃって……いつものことなんですけれど、街まちで遊ぶことを憶おぼえちゃって、大変なんです。今もライナスティさんの所にいるみたいなので、連れ戻しに行こうと思って」

　ハーミットが眼めをしばたたかせた。

「まだ七歳ですよね？　その歳としで勝手に街へ出て行ってしまうというのは、また随ずい分ぶんとやんちゃな──」

「ええ、本当に。追いかけっこのせいで、私も体力がついちゃいました。フェリオ様達が甘あまやかすものですから、余よ計けいに始し末まつに負えないんです」

　憤ふん然ぜんと呟つぶやいたシアが、ふと表情を改めた。

「シルヴァーナさん達のほうは、今回はどうなさったんですか？」

「あぁ。輝石セレナイトの貿易の関係で、サンクレット交こう易えきに用があってな。ロセッティに会いに来た」

　フォルナムから融ゆう通ずうされた輝石セレナイトの売ばい却きやくは、北方民族の重要な収入源となっている。現在はサンクレット交易と良好な関係を維持しており、大口の取引相手となっていた。

　納なつ得とくして頷うなずいたシアが、その直後に、あ、と口元を覆おおう。

「サンクレット交易の社屋、ちょっと前に移転したのは御ご存ぞん知じですか？　改装工事をするとかで、しばらくは別のところになっているんですけれど……」

「えぇ？　いや、それは聞いていないな。どこに移動したんだ？」

「でしたら、ご案内します。こちらは急ぎませんから」

　シアがスノーリアの手を握り、道の先を指差した。

　その厚こう意いに甘えることにして、シルヴァーナ達も歩き出す。

「悪いな、忙いそがしいのに。助かるよ」

「いいえ。どうせライナスティさんのところなら、あの子達にもいろいろ勉強になるのも確かですから──まぁ、余よ計けいな知識も教えられちゃいそうですけれど」

　シアは冗じよう談だん混じりにそんなことを言った。

　あの器き用よう貧びん乏ぼうの軽い騎士は、どうやら相変わらずらしい。

　画商をはじめたことは噂うわさで聞いている。若手の絵を店頭に並べつつ、自分の絵もちゃっかりと販売しているとのことだった。

　ほとんど趣味のようなものとはいえ、あの性格は商売に向いているはずだと思う。

「彼は相変わらず、剣と筆との二刀流ですか──しかし珍めずらしい才能ですね。ライナスティの絵は、売れているんですか？」

　ハーミットの問いに、シアが首を傾かしげた。

「売れているかどうかはよく知りませんけれど、上手うまいことは上手いです。どうして騎士なんてやっているんだろうって、素直に思います」

　誉ほめ言葉なのか皮ひ肉にくなのか、今ひとつ曖あい昧まいな表現ではある。

　これにはハーミットが首を傾かしげた。

「そうか。シアは、ライナスティの剣けん腕わんをあまりよく知らないんですね。あの人の腕前は本物ですよ。絵のほうはよくわかりませんが──〝剣〟の腕に関しては、騎士どころか、騎士団長になっていてもおかしくないくらいです」

　この評価には、シルヴァーナも驚いた。ハーミットが冗じよう談だんを言っているのかとも思ったが、彼は本気らしい。

「へぇ、えらく買っているな。彼は確かにいい剣士だとは思うが……騎士団長とは、少し誉ほめすぎじゃないか？」

「とんでもない。彼はね、シルヴァーナ。フェリオ様やウィスタル卿きようとは少し違う意味で、一種の〝化ばけ物もの〟なんですよ。訓練で手合わせをしてみるまで、私も気づきませんでしたが……もし一対一で真剣勝負をしたら、私も勝てるかどうかわかりません」

「ハーミットさんが？　そんな、まさか！」

　さすがに冗談だと判断したのか、シアが笑い出した。

　ハーミットは、片かた眼めを瞑つぶって微笑ほほえむ。

「本当のことですよ。彼が何者なのか、どこでどんなふうに育ったのか──フェリオ様も知らないようです。ひょっとしたら、とんだ曲者くせものかもしれませんね」

　話す口元は笑っていたが、ハーミットの眼はいたって真しん剣けんだった。

「でも、いつもディアメルさんにしごかれて、ひいひい言っていますよ？　そんなに強い人だったら……」

　なおも不思議そうな少女の髪を、シルヴァーナはそっと撫なでた。

「強い人間が、いつも強そうに見えるとは限らないってことかな？　そういえば彼は、セイラムの剣術大会にも出たことがあるらしい。ウィスタルとフェリオも、その試合を見ていたとか──あれは、いつ頃ごろの話なのかな」

　シルヴァーナは、独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

　詳くわしい状況を知っているわけではないが、当時を知る観客達の間では、名勝負の一つとして知られているらしい。

　彼が王宮騎士団に勧かん誘ゆうされた理由も、その大会にあったと聞いている。

「ライナスティさんが剣術大会に……？　そのお話、うかがってもいいですか？」

「いいよ。私もさほど、詳しいわけじゃないけれどね」

　好奇心を見せるシアに頷うなずいて、サンクレット交こう易えきまでの道すがら、シルヴァーナは又また聞ぎきの話を語り始めた。
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　連なって街道を進む馬車の荷台から、金髪の旅人はのんびりと、果てなき蒼そう天てんを眺めていた。

　やけに人ひと懐なつっこいその顔立ちは、まだ少年といってもいい。だが、その脇わきには安物の剣を携たずさえており、この隊商キヤラバンに雇やとわれた証あかしの腕章もつけている。

　つまりは旅人であると同時に、彼は護ご衛えいも兼ねていた。

　旅の剣士はよく、こうした副ふく業ぎようにつく。

　報ほう酬しゆうこそほとんど出ないが、旅の間の食事には事こと欠かかないし、こうして馬車にも乗せてもらえる。

　その代わりに、山さん賊ぞくなどに襲われた時には、正規に雇われた護衛達と一いつ緒しよになって、隊商キヤラバンを守らねばならない。

　もっとも、この少年の場合には──見た目からして護衛としては頼たよりない。歳としは十八歳と若いうえに、表情も態度も柔にゆう和わなため、むしろ商人にでも向いていそうな気配がある。

　つまり、彼がこの隊商キヤラバンに同行を許されたのも、護衛がどうこうというより、商人達の厚こう意いゆえだった。

　荷台に寝そべる少年自身も、そのことは理解している。本来なら報酬を受けるどころか、運賃を払うべき立場なのだが、しかし生憎あいにくと懐ふところ具ぐ合あいが寂さびしく、その余よ裕ゆうもない。

　この隊商キヤラバンに置いてもらえたのは、運がよかったと思う。

　馬車の列はもうじき、このアルセイフの王都、セイラムに到着する。

　といって、少年の目的地は、そこではない。

　今の彼には、そもそも目的の場所がない。

　故こ国こくであるシビュラを離れること自体が旅の目的であり、自分がこれから何処どこへ流れるかについては、何も考えていなかった。

　だから、アルセイフに入ったことにも、あまり大きな意味はない。単に旅をしやすい土地だと思ったまでのことである。

　北へ行ってもよかったが、辺へん境きようは閉へい鎖さ的てきで、他所よそ者ものに冷たいと聞いた。

　東は海だし、西のタートムは砂さ漠ばくが多く、旅慣れない身では苦しい。

　だから彼は、南に──このアルセイフに、ひとまずやってきた。

　ここからさらに南へ下るもよし、西に行けば神殿勢力の中心たるジラーハにも行ける。

　そして何処かに気に入った土地があれば、そこに住みついてもいい。

〝まずは、旅のための金を稼かせがないとな〟

　そんなことを漠ばく然ぜんと考えながら、少年は欠伸あくびをした。

「ライナスティ殿どの。昨夜は、荷物の見張り番でしたかな？」

　馬車の奥に同乗した老人が、にこやかに声をよこした。

　ぼうっと青空を眺めていた少年は、一瞬の間を置いてから、それが〝今の自分の名〟だということを思いだす。

　故郷のシビュラを離れて、別の国へ──そう決めた時に、彼は自分のそれまでの名前を捨てた。

　今はライナスティという名の、一いつ介かいの旅人に過ぎない。

「あ、はい。一応、雇やとってもらった身ですんで、夜の番ぐらいはやらないと申し訳がないですから」

「なるほど、ご苦労なことですな。しかし貴方あなたほどの腕があれば、もう少しいい条件で雇われてもよさそうなものですが──」

「は？」

　意外なことを言われて、ライナスティは顔を起こした。

　この馬車の荷台には、彼とその老人だけが乗っている。

　荷物の上に腰を下ろした老人はドノヴァンという名で、中肉中背の温おん和わな男だった。荷馬車に同乗してはいるが、正規の運賃を払った旅人であり、商人ではない。地方に嫁とついだ娘に会ってきた帰りとかで、王都セイラムの住人だという。

　おそらくその歳としは七十か、あるいは八十にも近いはずだが、いかにも矍かく鑠しやくとしており、眼めの光も強かった。
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〝若い頃ころは剣士だったのかな……？〟

　ライナスティは、そんな気配を感じた。

　白い髭ひげを撫なでながら、ドノヴァンはにこにこと、その穏おだやかな視線を向けている。

　彼に苦にがい笑みを返しつつ、ライナスティは頭を搔かいた。

「いや、俺おれは確かに剣士なんですけど、まだ駆け出しでして、そんなまともな腕は持ってないんですよ。雑用係が、ちょうど分ぶん相そう応おうなところだと思います」

「いやいや、ご謙けん遜そんを。お持ちの剣は酷ひどい安物ですが、腕のほうはなかなかのものとお見受けしましたぞ。折おりしもアルセイフは聖せい祭さいの時期、城下の剣術大会に出られるおつもりなのでしょう？」

「……剣術大会？」

　ライナスティは思わず問い返した。入国したばかりの彼は、そうした催さい事じのことには疎うとい。

　ドノヴァンが眼めを細めた。

「おや、違いましたか。街まちの催もよおしですから、規模はさほど大きくないのですが、少ないながら賞金も出ます。若い剣士には、ちょうどいい腕うで試だめしの場でしてな。この時期にセイラムへ向かわれているということで、てっきりそう思ったのですが……」

「え、賞金が出るんですか？」

　ライナスティはそこに反応した。

　聞けば、さほど高額ではないにせよ、まともに働いて稼かせぐには一ヵ月ほどかかる額である。うまくいけば、旅の身にはありがたい収入となるかもしれない。

「開催は明後日あさつてとか。直前までは出場の受付をしておるはずですから、もし興味があれば、腕試しに参加されるのもよろしいでしょう。何事も経験ですからな」

　まるで昔を懐なつかしむような口調でそう言って、ドノヴァンはライナスティに片眼を瞑つぶって見せた。

　正直なところ、ライナスティには実戦の経験がほとんどない。

　彼に剣を教えてくれた師しは変わり者で、攻めることよりもひたすら〝守る〟ことを重視していた。

　その師は父の友人で、父の死後、ふらりとライナスティの元へ現れた。

　素す性じようの知れない男だったが、彼は身を守る術すべとしての剣術だけでなく、何処どこで学んだかも怪あやしいさまざまな技術や知識の数々を、ライナスティに教えてくれた。

　薬草の調ちよう合ごうや、鍵かぎを使わずに錠じよう前まえを開ける技術、それに、世間では禁きん忌きとされる知識のいくつか──〝亡なき父に、命を救すくわれた恩おんがある〟という理由で、彼は惜おし気げもなく、それらをライナスティに伝えた。

　そして肝かん心じんの剣術に関しては──何故なぜか、〝守ること〟ばかりを教えられた。

　こと剣に関しては、相手を倒せなければ、いつまで経たっても勝負がつかないものである。

　師しの教きよう導どうがはじまったばかりの頃ころ、ライナスティがそのことを指摘すると、彼は無表情に小さく頷うなずいたものだった。

〝相手を倒さねば勝てない、それはそのとおりだ。並みの剣士を育てるつもりなら、私も適当にそれらの技を教えてもいい。しかし──貴方あなたに関しては、別の才を見出した。自身ではわからぬだろうが……貴方の才は、なかなかに稀け有うなものだよ〟

　そう言った後で、師はこうも付け加えた。

〝貴方はいくら伸びたところで、達たつ人じんどまりだろう。私も同じだ。しかしこの世には、その上を行く天てん性せいの化ばけ物ものがいる。そうした連中と戦う機会はないと思うが、万が一、そんな時にも──貴方の守りの才だけは、彼らにも通用するかもしれない。それほど稀有な才だ。これを鍛きたえない手はない〟

　大おお真面目まじめに言った師は、つい先だって、病やまいのために亡なくなった。

　彼が死を迎えるその日まで、ライナスティはずっとその教えを守って、地じ道みちな鍛たん錬れんを重ねてきた。

　賞金にも惹ひかれるが、その鍛錬の成果がどれほどのものなのか、純じゆん粋すいに試してみたい気もある。

「剣術大会、かぁ──でも、俺おれみたいなお調ちよう子し者ものが出てもいいんですかね？　なんだか場違いな気もするんですが」

　あまり真面目なほうでもないことは、自身が一番よく知っている。そんな自分が大会などという場へ出るのは、申し訳ないようにも思った。

　ドノヴァンは肩を揺らして、さもおかしげに笑った。

「気にすることはありませぬよ。所しよ詮せんは祭りの催さい事じ、住民にとっては余よ興きようであり娯楽であり、要するに見み世せ物ものです。出る者も、腕うで試だめしをしたい目立ちたがりがほとんどですからな。もし出る気になられましたら、セイラムの第三教会へ向かわれるとよろしい。そこが受付になっております。まぁ──試合を見るだけでも、多少は楽しめるはずですが、おそらくは出たほうがおもしろい」

　ありがたい情報を教えてくれた老人に、ライナスティは感謝の言葉を述べて、傍かたわらの剣を握り締めた。

　馬車の隊列はもうじき、王都セイラムへと到着する。

　賞金は欲しいが、さすがに優勝できるとまでは思えない。ただ、それなりの戦いができれば、何処どこかの隊商キヤラバンにまともに雇やとってもらえるかもしれないし、もし歯が立たないようなら、自分の実力を思い知るきっかけにもなるだろう。

　少年らしいちょっとした高こう揚よう感かんを覚えながら、ライナスティはぶるりと肩を震ふるわせてみた。
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　その日、アルセイフの王都セイラムは、どこもかしこもが祭りの熱気に包まれていた。

　毎年、この初夏の時期に響く〝空そらノ鐘かね〟。

　その鐘の後に開かれるフォルナム神殿の聖せい祭さいは、離れた他ほかの街まちにとっても無関係ではない。数百年前まではひっそりと祝う程度だったらしいが、祭りは回を重ねるごとに大規模化し、今では信仰にかこつけて、人々の娯楽と化している。

　十歳の第四王子、フェリオ・アルセイフもまた、今日はその熱気の中にいた。騎士団長のウィスタルが、〝気き晴ばらしになれば〟と言って、外へ連れ出してくれたのだ。

　日ひ頃ごろ、あまり街には出られない立場だが、今日は剣術大会の催もよおしもある。

　有名な剣士が集まるほどの大会ではないが、師しのウィスタルとしては、弟子でしであるフェリオに〝他の剣士の戦い〟を見せたかったらしい。

　そして、最近になって騎士団に入ったばかりの女騎士も、これに同行した。

　その浅黒い肌はだと凜り々りしい顔立ちのために、一見しただけで南方の出しゆつ自じと知れる。

　名は、ディアメル・ラムレスタという。

　艶つややかな黒髪を後ろで束たばねた容よう姿しなどは、騎士としてはいかにも初うい々ういしいが、その剣の腕は達たつ者しやで、そこらの若い娘とはまとう気配からして違っていた。

　彼女は騎士団長ウィスタルの、剣けん友ゆうの娘であり、その父親の死後、ウィスタルへと遺ゆい言ごんを届とどけにきた。

　そしてそのまま、ウィスタルに見こまれて、騎士団への配はい属ぞくが決まった、

　まだ入って日が浅い。

　配属が決まった背景を、フェリオはよく知らないが、彼女は内乱の続く地域の出身で、家族などももういないらしい。

　当人は仕し官かんをいくらか渋しぶったようだが、結局は剣けん聖せいと名高いウィスタルの元で修しゆ行ぎようすることを決心した。男ばかりの騎士団にはなかなかうまく溶とけ込こめないようだったが、子供のフェリオに対しては、とても優やさしい。

　フェリオの左右には今、そのディアメルと、剣の師しであるウィスタルとがいる。

　三人の並ぶ貴き賓ひん席せきには、他ほかにも街まちの有力者や剣術好きの貴族など、多くの人間が座っていたが、ウィスタルの輝くような銀髪とその巨きよ軀くは、一ひと際きわに強い存在感を放っていた。

　ウィスタルは王宮騎士団の長であり、アルセイフの民からの支持も厚い。騎士団への仕官を志す若者も多く、そんな者達にとっては、こうした大会は腕の見せ所なのだろう。ウィスタルが見に来ると知って、急きゆう遽きよ、出場を決めた剣士までいるらしい。

　結果として、今年の出場者は五十人近くにもなった。祭りの余よ興きようの剣術大会としては、なかなかの盛せい況きようである。

　血けつ気き盛んな街まちの若者や、傭よう兵へいを生業なりわいとする者、また旅の剣士など、さまざまな者達がいると推すい測そくできるが、この人数ともなると、一対一ではとても一日で終わらない。

　そのため、この大会では、まず予選として六人から七人での乱戦を行い、それを制した一人が本選に進むという、変へん則そく的てきな試合形式を取っていた。

　予選を経て選出された八人が、本選のトーナメントに入り、準々決勝、準決勝、決勝へと進むのだ。

　まずは、六、七人がかりでの乱戦が八試合。

　そして、選ばれた八人が戦う本戦が、計七試合──

　一つの試合はせいぜい五分から十分程度とあって、休きゆう憩けいを含めても、日が出ているうちには終わるはずだった。

　観衆が囲む石造りの舞台は、本来は教会が祭さい事じに使う施設だったが、現在は歌劇オペラなどの興こう行ぎように貸し出されることもあれば、個人の結婚式などにも利用されている。

　今日はこの剣術大会のために、その四方に席が用意され、大勢の観客が場を埋うめていた。

「楽しみだね。剣は本物を使うのかな？」

　顔を輝かせてフェリオが問うと、隣のディアメルが苦笑を返した。

　まだ子供のフェリオに向けるその柔やわらかい表情は、他の大人おとな達に彼女が向けるものとは、だいぶ質が違う。

「いえ、さすがに刃は引びきの剣だそうです。木刀の使用も認められているようですが──頭を狙ねらう場合だけは寸すん止どめで、あとは腕でも足でも腰でも、相手の剣が体に触れた時点で負けとなります。それともちろん、剣を落としたらそこで負けですね」

　そこまでルールを知っているということは、どうやら彼女も出たかったらしい。だが、王宮騎士団の騎士ともなれば、軽けい率そつな行動は自じ粛しゆくすべきでもある。

　なにより──ただ〝強つわ者もの〟との戦いを望むならば、すぐ傍そばに、この国で最強と思おぼしき剣士がいた。毎日のように彼から稽けい古こをつけてもらえる以上、わざわざ大会に出る必要もない。

　やがて、開会を知らせるラッパが高らかに鳴らされた。

　石の舞台の周囲に、八人ほどの審しん判ぱんがずらりと並ぶ。

　予選は剣士達が入り乱れての戦いとなるため、一人の剣士に一人ずつ、勝敗を判断する審判がつく。余あまる一人か二人は控えとして、全体を把は握あくする役目だった。

　彼らに囲まれた舞台の上では、主しゆ催さい者しやである街の有力者が、開会の挨あい拶さつを始めた。

　幼いフェリオはわくわくと胸を躍おどらせて、目の前の光景に見入る。

　抜けるような初夏の青空の下、まだ見ぬ剣士達の競きよう演えんが、ここにはじまろうとしていた。
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　控えの天幕テントにて──

　ライナスティはほんの少し、ここに来たことを後こう悔かいしそうになっていた。

　周りを見れば、集まった剣士はいずれも〝強そう〟だったのだ。

　旅で同行したドノヴァンという老人は、せいぜい祭りの催さい事じだと言っていたが──それにしては、剣士達の面つら構がまえに凶きよう悪あくなものが多い。

　年齢もライナスティが一番若く、だいたいの出場者は二十代から三十代で、その体格も相そう応おうに立りつ派ぱだった。

　中には見上げるばかりの巨きよ漢かんや、明らかに目つきの危険な剣士もいる。

　武器は主催者側から刃は引びきの剣が用意されたが、防ぼう具ぐは自前だった。

　顔の全体を覆おおってしまうような、大おお仰ぎような兜かぶとをつけた者までいたが、ライナスティは革かわの胸むね当あて以外は普ふ段だん着ぎのままで、いたって軽装といっていい。

　他の者達の装備もまちまちだったが、いずれも年ねん季きが入っている。

（俺おれ、やっぱり場違いかなぁ）

　不安が高じて、ついそんなことを考えてしまう。腕うで試だめしのつもりだったが、試す腕を折られかねない状況だった。

　第一試合に出場する七人の名が、順番に呼ばれた。

　複数並ぶ天幕テントには、それぞれ仕切りがなく、屋根と支し柱ちゆうしかない。その下に集つどった剣士達の中から、呼ばれた者が次々に戦いの場へと出て行く。

　ライナスティが見送る彼らの背は、さまざまだった。

　緊きん張ちようで硬かたくなっている者もいれば、肩をいからせ悠ゆう々ゆうと、自信たっぷりに歩く者もいる。そうかと思えば、感情を見せずに淡たん々たんと、まるで街まち中なかを歩くような足取りで進む剣士もいた。

　彼らを見送った後で、ライナスティは嘆たん息そくする。

（予選は複数での乱戦だっていうし、上手うまく逃げ回っていれば、他ほかが勝手に戦ってくれて……あとは最後の一人をどうにかすれば、ってこともあるのかな？）

　早くも楽な戦い方を考えてしまうのは、性格のゆえである。

　ただ──不思議と、〝怖こわい〟という感情は湧わいてこない。

　使われるのが刃引きの剣だという事実も影響しているだろうが、理由はそれだけではない。

　ライナスティに剣を教えてくれた師しは、彼にとって、とても怖い存在だった。

　その師と比べて、彼以上に〝怖い〟と感じる相手が、この場にはいないような気がする。

　もちろん、実際に対たい峙じしてみないと実力はわからないが、試合自体は楽しみでさえあった。

　石の舞台では第一試合がはじまったらしく、離れたこの天幕テントにも、熱気と歓かん声せいが伝わってきた。

　出場者は予選を見ることができない。名を呼ばれるまでは、この天幕テントで待たい機きしている必要がある。

　やがて三分もしないうちに──第一試合の、終了を知らせる鐘かねの音が鳴った。

　思わぬ早い決着に、ライナスティは一瞬、耳を疑った。

「……なんだ？　ずいぶんと早いな」

　傍そばに座っていた大おお柄がらな男も、驚いたように呟つぶやいた。彼は傭よう兵へいらしく、足元に履はいた靴くつは旅人のものである。

　そのさらに向こうから、同どう僚りようと思おぼしき細ほそ身みの傭兵が、にやりと笑ってこれに応じた。

「化ばけ物ものでも混じっていたかな──今日は剣けん聖せいが観戦に来ているらしいから、張り切ったのかもしれん」

　その二人とも、ライナスティと次の第二試合で戦う予定だった。

　ライナスティは、嫌な予感に駆られる。この二人は仲間らしい。となれば当然、予選ではまず、自分達以外の邪じや魔ま者ものを倒してから一いつ騎き打うちといきたいところだろう。

　ライナスティも予選で敗退するつもりはないから、下手へたをすると、この二人を相手に〝二対一〟という状況になりかねない。

（……ってことは、どっちかを先に倒しておかないと、後がつらいよなぁ……）

　しばらく様子見をして逃げ回る策は、これで使えなくなった。

　とはいえ、師しから受けた鍛たん錬れんは防ぼう御ぎよの技術ばかりだったから、自分から攻めるとなると、どうしたらいいのかがよくわからない。

（なんで師し匠しようは、攻めの技術を教えてくれなかったのかなぁ……きっと、〝自分で考えろ〟ってことなんだろうけど……しかしそれにしちゃ、よく考えると妙な訓練だったような……）

「……選手、ライナスティ選手、闘とう技ぎ場じようへ！」

　いつの間にか名を呼ばれていたことにぎくりとして、ライナスティは慌あわてて立ち上がった。

　他の選手達は、もう先に歩き始めている。

　ここに至れば、迷っていても仕方がない。

　これから戦う剣士達の背を追いながら、ライナスティは亡なき師の言葉を反はん芻すうする。

〝私が貴方あなたに教えた剣は、間違っても王おう道どうの技ではない。邪じや道どうも邪道、もしもわかる者が見れば、眉まゆをひそめる質たちのものだろう。だが──間違いなく、貴方の命を守ってくれる技を教えたつもりだ。この技の本ほん性しようは、まやかし──貴方の剣を前にする者の多くは、自分がどうして負けたのか、それさえ悟さとることはないだろう──〟

　いかめしい声で語った師の言葉、その真意を、ライナスティは今もまだ摑つかみかねている。

　他の剣士との戦いを経れば、その意味がわかるかもしれない。

　剣士達が、石の舞台へ上がっていく。

　観客の歓かん声せいが耳を打ち、ライナスティは刃は引びきの剣を強く握り直した。

（──よし、行くか！）

　珍めずらしく気き合あいを入れて、舞台への石段に足をかける。

　そして、試合の開始を知らせる鐘かねが、高らかに鳴り響いた。
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「ほう、若いのがいますな──」

　第二試合の出場者達を見て、隣のウィスタルがぽつりと呟つぶやいた。

　第一戦の興こう奮ふん冷さめやらぬフェリオも、歩いてくる彼らを順番に見つめる。その中には確かに一人、まだ十代後半と思おぼしき金髪の少年が混じっていた。

　一つ前の試合では、出てきた剣士の妙みよう技ぎに驚かされたが──この試合では、また別の剣士達の戦いが見られる。

　幼いフェリオの心はすっかり、戦いの行方ゆくえに引きこまれていた。

「あの少年、歳としはディアメルと同じくらいですな。こうした場に飛び込むには、少し若すぎる気もしますが──」

　そうは言いながらも、ウィスタルの眼めは笑っていた。

　彼もまた、十代の頃ころからいっぱしの剣士だったらしい。若い剣士を見ると、それこそ若き日の自分を思いだすのかもしれない。

「他ほかの剣士は、去年も出た連中のようです。経験者相手に、さて、どんな試合になるか」

　興味深げに呟いたウィスタルは、貴き賓ひん席せきの机に肘ひじをつき、澄すんだ眸ひとみで試合の場を見み据すえた。

　出場者、それぞれの名が呼ばれていく。

　金髪の少年は、ライナスティという名だった。招待客であるウィスタルの手元には、運営側がまとめた参加者の情報もある。それによれば、彼はシビュラの出身で、商家の三男坊らしい。

　ウィスタルはそれを眺めて、微かすかに首を傾かしげた。

「ウィスタル、どうした？」

「──あの少年、誰だれかに似ているような気がしたのですが……いえ、気のせいでしょう。よくいる顔ですから」

　確かに、取り立てて美び形けいでもなければ、特に不ぶ細さい工くでもない。体つきもそれなりで、まさに〝普通の一般人〟としか言いい様ようのない少年だった。

　ある意味では──そこまで〝普通〟に見えるというのは、奇妙なことでさえある。

　やがて開始の鐘と共に、七人の剣士達が構かまえを取り、ほぼ同時に刃の打ち合いが始まった。

　体格で勝まさる大人おとな達に混じって、金髪の少年も動き始める。

　彼は傭よう兵へい風ふうの、いかにも体格のいい男へと果か敢かんに斬きりかかったが──そのままあっさりと弾はじかれ、後ろへとよろめいた。

　フェリオの見る限り、その動きはややぎこちない。少なくとも、こうした試合の場に出てこられる腕前には見えなかった。

　歳としの近いディアメルが、深く嘆たん息そくした。

「なんだ、あの気の抜けた斬ざん撃げきは──やる気があるのでしょうか？」

　手て厳きびしい感想に、ウィスタルが小さく頷うなずく。

「あぁ、まだ拙つたないな。剣に威い力りよくがないから、真正面から斬きりかかっても厳きびしいところだろう。誘さそいの一手にしては動きにも隙すきが大きい。少し、焦あせったかな」

　ウィスタルの分ぶん析せきは、じっと試合を見つめるフェリオの内心とも一致していた。そのことを、少し嬉うれしく思う。

　騎士団の長は、部下たるディアメルに続けて言った。

「だが、よろめいた後に姿勢を戻した動きは、なかなかのものだぞ。足腰が実にしなやかだ。それに、周りをよく見ている」

　よろめいたライナスティという少年には、即そく座ざに別の剣士が斬りかかった。だが、彼は転ころげるようにして斬撃をかわしきり、審しん判ぱんも判定の旗はあげなかった。

　一対一の戦いではない。片方が不利と見れば、遠えん慮りよなく打ち込んでくる剣士が周りにいる。

　その状況下でなお、彼は相手の攻撃をしのぎきった。
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　ウィスタルが嬉うれしそうに頷うなずく。

「ほら、かわしきった。あそこで反撃に転じられれば、言う事はないんだが……そのあたりの判断はまだ甘あまいな。それでも動きそのものは悪くない」

「──しかし、ウィスタル様。最初の一撃はともかく、今の彼は、ただ逃げ回っているようにしか見えないのですが……」

　いつの間にか、少年は防戦一方に転じていた。

　引きつった顔で、突き込まれる剣先をかわしては、そのまま後ろへ逃げてしまう。

「逃げる技術は見事ですが……あれでは、勝つのは無理でしょう」

　失望したように言うディアメルは、少しだけ残念そうだった。アルセイフ以外の国の出身者、歳としも近いということで、多少は親近感があったのかもしれない。

　少年が逃げているうちに、他の剣士達は次々に敗北していった。

　ある者は弾はじかれた衝しよう撃げきで剣を落とし、ある者は頭への寸すん止どめにより、審しん判ぱんから敗北の宣せん告こくを受けた。さらに一人は肩に、別の一人は腕に一撃を食い、これも審判により試合を止められる。

　敗者の四人が舞台を降りていく中、残ったのは傭よう兵へい風ふうの巨きよ漢かんと細ほそ身みの男、それにライナスティという少年だけになった。

　傭兵達はどうやら仲間らしく、少年は二対一の状況に追い込まれている。

　ウィスタルが唸うなった。

「さて、ここでどうするかな。一人ずつ確実に仕し留とめるのが常じよう道どうだが……」

「……もし、ウィスタルがあそこにいたら、誰だれから倒す？」

　フェリオが好奇心から問うと、剣けん聖せいはおどけて片かた眼めを瞑つぶって見せた。

「そうですな。まず与くみしやすい弱い者を倒してから、改めて強い者と戦うか。それとも、その間に隙すきを突かれる危険を避けるため、むしろ先に強い方を倒しておくか──そこが思し案あんの分かれ目です。戦い方にもよりますが、私の場合は、先に強い者をどうにかしておきたい。そう考えると、まず狙ねらうのは──」

　答えるウィスタルの眼は、傭兵の巨漢と細身の男の、どちらも見ていなかった。

　その視線の先にいるのは──彼らと対たい峙じする、金髪の少年である。

　ディアメルが首を横に振った。

「……まさか。ウィスタル様は、あの軟なん弱じやくそうな逃げ腰の男が強いとお考えなのですか？」

　いかにも不ふ審しんそうなディアメルに、フェリオは小声で囁ささやく。

「でもディアメル、〝人は見かけによらない〟って、ウィスタルはいつも言っているよ」

　ウィスタルの大きな掌てのひらが、フェリオの頭を撫なでた。

「そのとおりです、フェリオ様。まさに人は、見かけによらない──ディアメル、おまえも一つ前の試合で、そのことを確認したんじゃなかったかな？」

　ディアメルが、ぐっと言葉に詰まった。

　この剣術大会の、第一試合──そこに出てきたある剣士も、決して強そうには見えなかった。

　しかし結果は、三分と経たたぬうちの圧あつ勝しようだったのだ。

　その剣士は、どうやらウィスタルの知人だったらしい。彼の出場にはウィスタル自身も驚いていた。

「では……では、あのライナスティという剣士も、強さを隠かくしているとおっしゃるのですか？」

　ディアメルの問いに、ウィスタルが首を傾かしげた。

「さて、それはまだわからない。何かあるかもしれず、何もないかもしれず──それを、これから見られる」

　舞台の上では、相変わらずの攻防が続いていた。

　二人の傭よう兵へいから半なかば逃げ回るようにして、体格の劣おとるライナスティはまだ粘ねばっている。

　反撃する余よ裕ゆうこそなさそうだったが、あまりの逃げの見事さに、とうとう観衆からは笑いまで起きていた。

「いいぞ！　兄ちゃん、そのまま逃げまくれ！」

「たまには手を出せ！　逃げてるだけじゃ、いつまでも終わらんぞ！」

「そこの二人も気き合あいをいれんか！　子供一人に何を遊んでいる！」

　人々は口々に勝手なことを叫んでいたが、フェリオはじっと、黙ってその光景を見つめていた。

　──どうにも、違い和わ感かんがある。

　ディアメルも察したらしく、その目許が不意に引き締まった。

「あの男──上手うまい？」

　少年の剣さばきは、一見すると見苦しいほどに隙すきが多かった。だが、そう見越した相手がその隙を突くと、何故なぜかそこに防ぼう御ぎよの剣が間に合っている。

　まるで事前に打ち合わせたかのように、剣と剣ばかりが重なり合って、肝かん心じんの体には刃が届とどかない。

　闘とう技ぎ場じようの四辺に二人ずつ張りついた審しん判ぱん達も、眼めを皿さらのようにして流れを見ているが、なかなか決けつ着ちやくの旗をあげられずにいた。

　ウィスタルが微笑を浮かべた。

「ディアメルも気づいたか。あの少年、あの歳としにしては恐ろしく器き用ように剣を使う。相手の動きを瞬しゆん時じに見極め、それに対応して防御をする──口で言うのはたやすいが、なかなかどうして、たいした技術だ。しかし──」

「攻めるのは、苦にが手てなのかな？」

　フェリオがそう問うと、ウィスタルは静かに頷うなずいた。

「まさにそうです。あれだけ動けるならば、相手の隙も見えるはずですが、何故かそこに剣を向けることができない。つまり相手を倒すことができずに、ただ守ってばかり──どんな師しについたのかわかりませんが、今の時点ではずいぶんと歪いびつな剣術です」

　通常、剣の修しゆ行ぎようは攻めに重点を置く。

〝相手を倒す〟ことが武器の役割だけに、これは当然のことで、時には防ぼう御ぎよの技術さえも、守りの後は攻めに転じることを目的としている。

　しかしライナスティという少年の扱う剣は、ひたすら〝守る〟ことに終しゆう始ししていた。

　ディアメルが深く嘆たん息そくした。

「……それはそれで、たいした技術かもしれませんが──しかし、それではいつまで経たっても勝てないでしょう？　体力だってもたな……」

　呟つぶやきかけて、彼女ははっと口を閉ざした。

　フェリオも、目の前で起きつつある変化に気づく。

　ライナスティと戦う二人の傭よう兵へいは、いまや肩で息をしていた。

　振り下ろす剣の動きにも、当初ほどの冴さえはない。それどころか、足取りさえもが怪あやしくなっている。

　ウィスタルがフェリオの頭を撫なでた。

「……よく御ご覧らんください、フェリオ様。攻めるばかりでは、そうそう長くは体力がもたないものです。鍛たん錬れんを積めば時間は延のびますが、それにも限界はあります。調子に乗って威い勢せいよく攻め続けると、そこには落とし穴が生まれる──」

　フェリオは頷うなずきながら、舞台から視線を外さない。

　そしてウィスタルは、ディアメルにも言葉を向けた。

「おまえも見ておけ、ディアメル。おまえは、鋭するどく速い攻めが上手うまい。だが一方で、守りが疎おろそかになりやすい。早期決けつ着ちやくには強いが、長く戦うのには不向きだ。そして防御の技術というのは、存ぞん外がいに難しい。だから、ある程度の域いきに達することができれば、それだけでも武器となる。体の動きを小さくし、相手の力をうまく受け流せれば、かなりの長い時間を戦うことも可能だ。相手がもし、調子に乗ってひたすら攻めてくるようなら──たとえ二対一であったとしても、攻め側のほうが体力の消しよう耗もうも激しくなる」

　ウィスタルの指摘に、ディアメルが頰ほおを引きつらせた。

「お言葉ですが──守るほうが、よほど疲れそうな気がします」

「精神的にはな。だが、相手の動きを見切る眼めと技術さえあれば──」

　刹せつ那な──

　ライナスティの剣が、巨きよ漢かんの振り下ろした剣を弾はじき飛ばした。柄つかを握る手を緩ゆるめたのは、攻め疲れた挙あげ句くの失しつ態たいだろう。

　はね飛んだ剣がくるくると空中で回る間に、次の勝負も決着した。

　同どう僚りようの敗北に驚いた細ほそ身みの男の足に、少年の偶ぐう然ぜんのような斬ざん撃げきが当たってしまう。

　さほど強い一撃ではなかったが、ライナスティの振るった刃は引びきの剣は確かに、彼の脛すねを叩たたいていた。

　一瞬、会場がしんとなり──すぐに、大きな拍はく手しゆと歓かん声せいがあがった。

〝弱いほうの意外な逆ぎやく転てん劇げき〟を喜ぶ人々は、おそらくライナスティの歪いびつな実力に気づいていない。

　ウィスタルも、くすくすと笑っている。

「──つまり、こうなるわけだ。あまり見み栄ばえはしないが、要ようは粘ねばり勝ちだな？」

　一応は拍手をしながら、ディアメルが嘆たん息そくした。

「なんて効こう率りつの悪い……」

「でも、勝ちは勝ちだよ。これで本戦に出場だ。案あん外がい、いいところまで行くんじゃないかな？」

　フェリオもそうは言ってみたが、さすがに優勝までは無理だろうと思う。

　第一試合を三分で終わらせた剣士──彼と比べれば、ライナスティという少年の剣はどうにも分ぶが悪い。

　少年は、自分が勝ったことが信じられぬような顔をしていたが、やがて破は顔がん一いつ笑しようし、大おお仰ぎように両手を掲かかげた。

　その微笑ほほえましい姿に、また拍手が起きる。

　彼は本選出場者の天幕テントに案内されていき、すぐに第三試合の選手達が呼ばれてきた。

　その後の進行も、滞とどこおりなく進み──そして一時間半後、剣士達の戦いは、一対一の本選へと場を移すこととなった。
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　その年、セイラム恒例の剣術大会は、極端な経過をたどった。

　本選に進出した八人の剣士は、さすがにそれぞれ、優秀な剣士達だった。予選を勝ち残った彼らは、改めてくじを引き、トーナメントの枠わくを決めていったが──この抽選がその〝極端な経過〟にも影響している。

　一人の達たつ人じんと、一人の若者とが、あまりに対たい照しよう的てきな戦い方をしたのだ。

　達人の方は、馬上の騎士がつけるような、顔を完全に覆おおってしまう兜かぶとをつけていた。

　剣は刃は引びきのものを使わなければならないが、防ぼう具ぐに関しては制せい約やくがない。特に頭は寸すん止どめが作法とはいえ、何かの拍ひよう子しに打撃を食らう可能性もあり、兜をつける者は珍めずらしくない。

　ただ、顔までを覆ってしまうものとなると、視し界かいが極端に狭せまくなる。こうした剣術の試合では不利にしかならないはずだったが──その不利を跳はね除のけて、彼は圧倒的な強さで、ごく短時間のうちに敵を倒し続けた。

　特に動きが速いわけでもない。むしろ自然体で動いているようにさえ見える。

　だが、彼に近づいた相手はあっという間に有効な斬ざん撃げきを食らい、また彼に攻撃を仕し掛かけた者も、次の瞬間には剣を弾はじかれていた。

　まるで魔ま術じゆつを見るような戦い方に、観客達は沸わき、賞しよう賛さんと畏い敬けいの歓かん声せいを注いだ。

　彼が、決勝に進んだ一人である。

　そして、もう一方──

　達たつ人じんの、ごく短時間での決けつ着ちやくとは裏うら腹はらの、無ぶ様ざまな──しかし、見み応ごたえのある戦い方をしたのが、最年少の若い剣士だった。

　彼は何度も何度も窮きゆう地ちに追い込まれ、観客達をはらはらとさせながら、そのたびに偶ぐう然ぜんじみた逆転を見せた。

　泥どろ臭くさく、まるで素人しろうとのような精せい一いつ杯ぱいの戦いだったが、その真しん剣けんさと気迫は見る者にも好感を抱かせ、また身近に思える容よう姿しとあいまって、好意的な歓声を集めていた。

　その彼も──

　大方の予想を覆くつがえし、計三戦を勝ち抜いて、ついに決勝まで進んでしまった。

　どちらも全くの無名である。

　両者の試合にかかった時間の差は、まさに極端だった。

　その二人が激げき突とつする決勝──

　しかしその勝敗の予想は、多くの観客には容よう易いだった。

　若者は各試合で苦戦し、どうにかこうにか、奇跡的な綱つな渡わたりを続けて勝ち抜いた。

　一方の達人は、圧倒的な強さを見せつけている。

〝さすがに決勝では、あの兜かぶとの男が勝つだろう〟

　会場では、ほとんど誰だれもがそう予測していた。

　観客から不利と見られた若者の名は、ライナスティといった。

　そして、兜をつけた達人の出場名は、ラーハルム──

　これは名ではなく、姓せいである。
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「やっぱり勝ち進んだね、ウィスタルの知り合いの人」

　決勝を控えた休きゆう憩けいの間、貴き賓ひん席せきのフェリオは紅茶を飲みながら、ウィスタルやディアメルと話していた。

　話題の種はもちろん、決勝に進んだ二人の剣士である。

「そちらは順当でしたが、もう一方のほうは──まさか、あんな非効率的な戦い方で決勝まで残るとは思いませんでした」

　ディアメルが嘆たん息そく混じりに応じた。

　ライナスティという少年は、初戦の戦い方と同じ要領で勝ち上がってきた。

　そして今から、その少年と、ラーハルムという剣士とが競きそうことになる。

「さすがにもう無理でしょうね。今度の相手は、中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃が通用する相手とは思えません」

　彼女の声は呆あきれているようでもあり、また感心しているようでもあった。〝ここまで戦えば充分〟と言いたいのかもしれないが、素直にそう誉ほめるには、少年の戦い方が少し気に食わないらしい。

　だが、フェリオは──逆に、〝もしかしたら……〟という事態があるかもしれないと、思い始めている。

　ラーハルムという剣士は、確かに強い。常じよう人じんでは勝てないと思う。

　だが、ライナスティという少年も──まだ、底を見せていないような気がする。

「ウィスタルはどう思う？」

　脇わきから問うと、剣けん聖せいは曖あい昧まいに微笑ほほえんで見せた。

「どちらもここまで来た以上──見み応ごたえのある試合には、なるかと思います」

　ディアメルが不思議そうに首を傾かしげる。

　明めい言げんを避けたウィスタルは、少年の試合の途中から、不意に口数が少なくなった。

　その理由は語らなかったが、何か思うところがあったらしい。

　今も彼は、休きゆう憩けい時間の舞台の上を、まるで少年の幻げん影えいを追うように凝ぎよう視ししている。

　その姿を奇き異いには思ったが、フェリオの心は、すでに決勝戦へと向いていた。

　そして──休憩時間は終わり、決勝の鐘かねが鳴り響く。

　西から、ライナスティが。

　東から、ラーハルムが。

　二人の剣士は、それぞれ観客の声援に送られて、戦いの舞台へと立った。

　ライナスティの側には、さすがに疲労の色が濃い。

　ラーハルムは、あくまで自然体のままに歩を進め──

　そして審しん判ぱん達が、試合開始の号令を唱しよう和わした。
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　いざ決勝の場に立ったライナスティは、改めて師しの言葉を思いだしていた。

〝貴方あなたの剣を前にする者の多くは、自分がどうして負けたのか、それさえ悟さとることはないだろう──〟

（つうか、師し匠しよう……いろいろ教えてもらっておいて、こんなこと言いたかないけど、むしろ俺おれのほうが、〝どうして勝てたのか〟、わかんないんですけど……）

　苦悩に沈む余よ裕ゆうもないまま、ついに決勝まで来てしまった。

　今度の対戦相手は、恐おそろしく強い。これまでの試合を見る限り、とても敵かなう相手とは思えなかったが、それでも一応は戦って見せないことには、会場からの野や次じが怖こわかった。

（さて、どうやって負けるかな……痛いのはやだなぁ……）

　──観客の期待には申し訳ないが、ライナスティにはもう、勝つつもりはない。

　無理なものは無理なのだ。師しの教えの一つは、〝危なくなったら逃げろ。そして可能なら、危なくなる前に逃げろ〟という、とても現実的で役に立つもので、この教えは最後まで守るつもりでいる。

　ライナスティのそんな思いを知らない観客達は、頑がん張ばれ頑張れと無責任な応援の声をよこしていた。

　彼らに内心で謝あやまりつつ、ライナスティは剣を構かまえる。

　目の前に立った兜かぶとの男が、その時──自らの兜に、手をかけた。

　会場が一瞬、激しくどよめく。

（え？　ここで顔を出す気かよ……!?）

　ライナスティは頰ほおを引きつらせる。

　これまで彼は、視し界かいの面で不利と承しよう知ちで、その兜をつけていたはずである。

　それをここにきて取るということは──つまり、ここでようやく〝本気になる〟という意味にもとれる。

　できるだけ痛い目を見ずに負けたいライナスティにとっては、あまり嬉うれしいことではない。

　そして男は、まるで戒いましめのようにつけていた兜を、両手でそっと脱いだ。

　──最初に見えたのは、白い顎あご鬚ひげだった。

　ライナスティは眼めを疑う。会場からのどよめきも、一段と大きくなった。

　そこに現れたのは、穏おだやかな──にこにこと笑う、老人の顔だった。

　剣を持っているのが不自然なその老ろう爺やを前に、ライナスティは文字どおり、硬こう直ちよくする。

　会場の客達は、彼が〝老人である〟ことに驚いたはずである。だがライナスティの驚きは、彼らとは少し質が違った。

「……またお会いできましたな、ライナスティ殿どの？」

「ド……ドノヴァン、さん……？」

　引きつった頰を、さらに引きつらせた次の瞬間──老人の剣が踊おどった。
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　王都セイラムへと至る隊商キヤラバンの馬車で、ライナスティはこの〝剣術大会〟のことを知った。

　教えてくれたのは人の好さそうな老人で、若い頃は剣士だったのかと思ったものだが──まさか〝現役〟とは、予想もしなかった。
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「な、な、な……」

　驚いてまともに言葉が出せずにいるうちに、老人の剣が斬きりかかってきた。

　挨あい拶さつのような一撃を、ライナスティは辛かろうじて受け止める。

「なんで、あんたが!?」

　裏返りそうな声で問うと、老人は──ドノヴァンは、刃を合わせたままでにやりと笑った。

「なに、せっかくの剣術大会──歯は応ごたえのない相手ばかりでは、おもしろくありませんのでな。隊商キヤラバンで見かけました折に、ぴんときまして、お誘さそい申し上げました」

　その瞬間、温おん和わなはずの顔が、やけに悪質に見えた。

「仮かりに決勝まで来られずとも、途中で当たるかとも思ったのですが──いやはや、よくぞここまでおいでになった。さ、存ぞん分ぶんにどうぞ──〝貴方あなたの師し〟にも、私は借りがありますのでな」

　ライナスティは、心臓が止まるかと思った。

（師し匠しようを知っている!?　この爺じいさん、何者だ!?）

「おや、驚かれましたか？　貴方の師は、その道では有名ですぞ」

　ぎりぎりと剣を合わせつつ、老人は小声に呟つぶやいた。

　うるさいほどの歓かん声せいの中にも関かかわらず、ライナスティは彼の声をしっかりと聞く。

「──かつては〝赤あかの死しに神がみ〟とまで恐れられた、至し高こうの暗あん殺さつ者しや。しかし貴方の父ちち君ぎみに命を救すくわれ、その密みつ偵ていとなり、父君が亡なくなってからは、貴方を守り続けて生しよう涯がいを閉じた。あの男が傍そばにいたがために、誰だれも貴方あなたには手が出せなかったと聞きます。彼に仕し込こまれた技を──ぜひ、見せていただきたいものですな」

　ライナスティは顔を引きつらせ、どうにか距離をとろうとした。

　しかしドノヴァンはあっさりとその間ま合あいを詰め、逃がしてくれない。

「じょ、冗じよう談だんじゃねぇ！　誰なんですかあんた!?　そもそもこんな場所でするような話じゃないでしょ!?」

　剣が鳴る。斬ざん撃げきは刃の上をすべり、脇わきへと抜けた。

「いやいや、歳としを取ると、何事にも刺激が欲しくなりまして──ほら、なかなかに劇げき的てきな再会でございましょう？」

「劇的なのは俺おれにとってだけでしょう!?　ほとんど嫌がらせじゃないですか！　だから、あんたの正しよう体たいは……！」

　訳わけがわからないなりに、ライナスティは老人を非難した。

　わざわざ精神を揺さぶるまでもなく勝てるだろうに、こと決勝の場において、彼はこんな話を仕し掛かけてきた。これでは遊ばれているとしか思えない。

　老人はにたりと嗤わらった。

「おっと、そういえば、自己紹介が遅おくれておりましたな。名はドノヴァン、姓はラーハルム──御ご存ぞん知じないでしょうが、アルセイフ王家の元、〝侍じ従じゆう長ちよう〟でございます」

「じ、侍従長!?」

　王族の傍そば近くで、宮きゆう廷ていのさまざまな事柄を取り仕切る官かん僚りよう達の長である。

　もちろん、その役職に〝剣術〟はさして必要ない。

「噓うそだろ!?　ただの侍従長が、なんでそんな強……！」

「侍従たる者、君主の危き難なんに即そく応おうするのも務め──というのは建たて前まえで、まぁ趣味ですな。若き日には、〝宮廷の守しゆ護ご騎士〟とも呼ばれたものです。ウィスタルやバロッサといった若わか造ぞうどもにその席を譲ゆずりはしましたが、老おいたりとはいえ、このドノヴァン──貴方のような青あお二に才さいには、まだ負ける気がいたしませぬな」

　それは挑ちよう発はつの言葉だったのだと思う。だがライナスティは、怒るよりも先に納なつ得とくしてしまった。彼の強さは、これまでの試合を見て思い知っている。

　また、剣が舞った。一いつ閃せん、真横に疾はしった刃を、ライナスティは慌あわてて防ぐ。

　まだ手て加か減げんしている様子だが、それでも今までの相手とは格が違った。

「い、いや、俺もほんと勝てそうにないと思いますけど……そもそもなんでその侍従長が、俺の師し匠しようを知って……」

　それ以前に──師のことを知っているということは、〝ライナスティ自身の正体〟をも知っているという意味である。

　それは──まずい。

「さて、そうですな……私に勝てましたら、いろいろとお話をして差し上げましょう。それでいかがです？」

「勝てるわけないでしょうが！」

　理り不ふ尽じんな怒いかりさえ覚えて、ライナスティは振るわれた剣を防いだ。

　歓かん声せいのおかげで、観客達には、何を話しているかまでは聞かれていない。これ以上、下手へたなことを喋しやべられる前に、試合を終わらせたかった。

「爺じいさん──決めるんなら、とっとと決めてくださいよ。若手で遊ぶなんざ悪あく趣しゆ味みですよ？」

　小声で囁ささやきつつ、刃をかわす。

　老人の剣が、くるりと風車のように回った。

　幻げん惑わくするような動きの次の瞬間に、激烈な突きがライナスティを襲う。

「うわっ……！」

　慌あわててライナスティは身を逸そらす。突きは喉のど元もとのすぐ傍そばをかすめ、老人はにたりと笑った。

　たとえ刃は引びきの剣であっても、人を殺しかねない勢いである。

（本気かよ、この爺さん……！）

「おや、今ので決めるつもりでしたが？」

「こ、殺すとこまで行かなくてもいいでしょう!?」

　背筋に嫌な汗を感じながら、ライナスティは防戦に回る。

　これまでの戦いと同様、粘ねばるライナスティに対し、観客達の歓声が一段と高くなった。

　もちろん、それを喜ぶ余よ裕ゆうなど微み塵じんもない。

　会話に区切りをつけるや、ドノヴァンの剣には容よう赦しやがなくなった。

　複数の剣けん筋すじが、まるで同時に襲ってくるようにさえ見える。突き、薙なぎ、斬きり下ろすその動作のすべてが、ライナスティにはほとんど見えない。

　見えない──のだが──

（な……なんで、かわしてるんだ？　俺おれ……）

　ドノヴァンの剣筋は、確かに見えていないのだ。

　だが、何故なぜか体が勝手に動く。

　まるで予あらかじめ、剣が振るわれる前にその動きがわかっているような、そんな錯さつ覚かくを覚えた。

　目の前のドノヴァンも、それに気づいたらしい。

　ライナスティへの攻撃の手を、一時休めた。

「──なるほど、厄やつ介かいですな。これが死しに神がみの仕し込こんだ見み切きりの技術──しかし、芸はそれだけではありますまい？　あの男の教えた技が、それだけのはずはありませんのでな」

　ライナスティは脂あぶら汗あせを額に浮かべ、肩で息をしながら応じる。

「い、いや、けっこうこれで一いつ杯ぱい一杯ですよ？　今までの試合を見ていただければわかるように、俺、攻めの技術をほとんど習ってないんで……」

「……ほう？　それはそれは──見込まれたものですな？」

　ドノヴァンの眼めが、細く据すわった。

〝来る……!?〟

　ライナスティは、咄とつ嗟さにそう直感した。

　どんな技が来るのか、それはわからずとも、悪お寒かんが危険を知らせている。

　そして──

　視界の全すべてが、白色に光った。
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　剣術大会の決勝──

　固唾かたずを飲んでその激しい攻防を見守るフェリオの隣で、ウィスタルが低く呻うめいた。

「ドノヴァン殿どの──まさか、殺す気じゃなかろうな……!?」

「え？」

　耳を疑ったフェリオは、一瞬だけ、舞台から視線を逸そらしてしまった。

　奇妙な音が響いたのは、その直後のことである。

　剣と剣を打ち合わせる音──だが、その音の数が尋じん常じようでなかった。

　まるで多くの鈴すずを一いつ斉せいに鳴らしたかのように、甲かん高だかく反響して舞台の上に響き渡る。

　その瞬間、何が起きたのかを理解できずに、観衆は静まり返った。

　フェリオもまた、同様である。

　ライナスティとドノヴァンは、いつの間にか、数歩の距離を保って向かい合っていた。

　ライナスティは、呆ぼう然ぜんと眼を剝むいて立っている。

　そしてドノヴァンもまた、心なしか青ざめ、引きつったような笑みを見せていた。

「ウィスタル、今のは……？」

　ウィスタルも、眉まゆをひそめている。

「──ドノヴァン殿の得とく意い技わざ──〝三さん弦げん〟といい、ただの一瞬で、斬ざん撃げきから突き、そして薙なぎへと剣けん筋すじを変化させる技です。常じよう人じんにはとても見み切きれぬはずですが、あの少年──すべて、防ぎきりました。いや、それどころか──」

　ウィスタルの眼が、底光りしていた。

　呆然としているディアメルも、何が起きたのかはわからなかったらしい。

　やがて──

　ドノヴァンが微かすかに呻うめき、その膝ひざを落とした。苦痛に表情を歪ゆがめてはいたが、その口元はまだ笑っている。

　ライナスティは肩で息をしながら、呆然と立っていた。

　フェリオの眼めに、その少年は困こん惑わくしているように見えた。少なくとも、勝者にふさわしい表情ではない。

「──そ……それまで！」

　遅おくれて、審しん判ぱんが声を張り上げた。おそらくは彼らにも、何も見えていなかったのだろう。

　だが、両者の表情はともかくとして、今の状況が勝敗の行方ゆくえを示していた。

「勝者！　ライナスティ選手！」

　その宣言が出されるや、会場中が大だい歓かん声せいと拍はく手しゆに包まれた。

　セイラムの剣術大会、今年度の優勝者は、激戦の末、ここに確定した。
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　決けつ着ちやくの後。

　表彰式を終えたライナスティは、釈しやく然ぜんとしない顔のまま、ドノヴァンの元へと急いだ。

　すでに夕刻を迎え、群ぐん青じようの空には星まで見えている。

　施せ療りよう師しの天幕テントで治療を受けていたドノヴァンは、にやりと笑って、簡かん易い寝台ベツドの上から彼を出迎えた。

　馬車でも呼びに行ったのか、ちょうど施療師も席を外している。この天幕テントには、他ほかには誰だれもいない。

「ライナスティ殿どの。優勝、おめでとうございます。最後の動きは、実にお見事でございました」

「いや、そんなことより……怪け我が、大丈夫ですか？」

　自分が与えた打撃だということに、今ひとつ、ライナスティは実感をもてずにいた。

　老人の体を打った手て応ごたえは確かにあったのだが、攻撃に移った瞬間の、その記憶が曖あい昧まいである。

「あばらを二本ほど、やられたようです。一応、防ぎはしたのですが……歳としですなぁ、私も。あと十年若ければ、おそらく負けなかった」

　笑顔で言うその様子は、負まけ惜おしみとは思えない。ライナスティは、素直に頷うなずいた。

「それで、あの──」

　彼には、確かめたいことがある。

　ドノヴァンは薄く笑って、独ひとり言ごとのように話し始めた。

「──昔々のことでございます。シビュラの王宮に、やたらと才の立つ第三王子がおりましてな──ちょうど、私と同じ年とし頃ごろでございました。その後、彼は臣しん籍せきに下り、一貴族となり──時代は進んで、つい最近。外交で辣らつ腕わんを発揮したその第三王子も天てん寿じゆを全まつとうされ、遺のこされたご子し息そくが数人。宮きゆう廷ていが平へい穏おんであれば、彼らもただの貴族として一生を過ごしていたはずが、王家の後こう継けい者しやが絶えたために、臣籍にくだった者達の中から候補を選ぶこととなり──ご子息の一人、イグニス様は後継者争いに巻き込まれ、なんと暗あん殺さつされてしまいました。暗殺者を差し向けたのは、実の兄とかその母親とか、また他の親類とも言われておりますが、真しん相そうは闇やみの中──いや、隣りん国ごくのこととはいえ、このアルセイフにとっても他人ひと事ごとではなさそうですな」

　おかしそうに言う老人に、ライナスティは無言をもって応じる。

「いずれにせよ、若い身み空そらで気きの毒どくな話です。なんでも失火を装よそおって、屋敷に火をつけられたと。死体は顔の判別もつかぬほどで、哀あわれそのご子し息そくは歴史の闇に──と、ここまでは合っておりますかな？　イグニス様──」

　昔の名を呼び、にやりと笑いかける老ろう爺やから、ライナスティは視線を逸そらした。

「なんか……勘かん違ちがいされているみたいですけど、俺おれは貴族なんかじゃ……」

「あぁ、庶しよ子しでしたか？　しかし貴方あなたが、父ちち君ぎみの血を濃こく引いていることは間違いない。馬車の中で見かけた折──あまりにそっくりで、私は幻まぼろしを見ているのかと思いましたぞ」

　ライナスティは薄く笑った。

「──やっぱり、それは勘違いですよ」

　自分は父に、似ていないと思う。顔つきはともかく、父のような生き真面目まじめさが自分にはない。

　だが、ドノヴァンと父、それに師しが知り合い同士だったことは、もう疑う必要もなかった。

　もしドノヴァンが、このことをシビュラの王家に知らせるつもりであれば、これからのライナスティは本気で逃げなければならない。

　だが──おそらくこの老人に、そのつもりはない。

　ドノヴァンが眼めを細めた。

「貴方あなたとお会いした時に──亡なき二人の友の声が、聞こえたような気がしました。失礼ながらこのドノヴァン、貴方の力を見極めるつもりでした。この先、独力でこの世間を生き抜いていけるかどうか……まぁ、それは余よ計けいなお世話でしたな。しかも、思わぬ収穫もあった。奴やつめ、きっちりと貴方に、自身の技を継けい承しようさせたらしい」

「師し匠しようの、技……？」

　ライナスティは、そこで首を傾かしげる。

　自分がどうして、ドノヴァンに勝てたのか──実はまだ、よくわからない。

　ここに来たのも、そのヒントが欲しかったからだった。

　寝台ベツドのドノヴァンが、眩まぶしそうな眼をした。

「貴方はまだ、お気づきでないようですな。よろしい、申し上げましょう。〝あの男〟が貴方に教えた、本当の技術──それは、暗あん殺さつ者しや達の奥おう義ぎでもあります。〝月つきの精せい〟と呼ばれておりますが、その真価は、私もこれまで知らず──しかし、今日の貴方との戦いで、その片へん鱗りんが見えた気がいたします。ありがたいことです」

　頭こうべを垂たれるドノヴァンに、ライナスティは慌あわてた。

「えと……俺おれにはさっぱり、わからないんですが……」

　ドノヴァンは、囁ささやくように声を潜ひそめた。

「〝月つきの精せい〟の呼び名は、古い神話に由ゆ来らいいたします。神話によれば、月は太陽の光を反射し輝くそうですが、しかし太陽よりは目立たない──転じて、相手の技を自然体で〝反射〟する技術のことを言うのです。相手が強ければ強いほど、また弱ければ弱いなりに、貴方あなたの剣はそれに応じて形を変えることができる。極めて珍めずらしく、また得え難がたい才です。奴やつめ、きっちりと置おき土産みやげを遺のこして逝ゆきましたな」

　くっくっと笑い、折れたあばらに響いたのか、ドノヴァンは眉まゆ根ねを寄せた。

　ライナスティは、その前に立ち尽くす。

　師しの課した鍛たん錬れん──その成果が、自分の知らぬうちに身についていたことに、愕がく然ぜんとした。

　ドノヴァンは安あん堵どしたように笑っている。戦いの場での不気味さは消え失せ、隊商キヤラバンの馬車の中で話した、ただの人の好い老人がそこにいた。

　ライナスティは姿勢を正し──深ふか々ぶかと、彼に頭を下げた。

「あの──ありがとうございました。手合わせをしてくださって」

「なんの。私も楽しゅうございました。これから、どうなさいますか？」

「……旅を続けるつもりです。そのための金も、手に入りそうですから」

　優勝賞金は明日、受けとることになっている。今夜は他の剣士達と一いつ緒しよに、主催者が祝勝会を開いてくれるらしい。

　ライナスティはもう一度、深々と頭を下げて、天幕テントを後にした。

　──自分の正しよう体たいを知る人間と会うのは、もうこれで最後かもしれない。

　昔の名は捨てた。師や父のことも、もう口に出すことはないだろう。

　これから将来、自分はただの剣士の〝ライナスティ〟として、生きていくことになる。

　それが、師が最後に遺した言葉であり、ライナスティ自身の望みでもあった。

「……さて、と──賞金が入ったら、何食うかなあ」

　自分を誤ご魔ま化かすようにそんなことを呟つぶやいて、彼は大きく深い溜ため息いきを吐つき──

　そして暮れかけた空を見上げ、異国の空気を胸いっぱいに吸い込んだ。
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　懐なつかしい顔をした少年が去った後、ドノヴァンは一人、過去の思い出に浸ひたっていた。

　人生は短い。

　短い人生の中に、いろいろな人々との出会いがあり、そして別れがあった。

　友人達は次々と死んでいき、自分もおそらくは、あと数年のうちに死ぬのだろうと思う。

　だが、それを寂さびしいとは思わない。

　何故なぜならば、後を受うけ継つぐ者達がいる。

　ウィスタルやバロッサといった、まだ若い剣けん友ゆう達。それに、今の少年のような、旧きゆう友ゆうの忘わすれ形がた見みもいた。

　彼らの存在が、ドノヴァンには嬉うれしい。

　ふと天幕テントに、また人影が踏み込んできた。

　視線を向けるまでもなく、気配だけで何者かを察する。

「……ウィスタル殿どのですか。貴き賓ひん席せきに一いつ緒しよにおられたのはフェリオ様ですな？　随ずい分ぶんと大きくなられて──」

「ドノヴァン殿。あの少年は、何者ですか？」

　挨あい拶さつを遮さえぎってまで早そう々そうに核かく心しんをついてくるあたり、彼も一流の眼めを持っていた。

　ウィスタルは、彼にしては厳きびしい眼をしている。

「あの少年の動きは──あれは、〝暗あん殺さつ者しや〟のものです。それもかなり高度な──私でさえ、初めは騙だまされました。あれは紛まぎれもなく、惑まどわしの剣術。日向ひなたに出てきていい技ではありません。しかし当人を見ていると、暗殺者にあるべき陰かげがない。いたって普通の少年にしか見えないのに、あの技術──試合中に話していらしたようですが、彼は何者ですか？」

　鋭するどく問う声に、ドノヴァンは微笑を返した。

「ウィスタル殿。狼おおかみに育てられた子供は、果たして狼になりますかな？」

　ウィスタルが訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「影響はあって当然。しかし何者に育てられようと、人は結局、〝自分自身〟になるのです。暗殺者の技術も、あの少年にとってはただの身を守る術──人に気づかれず、人から逃れるのには、とても便べん利りな技術ですよ。少なくとも彼には、あの技を悪用する気はない」

「では……あの少年は、暗殺者ではないのですね？」

　ウィスタルの肩から、不要な力が抜けた。

「当然です。事情により身元は明かせませぬが、それは保証いたしましょう」

　ドノヴァンは笑った。ウィスタルの心配性は、国王を守る義務感から生まれている。侍じ従じゆう長ちようだったドノヴァンにとって、彼は無条件に信頼できる、数少ない存在だった。

　しかしウィスタルは、まだ不ふ審しんそうな顔色でもある。

「……しかし……しかし、どこかで見覚えがあるような気もするのです。どこで……」

「はは、それは気のせいでしょうな。よくいる顔です」

　──ウィスタルもおそらく、少年の父親のことを、少しは知っている。決して親したしくはなかったはずだが、シビュラとの国交の過程で、一度ぐらいは顔を合わせたこともあるかもしれない。

　軽く受け流したのには、理由がある。

　少年はこれから、〝ライナスティ〟という名前で、これまでとは違う人生を生きはじめる。

　そのためには、死んだはずの彼の正しよう体たいを知る者は、少なければ少ないほどいい。

　それこそ──ドノヴァン自身が、最後になればいい。

「私が貴方あなたに噓うそをつく理由はない。あの少年は、私の旧きゆう友ゆうのご子し息そくで──とある商家の三男坊です。なかなかおもしろい逸いつ材ざいでしょう？　行くあてもないようですので、もしよろしければ……どうです？　王宮騎士団に」

　ウィスタルが眼めをしばたたかせた。

「あの少年を、ですか？」

「左さ様ようです。御ご覧らんのとおり、彼は暗あん殺さつ者しやの技術を得ていますが──本人は、暗殺者になるつもりなど微み塵じんもない。ならば、誰だれか導いてやる師しがいれば、今後も道を違たがえずに済みます。ウィスタル殿どのなら適てき任にんでしょう」

　元、侍じ従じゆう長ちようの推すい挙きよである。引いん退たい後も自分の影響力がそれなりには残っていることを承しよう知ちで、ドノヴァンはそう告つげた。

　ウィスタルが決断を下す前に、天幕テントに子供の足音が駆けてきた。

「ウィスタル！　大変だ！　ちょっと来てくれ！」

　それは第四王子、フェリオの声だった。その慌あわてた様子に、ドノヴァンは首を傾かしげる。

「これはフェリオ様。どうなさいました？」

　ウィスタルが問うと、フェリオはその腕を引っ張った。

「それが──今、祝勝会の酒さか場ばで、酔よった剣士がディアメルに下げ品ひんな声のかけ方をして……あのライナスティっていう剣士が助けに入ってくれたんだけど、余よ計けいにこじれて、他ほかの人達も一いつ緒しよに酒場中で大乱闘になっているんだ。このままじゃ、収しゆう拾しゆうがつかない」

　ウィスタルが疲れたように額を押さえた。

　一方のドノヴァンは、思わず吹き出してしまう。

「ドノヴァン殿どの、話の途中ですが……」

　苦労人の姿が板についてきた剣けん友ゆうに、ドノヴァンは微笑を向けた。

「行ってあげなさい。こういう時は、〝剣けん聖せい〟の名声が役に立ちます」

「はい。それでは、また後ほど──」

　駆けていく二人の背を見送って、老いた剣けん客かくはくすりと笑いを漏もらした。

　──時代は、変わっていく。

　ドノヴァンは長く、このアルセイフの平和を宮きゆう廷ていから守ってきた。

　その時代は終わり、そしてこれから、新しい世代が、この国を守っていこうとしている。

　楽なことばかりではないだろう。

　時には泣き、時には苦しみ、道を違たがえ、迷うこともあるはずだと思う。

　それでもドノヴァンは、少しも不安を感じていない。

　自分達が、さまざまな事態を乗り越えてきたように──

　これから生きる彼らもまた、さまざまな事態を解決していってくれると、そう信じている。

　ふと耳を澄すますと、酒さか場ばの騒そう乱らんが聞こえてきた。

　その中にあの少年の声を聞き分けて、ドノヴァンはまたくすりと笑う。

　支払われる優勝賞金は、どうやら酒場の修理代に消えそうな予感がした。

　彼の将来が楽しみな反面、少し残念でもある。彼の成長する姿を、高齢のドノヴァンはおそらく、見ることができない。

　だが、種は蒔まいたつもりでいる。

（さて──この種は、どう育ちますかな）

　そのことを楽しみに思いながら、彼はくすくすと、いつまでも微笑を浮かべていた。
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　サンクレット交こう易えきの仮かり社しや屋おくは、城から程近い貴族の空き家を流用していた。

　社の主あるじであるクラウス・サンクレットに代わって、商売の一いつ切さいを取とり仕し切きるのは、その部下のロセッティである。

　髪には白髪しらがも混ざってきたが、彼はまだまだ現役で、その辣らつ腕わんを存ぞん分ぶんに発はつ揮きしていた。

「では、これで商談成立ということで──」

　愛あい想そうよく微笑ほほえみながら、ロセッティは長年の付き合いである軍ぐん務む審しん議ぎ官かんと握手をかわした。

　それを受ける隻せき眼がんの軍務審議官、ベルナルフォン・レスターホークは、鷹おう揚ように頷うなずいてみせる。

「いつものことながら、こちらの懐ふところ事情を完全に把は握あくしているな、おまえは。つくづく、敵には回したくない」

　そんなことを言うベルナルフォンとロセッティとは、アルセイフの内乱以来、立場を越えて盟めい友ゆうのような関係にある。とはいえ商売は商売であり、その点、ロセッティは手て加か減げんをしていない。

　今日は、軍で消費する物資に関かかわる商談をした。詳しよう細さいを詰めるのは役人達と商人達の仕事だが、あらかじめ上のほうで大まかな合意をつけておけば、多くのことがスムーズに進む。

「人聞きの悪いことをおっしゃらないでくださいませ。全すべて適正価格です。さほど負けてもいませんが、大おお儲もうけしているわけでもありません。長い商売のコツは、相手にも身内にも誠実な取引をすることですな」

「クラウスと同じことを言うな。奴やつと気が合うわけだ」

　隻眼の男は不ふ敵てきに笑った。

　内乱以降、政府の要よう職しよくに就ついた彼だが、そのさばけた性格は少しも変わっていない。立場が出来たからといって傲ごう慢まんになることもなく、彼は軍務審議官としての職しよく責せきを果たし続けていた。

「さて、ついでだ。昼飯でも食っていくかな」

「また、あれですか？」

　ロセッティの問いに、ベルナルフォンはあっさりと頷うなずく。

　今でこそ有力貴族になったが、貧びん乏ぼう貴族だった頃ころの好みが抜けないのか、彼は貴族らしい食事があまり好きではないらしい。ここに来るたびに、商人達と同じ安物の仕し出だし弁当を食べていく。

　昼食まで少し空いた時間を雑談で潰つぶそうと、ロセッティ達は社内に併へい設せつされたカフェテラスに入った。

　来客が時間を潰すためのその場所は、屋外に面している。庭の木々を眺めながら、ゆったりとくつろげる空間になっていた。

　その一角に、険けわしい眼めをした少年が一人、腕を組んで座っている。

　彼はベルナルフォンの姿を認めるや、弾はじかれたような勢いで立ち上がった。

「父上！　商談は済みましたか」

　ベルナルフォンが頰ほおを引きつらせた。

　先日、十六歳になったその少年は、ベルナルフォンの養よう子しだった。五年ほど前に、両親を失った親しん戚せきの子供を、後こう継けい者しやのいなかったベルナルフォンが引き取ったのだ。

　つまりはレスターホーク家の跡あと取とりだが、ベルナルフォンとは違って、酷ひどく生き真面目まじめな性しよう分ぶんでもある。

　名を、エルバードという。

「エ、エルバードか。いや、えぇと……商談は昼食を挟はさんで、もう少しかかる。そうだな、ロセッティ？」

　ロセッティはすかさず、調子を合わせた。

「はぁ。そうですな。エルバード様、何か急なご用件で？」

　凜り々りしい眉まゆをしかめて、エルバードはベルナルフォンを睨にらんだ。

「いえ、そういうわけではないのですが、父上が書類仕事をクラウス卿きように押し付け、逃げ出したと聞きまして──真しん偽ぎを確かめにうかがいました」

「そ、それは誤ご解かいだ！　そういった仕事はクラウスのほうが早いから、分ぶん担たんということで、俺おれがこっちに来ている」

　言いい訳わけをするベルナルフォンを、エルバードはじっとりと見つめる。そんな様子を見て、ロセッティは吹き出すのを堪こらえるのに必死となった。

　この怖こわいもの知らずの軍ぐん務む審しん議ぎ官かんは、何故なぜかこの少年には頭が上がらないらしい。

「……わかりました。どうやらニナ様の勘かん違ちがいだったようです。クラウス卿が書類の山に埋うもれているのを見かねて、ニナ様までその手伝いをしていまして──父上は何処どこに消えたのかと、探していたようです」

　際さい限げんなく頰を引きつらせていくベルナルフォンを見かねて、盟めい友ゆうたるロセッティは笑いを堪えながら助け舟を出した。

「エルバード様、商談をまとめていたのは本当ですよ。クラウス様がお忙いそがしくて、こちらに来られそうにないということで、代わりにベルナルフォン卿にご足そく労ろうを願ったのです」

　ロセッティがそう説明している間に、玄関の傍そばで、賑にぎやかな声が響き始めた。

「こら！　リグルス、アスティナ！　二人とも、捕まえたわよ！」

　甲かん高だかい娘の声に、エルバードがびくりとして、声のした方向に顔を向けた。

　いつもしかめ面つらをしている彼が、今は明らかに動どう揺ようしている。

「おや、今の声は……」

「あぁ、シアだな。またリグルス様達に逃げられたのか」

　ロセッティ達が玄関のほうへ歩いていくと、そこには予想外に多くの知人達が揃そろっていた。

「や、これはこれは──ずいぶんと懐なつかしい方かたもいらっしゃいますな？」

「あぁ、こりゃどうも、ロセッティさん。ベルナルフォン卿きようもいらしていたんですか」

　へこへこと頭を下げたのは、絵画のキャンバスを背負った、騎士のライナスティである。彼やシア達は馴な染じみの顔だが、そこにはシルヴァーナやハーミットといった、懐かしい顔かお触ぶれも混ざっていた。

　ベルナルフォンも歩み寄り、シルヴァーナ達に握手を求める。

「これは驚いた。シルヴァーナにハーミットも一いつ緒しよか。いつ、セイラムに？」

「つい今朝けさ、ね。卿けいも元気そうで何よりだ」

　ベルナルフォンに対しても、シルヴァーナの言葉遣づかいは変わらない。それでいて、そこには親愛の情が籠こもっている。

　好奇の眼まな差ざしを向ける幾いく人にんかの社員達を追い払って、一行はそれぞれに再会の挨あい拶さつをかわす。

〝画家〟のライナスティは、注文しておいた絵のうち、完成したものを納品しに来た。

　シルヴァーナ達は北方民族からの連絡を携たずさえ、商売の話をしに来たという。

　そして、城を抜け出していたリグルスとアスティナは、ライナスティと共に──

　道みち端ばたで出会い、道案内を申し出たシアは、シルヴァーナ達と共に──

　それぞれやって来て、この仮かり社しや屋おくの玄関で鉢はち合あわせしたものらしい。

　とりあえずの挨拶を済ませた後で、シルヴァーナとハーミットは商談のために、娘をシアに預けて別室へ行った。

　そしてシアは、ベルナルフォンやライナスティ達の前で、リグルスとアスティナを改めて叱しかりはじめる。

「二人とも、勝手に抜け出しちゃだめでしょ!?　書き置きをすればいいってわけじゃないんだから！」

　本人としては怒っているつもりなのだろうが、可か憐れんな容よう姿しと可愛かわいらしい声のせいで、迫力はまるでない。むしろ微笑ほほえましくなってしまうほどで、これではリグルス達も恐れるはずがなかった。

　それでもシアは、涙ぐましいほど懸けん命めいに、叱る努力を続ける。

「街まちの中はお城と違って危ないし、そもそも他ほかの人にだって迷めい惑わくがかかるのよ。なんでそんなに、街へ出たがるの？」

「だって……」

「うん」

　アスティナとリグルスは一瞬だけ顔を見合わせ、きょとんとした眼めでシアを見上げ直した。

「街に出るとね、いろんな人達がいるんだよ」

「それに、いろんなことがあっておもしろいの。王宮の中なんて退たい屈くつだもん」

　二人の子供の無む邪じや気きな回答に、シアが盛大な溜ため息いきを吐ついた。

　そんな彼女らの微笑ほほえましいやりとりに、ロセッティは思わず笑みをこぼす。

　シアのすぐ足元には、リグルスとアスティナではない、もう一人の子供もいた。シルヴァーナ達の愛まな娘むすめ、スノーリアである。

　雪を連想させるその名にぴったりの銀髪は、シルヴァーナにそっくりだった。

　彼女はシアの裾すそを摑つかんで離さない。

　シアは彼女を見つめて、その表情を少し緩ゆるめた。

　おそらくシアとしては、もっと二人を叱しかりたいのだろう。だが、スノーリアとリグルス達も久ひさ々びさの再会のはずで、せっかくの雰ふん囲い気きを台無しにしたくはないらしい。

　叱るのを諦あきらめて、彼女はリグルス達とスノーリアとを、きちんと引き合わせた。

「ほら、リグルス、アスティナ。スノーリアのことは憶おぼえているでしょ？　シルヴァーナさん達がお仕事の話をしている間、また一いつ緒しよに遊んであげてね」

「うん！」

　元気よく揃そろって頷うなずき、リグルスとアスティナは、スノーリアの左右についた。

　二人に比べると大人おとなしいスノーリアだが、嫌がるような様子はない。

　来客用に用意してあった玩具おもちやで、やがて子供達は適当に遊びはじめる。

　ロセッティ達は、彼らを脇わきに見ながら、応接室のテーブルについた。

　隣にはシアとベルナルフォンが、向かいにはライナスティとエルバードが座る。

　さきほど、ベルナルフォンを相手にあれだけ強気だったエルバードが、今はやけにおとなしい。ほとんど口を開くことができない様子で、わずかに頰ほおを染めて硬かたくなっている。

　その理由については、ロセッティもなんとなく察していた。シアの容よう姿しの可か憐れんさには、同年代の少年ならば誰だれもが眼めを奪うばわれる。

　同席者のそんな思いを知らぬシアは、出された茶をすするなり、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「朝からお疲れのようですな、シア様？」

　彼女はぺろりと舌したを出し、困こん惑わくの混じった笑みを見せる。

「疲れたってほどではないんですけれど……やっぱり、あの子達のことが心配で。だって、もしも悪い人達にさらわれでもしたら、大変なことになりますから。怖こわいもの知らずなところが、怖いんですよね」

　呟つぶやくシアの視線は、部屋の隅すみで遊ぶリグルス達に向けられた。

　シアの心配は当然のことでもあったが、ロセッティには少々、過保護にも感じられる。

　このセイラムに、王族をさらうような命知らずはそうそういないし、二人を王族と知らず、ただの子供のつもりでさらうような輩やからはなお少ない。この王都の治ち安あんは、その程度には保たれている。

　そのうえ、あのすばしこい二人組を正攻法で捕まえるとなると、よほどに周しゆう到とうな準備が必要なはずだった。

　ただ、シアがそうして二人を心配すること自体は、ロセッティはよい傾向だとも思っている。

　今のシアには、血けつ縁えん者しやがいない。

　そんな彼女の〝家族〟になろうとしたウルクやリセリナ達の思いに、ロセッティは薄うす々うす、感づいている。

　リグルスとアスティナの教育係を彼女に任せたのも、決して〝世話を押し付けた〟わけではない。

　二人の子供が、シアを〝姉〟として慕したうように──

　そしてシアが、幼い頃ころから彼らの世話をすることで、二人を〝家族〟として認識できるように。

　そんなウルク達の思いが、今の彼らの関係を形作っている。

　だから、シア自身が気づかぬうちに、彼女達は本物の〝家族〟になっていた。

　ロセッティは、そんな関係を微笑ほほえましく思う。

　シアは茶をすすりながら、ロセッティになおも愚ぐ痴ちをこぼした。

「リグルスもアスティナも、優やさしいいい子なんですけれど……ちょっと好奇心が強すぎるんです。フェリオ様もこんな感じだったんでしょうか？」

　この問いには、ベルナルフォンが首を横に振った。

「いや、そうでもなかっただろうな。もちろん俺おれは、フェリオ様の子供時代をよく知らないが……あの方には、家族らしい家族がいなかったと聞くし、正せい妃ひ達の陰いん湿しつないじめもあったはずだ。そのせいで、ウィスタル卿きようの保護を受ける前は、ひどく大人おとなしい覇は気きのない子供だったと聞いている」

　シアが驚いたように、眼めをしばたたかせた。若いエルバードにとっても意外だったらしく、彼も首を傾かしげる。

　今のフェリオからは、そんな子供時代は想像もつかないに違いない。

　ライナスティも頷うなずく。

「そうですね。ウィスタル団長の教きよう導どうや、ウルク様との御ご交こう誼ぎがなければ……フェリオ様も、すでに亡なくなられたレージク様のように、性格が破は綻たんしていたかもしれません。子供には保護者ってのが必要なんですよ。血縁者でなくてもいいですが、子供の頃に、心から信頼できる保護者や仲間を得られるか否いなかが、その後の成長には大きく影響してくるはずです」

　訳わけ知しり顔がおの彼もまた、子供の頃のフェリオを知る人物だった。思うところは、いろいろあるに違いない。

　ロセッティは改めて、子供同士で遊ぶリグルス達を見つめた。

　彼らもいずれ、人の親になるのだろう。時代はそうして連なっていく。

　会話の流れで似たような感かん慨がいを覚えたのか、ベルナルフォンが、彼にしては珍めずらしい話題を振った。

「しかしあのフェリオ様が、今では二児の父親か。そういえば、フェリオ様がウルク様やリセリナ様との関係を深めていったのは、十六歳頃ごろのことだったな。シアもそろそろ、いい相手でもできそうかね？」

　ロセッティはつい、口に含んだ茶を吹きそうになった。ベルナルフォンがこうした話題を自ら口にするとは、思いがけないことである。

　シアは困ったような笑みを見せて、顔の前で掌てのひらを打ち振った。

「私は全然です。あの子達の面めん倒どうを見るのに忙いそがしくて──それに、私なんてまだまだお子様ですから。そんな話は早すぎます」

「だが、もう十六歳だろう？　結婚をするのに早すぎるってほどでもない。うちのエルバードも年頃なんだが、こいつもどうも、浮いた話一つなくて──」

　話を振られたエルバードが、顔を真っ赤にしてベルナルフォンを睨にらんだ。

「父上、私のことは関係ないでしょう。そもそも、私はまだ未み熟じゆく者もので……」

　ロセッティは納なつ得とくした。どうやらベルナルフォンのこの話題は、エルバードに対する、さきほどの仕返しのつもりらしい。シアが近くにいるだけで赤面してしまうようなエルバードには、効果覿てき面めんである。

「え？　シア、結婚するの？」

　リグルス達が顔をあげ、この話題に入ってきた。

「だめだよ、シアは私のお嫁よめさんになるんだから！」

「……それもだめ。シアは私の」

　と、これはアスティナとスノーリアである。

　ベルナルフォンが吹き出した。

「大だい人にん気きだな、シアは。この分だと、貰もらい手てに不自由することはなさそうだ」

「からかわないでください！　もう……いい？　アスティナもスノーリアも。女の子同士で結婚はできないの！　結婚ていうのはね、男の人と女の人でするものなんだから」

「じゃ、僕とシアなら大丈夫？」

　リグルスがぱっと眸ひとみを輝かせた。シアはこれを即そく座ざに捌さばく。

「だめだめ、リグルスも。結婚て、そういうものじゃないの。大きくなったら、みんなにもわかるわ」

「じゃあ、私とリグルスなら結婚できるよね？」

　期待の籠こもったアスティナの無む邪じや気きな問いに、シアは素そっ気けなく溜ため息いきを返した。

「……あのね、姉弟でも無理なの。貴方達には一度、常識っていうものをしっかりと教え込む必要がありそうね？　……ていうか、一度教えたよね？　真面目まじめに聞いてなかったでしょ？」

「でも、でも……クラウス卿きようとニナ様だって、元は兄妹だったんでしょ？」

　アスティナの口からその実例を出されるや、シアが言葉に詰まった。

　クラウスとニナは、今でこそ仲なか睦むつまじい夫婦だが、そうして結ばれるまでにはいくつかの紆う余よ曲きよく折せつを経ている。そのあたりの事情を、子供にわかりやすく説明することは容よう易いでない。

　困こん惑わくするシアが気きの毒どくになってきて、ロセッティはつい口を挟はさんだ。

「いえ、アスティナ様。クラウス様とニナ様に関しては、お二人とは違って、そもそも血がつながっていないのです。それにニナ様は、こちらのベルナルフォン卿きようの養よう女じよになられましたから──」

　わかったようなわからないような顔で、二人は首を傾かしげた。

「じゃあ……スノーリアとリグルスなら？」

　こんがらがってきたのか、シアは答えまでに一瞬の間まを置いた。

「えぇと……それなら大丈夫？」

「えぇー！　ずるい！」

　アスティナの的まと外はずれな不満に、その場の一同は苦笑するしかない。

　スノーリアが、てくてくと近づいてシアの裾すそを摑つかんだ。

「……でも私は、リグルスよりシアのほうがいい」

　そんな子供の告白を受けて、シアは傍はた目めにも困り果てている。

「喜んでいいのかなぁ、それ──でもありがとう、スノーリア。その気持ちは嬉うれしいな」

　スノーリアの銀髪を撫なでながら、シアが優やさしく微笑ほほえんだ。

　その笑顔が子供達を虜とりこにしていることに、彼女自身はおそらく気づいていない。

　そして、この場にはもう一人、その姿に魅み入いられている少年もいる。

　ベルナルフォンがテーブルに身を乗り出し、シア達には聞こえぬように、その少年に囁ささやいた。

「……エルバード、好敵手が多そうだぞ？」

「ち、父上……！」

　からかわれたエルバードが激げつ昂こうする。

「だ、だいたい父上はどうなんですか！　私やシア様はともかくとして、父上はもういい歳としをして、未いまだに独ひとり身みでしょう？　人のことが言えた義理ですか」

　この言葉には、言われたベルナルフォンよりも、ロセッティの側がぎくりとした。

　ロセッティ本人には、妻子もいる。

　ぎくりとした理由は、かつてベルナルフォンと酒を飲んだ時に聞いた、彼の過去にあった。

　慌あわてて顔色を窺うかがうと、ベルナルフォンは薄く笑っていた。

「や、そいつは反論できんな。だが俺おれは、いわゆる反はん面めん教師という奴やつだろう。だからエルバード、俺のようにはなるなよ。どこかに縁えんがあったら、その縁を逃がすな」

　さばけた調子で呟つぶやき、ベルナルフォンはいつもと変わらない不ふ敵てきな表情を見せていた。

　そんな彼の顔を、ロセッティは〝友人〟として、痛いた々いたしく感じてしまう。

　──彼がエルバードという養よう子しを得てまで、独身を貫つらぬいている理由を、ロセッティは知っている。エルバードを引き取ると彼が決めた時に、その話を聞いた。

　ライナスティが首を傾かしげた。

「いや、しかし、御本人の前で失礼ですが、本当に不思議ですよね。今のベルナルフォン卿きようならば、御婦人方のほうが放っておかないでしょうに──実際、お話は多いのでしょう？」

　ベルナルフォンはこれを否定しない。

「まあ、少なくはないが──俺おれはそういうのが、どうも面めん倒どうでな」

　その返答を聞いていたエルバードが、不意に表情を改めた。

　もしもベルナルフォンが結婚し、子供が生まれれば──世よ継つぎとしてのエルバードの立場は、微妙なものとなる。

「あの──父上、もしや、それは私のせいで……」

　エルバードは決して、レスターホーク家の世継ぎの座に執しゆう心しんしているわけではない。

　むしろ、エルバードの立場に気き兼がねして、ベルナルフォンが結婚を決められずにいるのではないかと、そんなことに思いが至ったらしい。

　ベルナルフォンは、即そく座ざにこれを否ひ定ていした。

「馬ば鹿かなことを言うな。おまえを引き取ったのは俺の決断だぞ？　子供が生まれようとどうなろうと、レスターホーク家はおまえに預ける。そのつもりで精しよう進じんしろ。おまえに心配されずとも、結婚はいずれするさ。ちょうどいい相手がいたらな」

　その言葉が、エルバードを気き遣づかった建たて前まえだけの噓うそであることを、ロセッティは知っていた。

　無む論ろん、この場でそれを指摘するような無ぶ粋すいな真似まねはしない。

　話題はすぐに次へと移ろい、今度は子供達を交えて、昼食の話になった。

　結局──ベルナルフォンはこの席で、誰だれにも昔の傷口を見せることなく、ずっと力強く笑っていた。
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「──ベルナルフォン様！」

　甲かん高だかい声と共に飛びついてきた娘に、ベルナルフォン・レスターホークは、心しん底そこから驚いた。

　久ひさ々びさの狩かりから戻り、従者に馬を預けた直後のことである。

　さほど大きくもない屋敷の前で、彼が戸と惑まどうのにも構かまわず、彼女──シェリヌ・フライムは、柔やわらかい唇を寄せてきた。

　ほとんど無む理り矢や理りに、そのまま熱ねつ烈れつな口付けをされる。

　無む論ろん、そんな出迎えは、貴族の作法からは外れていた。

　互いの舌したと舌がしばらく絡み合った後で、ベルナルフォンはようやく彼女を振りほどき、その肩を摑つかんで押さえた。

「……シェリヌ!?　いきなり、何を……！」

　悪ふざけにしては度が過ぎる。

　あたふたと混乱するベルナルフォンを熱っぽく見つめつつ、彼女は両手の指を胸の前で組んだ。

　彼女、シェリヌ・フライムは、ベルナルフォンの許婚いいなずけだった。

　薄く緑がかった髪は短く、貴族の令嬢らしからぬ活動的な印象を醸かもしている。身につけた短衣シヤツに短いスカートも同様で、ころころと変わる豊かな表情とあいまって、快活な街まち娘むすめのようにしか見えない。

　実際のところ、彼女のフライム家は、レスターホーク家よりもさらに零れい細さいの貴族で、暮らしぶりなどは平民とさほど変わらないはずだった。

　そうした環境で育った娘だけに、貴族らしさを求めるのは酷こくかもしれないが──街娘であっても、ここまで情熱的な娘は珍めずらしい。

　シェリヌはうっとりとした眸ひとみでベルナルフォンを見詰め、隣に回って腕を組んだ。

「お久しぶりです、ベルナルフォン様！　お会いできなかったこの二ヵ月、今日という日が待ち遠しくて仕方ありませんでした」

　満面の笑みをもって、好意をそのままぶつけてくる彼女を、ベルナルフォンは一ひと睨にらみした。

「シェリヌ、一応はきみだって、貴族の娘だろう。もっと慎つつしみを……」

「あ、ベルナルフォン様、照てれてますか？　睨んだってだめですよ。ベルナルフォン様のことは、なんだってわかるんですから」

　恋人の肩に、シェリヌはべったりともたれた。

　こうなると、ベルナルフォンは逆さからえない。

　彼女は、十六歳のベルナルフォンより、一つ年上だった。許婚と決まったのは、彼がまだ六歳の頃ころである。

[image: ]

　初めは互いにそれを嫌がって、嫌い合っていたはずが──折に触れて幾いく度どか会ううちに、いつの間にか意い気き投とう合ごうしてしまい、今では式を挙げる日を心待ちにするほどに仲を深めていた。

　ベルナルフォンとしても、彼女のことは心から愛している。その感情を否ひ定ていするつもりもまったくないが、会うなりこれでは、さすがに周囲の目が気き恥はずかしい。

　もっとも──そんな彼女の素直な愛情表現が、嬉うれしくないといえば噓うそになる。

　老ろう執しつ事じのビルクレイドが、恭うやうやしく頭こうべを垂たれて二人を出迎えた。

「お帰りなさいませ、ベルナルフォン様。シェリヌ様は、さきほどからずっと貴方あなたの帰りをお待ちでしたよ。わざわざ今日、狩かりになど行かずとも──」

　小言がはじまりそうな気配を察して、ベルナルフォンは馬小屋を指差した。

「だから、客きやく人じんのために夕食用の兎うさぎを獲とってきた。調理法は任せる」

　ビルクレイドが、白く垂れ下がった眉まゆ毛げを軽く撫なでた。これは彼の癖くせである。

「承うけたまわりました。後ほど、お茶をお持ちいたします」

「あぁ、頼む」

　ビルクレイドは優秀で控えめな執事だった。もう老ろう境きように達しており、ベルナルフォンが生まれる遙はるか前から、この屋敷で働いている。

「シェリヌ、まさか今日は、一人で馬に乗ってきたのか？」

　シェリヌは首を横に振った。

「いいえ。父上に送っていただきました。もう帰られましたけれど──その、モリーアン様のご機き嫌げんがよろしくなくて」

　ベルナルフォンは溜ため息いきを吐ついた。

　母のモリーアンは、実の息子むすこであるベルナルフォンのことを露ろ骨こつに嫌っている。その憎ぞう悪おの対象は、許婚いいなずけであるシェリヌや、彼女の父親にまで及んでいた。

　シェリヌを自室に招き入れて、ベルナルフォンは椅子を勧すすめた。

「あの馬ば鹿か母ははは、何か失礼なことを言わなかったか？」

「そんな言い方をしないでください──大丈夫です、父もわかっていますから」

　座りながら、彼女は少しだけ哀かなしそうな眼めをする。レスターホーク家の嫁よめとなれば、モリーアンは彼女の義ぎ母ぼともなる。姑しゆうとめとの関係は良好にしておきたいのだろうが、ベルナルフォンとしては、もうその点は諦あきらめていた。

　モリーアンは、〝息子の嫁〟を嫌っているわけではない。憎悪の対象はあくまでベルナルフォンであり、ベルナルフォンの味方をする人間達を総じて憎にくんでいる。

　あと数年のうちに彼女と結婚をしたら、少なくとも母が死ぬまでは、別の場所に住むつもりだった。

「弟のバルカスのほうは、まだまともなんだが──あの母は駄だ目めだ。完全に狂くるっている」

　シェリヌがそうした悪口を嫌がるのを承しよう知ちで、ベルナルフォンはなおもその言葉を口にした。

　彼女は困ったように黙ってしまう。

「……すまないな。再会するなり、嫌な話で。だが、母の様子がおかしいのは本当だ。何かあっても、驚かないでくれ」

　双そう眸ぼうに力を込めて、ベルナルフォンはシェリヌを見詰めた。

　シェリヌがわずかに肩を震ふるわせる。

「……あの……モリーアン様の状態は、そんなに？」

「父上の病状が思わしくないからな──とはいっても、父上の身を心配しているわけじゃない。父上が死んだら、俺おれがレスターホーク家を継つぐことになる。母上には、それが耐たえ難がたいらしい。困ったものだ」

　モリーアンは、このレスターホーク家を、次男のバルカスに継がせたがっている。

　十三歳になるバルカスは、ベルナルフォンのことを特に慕したってはいないが、毛け嫌ぎらいしているわけでもない。家族というよりは他人に近いが、無関心ではあっても、悪意を向けてくることはあまりなかった。

　そのバルカスも、母であるモリーアンの異常性には、薄うす々うす気づいている。

　シェリヌは何かを言いたそうだったが、結局、何も言わずに口くち籠ごもった。ベルナルフォンとシェリヌの縁えんは深いが、彼女はモリーアンと顔を合わせたことも、ほとんどない。

「ベルナルフォン様。お茶をお持ちいたしました」

　執しつ事じのビルクレイドが、ノックの後に扉ドアを開けた。彼もまた、ベルナルフォンを次の当主と認めているために、モリーアンからは目の敵かたきにされている。

「ありがとう、ビルクレイド。よかったら君も同席しないか？」

「ご冗じよう談だんを。お二人の時間を邪じや魔まするほど、この年寄りは野や暮ぼではございません」

　背筋をぴんと伸ばしたまま一礼をし、彼は茶の用意だけをして退席した。

　その姿が見えなくなったところで、シェリヌがくすりと笑う。

「ビルクレイドさんはお元気ですね。さきほども、ベルナルフォン様がお戻りになるまでの間、ずっと話し相手になってくださいました」

「優秀な執事だよ。彼がいなかったら、この家はとっくに潰つぶれている」

　その言は、決して誇こ張ちようではない。

　彼の淹いれてくれた茶を味わいながら、ベルナルフォンとシェリヌは、夕食までの時間を二人きりで過ごした。
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　邸てい内ないの一室にて──

　ドナティウ・レスターホークの本妻、モリーアンは、冷たい眼まな差ざしで窓の外を見下ろしていた。

　今、そこには誰だれもいない。

　だが、ついさきほどまで、そこでは彼女の息子むすことその許婚いいなずけとが、抱き合い口付けをかわしていた。

　醜しゆう悪あくなものを見るような眼めつきで、モリーアンは窓からその光景を見ていた。

　そして、彼らが邸てい内ないに消えた後も、ずっと──ずっと、そこに立ち尽くしている。

　細ほそ身みの体は怒いかりで小こ刻きざみに震ふるえ、眼には暗い炎ほのおが燃えていた。

　顔には皺しわが深く、もう老ろう婆ばのようにしか見えないものの、実のところ、彼女はまだ四十代である。

　その顔に、表情はない。

　暗く、深く、静かに──彼女は、その身の内に〝怒り〟を煮にえたぎらせていた。

　そんな母親の姿を見かねて、次男のバルカスは、慎しん重ちように声をかけた。

「……あの、母上、その──夕食は、やはり兄上達とは別で……？」

　長男のベルナルフォンとは、いつも別に食事をしている。だが今日は、シェリヌという客が来ていた。

　まともな貴族としては、客きやく人じんとの食事にも同席しないような行為は、単純に無ぶ礼れいとされる。

　モリーアンの返事はない。バルカスの声など、彼女の耳には入っていないらしい。

　疲労感を覚えて、バルカスは深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

　彼はベルナルフォンの弟で、今年で十三歳になる。

　黒髪で精せい悍かんな顔立ちのベルナルフォンとはあまり似ておらず、バルカスは金髪で温おん和わな顔立ちをしていた。

　病びよう床しようの父親、ドナティウにも、全く似ていない。

　このバルカスが、モリーアンの不ふ義ぎの末すえの息子むすこであることは、この屋敷では公然の秘密だった。

　バルカス自身でさえ、そのことに感づいている。

　母が浮気をした相手は、屋敷にいた下げ僕ぼくで、浮気が発はつ覚かくした際に放ほう逐ちくされたらしい。

　兄や父、それにこの家を恨うらんだこともあったが──大人おとなの事情を理解する力を得た今では、少しばかり、考え方も変わってきた。

　父は自分に冷たいと思ったこともあったが、よくよく観察してみると、父のドナティウはベルナルフォンに対しても同様に冷たかった。つまりは、子供を愛せない気き質しつの男なのだろう。年とし老おいた今では寝たきりで、痴ち呆ほうもはじまっている。あとは死を待つばかりの抜ぬけ殻がらと思えた。

　そして兄のベルナルフォンは、バルカスを可愛かわいがるようなこともなかったが、かといって疎うとんじるような様子も見せていない。

　母との仲が険けん悪あくなため、会話をする機会自体がほとんどないが、この母の狂きよう気きじみた怒いかりを受け止めながら、よく自じ制せいしているとさえ思う。

　だからバルカスは、兄や父に対する母の怒りを、共有しているわけではない。

　──正直なところを言えば、ほとんど呆あきれている。

「……バルカス」

　モリーアンが、掠かすれる声で名を呼んだ。バルカスは慌あわてて返事を返す。

「はい。なんでしょうか？」

「夕食は、一いつ緒しよに摂とります。ビルクレイドにそう伝えなさい」

　バルカスは耳を疑った。

　咄とつ嗟さに問い返そうとして、口を噤つぐむ。再度、問い直すことは、短気な母の気を逆さか撫なでする行為になりかねない。

「わかりました。伝えてきます。その──賢けん明めいなご判断と思います」

　バルカスの眼めから見ても、父の死し期きは近い。

　その後は、ベルナルフォンがレスターホーク家の当主となる。彼との険けん悪あくな関係をさらに悪化させていくことには、どう考えても利がなかった。

　レスターホーク家は世よ継つぎ争いに見合うような大貴族ではないし、バルカスも成人したら家を出るつもりでいる。貧びん乏ぼう貴族の後を継いで苦労するより、商人にでもなったほうがよほどいい。

　ベルナルフォンと懇こん意いにしているサンクレット家の長男坊などは、大貴族の身で、しかもまだ少年でありながら、商売にも精を出していると聞く。

　その真似まねをするつもりはないが、そうした生き方は賢かしこいとも思った。

　部屋を出る時に、バルカスは母の呟つぶやきを聞いた。

「……潮しお時どき、ということかしら」

（……ようやく、和解してくれる気になったのかな……？）

　彼女の独ひとり言ごとを、バルカスはそんなふうに解釈した。
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　その夜の夕食の席は、息苦しくも賑にぎやかなものになった。

　話題を盛り上げようとしたのは、主にシェリヌである。気立てのいい彼女は、この席をせめて楽しいものにしようと、健気けなげに頑がん張ばっていた。

　話題を振り、笑顔を振りまき、そして料理を誉ほめた。

　当然、ベルナルフォンはその意い図とを汲くんで、彼なりに努力をしたし、弟のバルカスもまた、兄達のそんな気き遣づかいに感じるものがあったのか、その席を楽しもうとしていた。

　しかしその席で──モリーアンの顔が綻ほころぶことは、とうとう一度もなかった。

　相あい槌づちをうち、たまに一言を発することもあったが、どれも機械的な受け答えに過ぎず、どうしても重苦しい空気が抜けなかった。

　給きゆう仕じのビルクレイドが気を利きかせて、上等な果実酒を開けてくれたが、その酒もあまり効果をもたらさずに、食事は終わった。

　もっとも、これは画かつ期き的てきな変化であったことも事実である。母のモリーアンとベルナルフォンとが食事に同席したこと自体が、実に数年ぶりだった。

　記憶が曖あい昧まいすぎて、いつ以来だったのか、思いだせないほどである。

「……どういう風の吹き回しだったのかな、あれは──」

　夕食後、シェリヌと共に自室でくつろぎながら、ベルナルフォンは眉まゆをひそめていた。

　あの母親が、急に和解を考え始めるとは思いにくい。かといって、わざわざ夕食に同席した理由もよくわからない。

　ベルナルフォンの寝台ベツドに腰掛けたシェリヌが、微かすかに首を傾かしげた。

「ベルナルフォン様──今まで、あまり聞いてはいけないことかと思って、遠えん慮りよしていたのですが……モリーアン様は、どうしてベルナルフォン様とそんなに仲が悪くなってしまったんですか？」

　彼女の問いに、ベルナルフォンは憂ゆう鬱うつな嘆たん息そくを返す。

「いまさら、君に隠かくしても仕方ないことか。俺おれとバルカスの父親が違うことについては、なんとなく察しているだろう？」

　周囲から見て、まるで容よう姿しが似ていないことは、ベルナルフォン自身がよく承しよう知ちしていた。

　シェリヌは小さく頷うなずく。

「はい、それは──でも、ベルナルフォン様も間違いなく、モリーアン様のお腹からお生まれになったのですよね？　バルカス様が、父ちち君ぎみに疎うとまれるということならわかりますが、ベルナルフォン様が実の母親に嫌われる理由が、私にはわかりません」

「……優やさしいな、シェリヌは」

　皮ひ肉にくではなく、ベルナルフォンはそう感じた。〝わからない〟ということは、彼女の中に、そうしたどろどろとした感情を理解する下した地じがないことを意味している。母親は子供のことを愛して当然──そんなふうに考えているのだろう。

〝優しい〟と言われた理由がわからなかったのか、シェリヌはきょとんとして、ベルナルフォンを見つめた。

「シェリヌ。君は、俺おれのことをどう思っている？」

　問うと、シェリヌはわずかに頰ほおを染めた。言葉での返事がなくとも、その視線と雰ふん囲い気きが、雄ゆう弁べんに彼女の感情を物語っていた。

　彼女の隣に腰を下ろして、ベルナルフォンはその細い肩を抱く。

「説明するのはつらいが──こう考えてくれ、シェリヌ。もし君が、今の俺と引き離されて、別の嫌いな男の子供を産うまされたら──どう感じる？」

　シェリヌがふと、その身を硬かたくした。

　今の言葉だけで、シェリヌはモリーアンの境きよう遇ぐうを悟さとったに違いない。

「ベルナルフォン様──じゃあ、モリーアン様は……」

「正直に言う。そもそもは、父上も悪い。母上はもともと、平民だったんだ。恋人もいたらしいが、父上がそれを横取りする形で妻にした。それで母上は、ずっと父上を恨うらんでいる。そして──横取りはしたものの、一いつ向こうに自分を愛そうとはしない母上に、やがて父上も愛あい想そを尽かした。勝手な話だ」

　ベルナルフォンは、半なかば吐き捨てるように言った。

　父も母も、結婚などしないほうがよかっただろうにと思う。結果論に過ぎないし、そうなれば自分も生まれていなかったはずだが、両親の関係はベルナルフォンの眼めから見てあまりに馬ば鹿かげていた。

「母上が俺を嫌うのは、嫌いな男に産まされた忌いまわしい記憶ゆえだろう。そもそも、母上は貴族の血を憎にくんでいるのかもしれない。一方で、バルカスのほうは好きだった浮気相手との子供──つまり、そういうことだ」

　シェリヌが、俯うつむいたままで声を震ふるわせた。

「モリーアン様は……可か哀わい想そうです」

　優やさしい彼女を抱き寄せて、ベルナルフォンはその耳元に囁ささやく。

「……そうだな。母上のことは嫌いだが、俺おれも多少は同情する。嫌いな男との間に生まれた俺が、一つ屋根の下にいるこの状況は……」

「違います。そういうことじゃなくて……」

　顔をあげたシェリヌは、涙なみだ眼めになっていた。

「ベルナルフォン様は、こんなに素す敵てきな方かたなのに──モリーアン様は、ベルナルフォン様のことを何も知らないということでしょう？　モリーアン様は、父ちち君ぎみの幻げん影えいを貴方あなたに映うつしているだけで、ベルナルフォン様の本当の姿を見ようとさえしていません。それは、とても哀かなしいことだと思います」

　紡つむがれたシェリヌの声は、胸が苦しくなるほどに真しん摯しだった。

　──どこまでも、純粋な娘だと思う。

　ベルナルフォンは、彼女の頰ほおに手を添そえ、溢あふれかけた涙をそっと指先ですくった。

「俺の本当の姿、か──そんなものは、シェリヌだけが知っていてくれれば、それでいいさ」

　言ってから、我ながら臭くさい台詞せりふだと自じ嘲ちようした。

　親友のクラウスあたりがもしも聞いていたら、大笑いされたに違いない。

　ベルナルフォンのそんな口く説どき文もん句くは、しかしシェリヌにとっては笑う質のものではなかったらしい。

　彼女は嬉うれしそうに眸ひとみを閉じて、ベルナルフォンに体を預けた。

　ベルナルフォンはそのまま、シェリヌを寝台ベツドに寝かせ、その上に覆おおいかぶさった。

　唇を合わせながら短衣シヤツを脱がせ、その内側の柔やわらかな双そう丘きゆうに手を這はわせる。

　シェリヌはぴくんと反応を見せて、切せつなげな吐と息いきを漏もらした。

　やがて唇を離したベルナルフォンの下には、燭しよく台だいの明かりで橙だいだい色に照らされた、彼女の裸ら身しんがあった。

　肌はだを重ねるのは初めてではない。ただ、どちらもまだ成長期だけに、見るたびに彼女の肢し体たいは美しくなっていった。シェリヌのほうでも、会うたびにベルナルフォンの背が伸びていくことに、多少は驚いているかもしれない。

「……今日は、旅の後で疲れていないか？」

　ベルナルフォンは一応、そう問いかける。

　シェリヌはくすりと、華はなのように笑った。

「そういう気き遣づかいはできるようになったんですね？　全然、平気ですから、安心してください。でも──どっちかというと、優しくしてもらえたほうが嬉しいです」

　ベルナルフォンが赤面するようなことを呟つぶやいて、彼女は首筋に手を回した。

　彼女の耳元に、ベルナルフォンは吐息を寄せる。

「まだ嫁よめ入いり前なのにな──なんだか、そちらの家に申し訳ない気がする」

「ふふっ……じゃあ、早く結婚式を挙げたいですね」

　一つ年上の少女は、ベルナルフォンの誕生日を待つような口ぶりでそう告つげた。

　式を挙げられるのは、そう遠い日のことではないだろう。フライム家のほうでは、娘を手放すのをまだ寂さびしがっているが、許婚いいなずけとしての結婚そのものに障しよう害がいはなかった。

　当初の約束では、ベルナルフォンが十八歳になるのを待って、式を行うことになっている。ただこの分では、一年ほど、その時期が早くなってもおかしくはない。

　シェリヌだけでなく、ベルナルフォンもまた、その祝しゆく福ふくの日を心待ちにしていた。
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　シェリヌ・フライムのレスターホーク家への滞たい在ざい予定は、七日間だった。

　相手の家風に慣れるという建たて前まえで、こうした短期滞在をする例は珍めずらしくないが、シェリヌの場合には、ただ単にベルナルフォンと一いつ緒しよの時間を過ごしたかったというだけの話である。

　執しつ事じのビルクレイドもそれを心得ており、二人の時間を決して邪じや魔ましようとはしなかった。

　とはいえ、シェリヌにしてみれば、その気き遣づかいは嬉うれしいのと同時に、少し過か剰じようにも感じていた。

　自分はこれから、このレスターホーク家に嫁よめ入いるつもりの人間である。

　ベルナルフォンとの時間はもちろん楽しいが、他ほかの家族達とも、できれば良い関係をつくっていきたい。

　姑しゆうとめになるモリーアンは難なん物ぶつだが、昨夜は夕食を共にしてくれた。仲直りのきっかけが、まったくないわけではないとも思う。

　それにもちろん、現在の当主であるドナティウ・レスターホークにも、〝後こう継けい者しやの嫁〟として接したい。

　そのドナティウの病状は、あまり良くない。

　昨日、シェリヌが父親と共に見み舞まった時には、寝台ベツドから身を起こすこともできなかった。

　痴ち呆ほうも進んでおり、友人たる父を認識できない様子だった。

　その彼から、初めて会う人間に対する挨あい拶さつを受けた時、シェリヌの父はわずかに涙ぐんでいたものである。

　シェリヌのことも当然、憶おぼえてはいなかった。

　そのことを話すと、ベルナルフォンはさばけた調子で応じた。

「父上はもう、俺おれのこともわからんようだ。ビルクレイドのことだけは、きちんと執事としてわかるらしいが……付き合いの長さの違いだろうな、こいつは」

　死し期きも近い──屋敷の誰だれもが、そう感じつつあるらしい。

　無む駄だとは知りつつ、その日、シェリヌはベルナルフォンと一緒に、再びドナティウを見舞った。

　ベルナルフォンと共に、結婚の予定を報告するためである。

　たとえそれが無む駄だであっても、現在の当主がまだドナティウである以上、形式は大切にしておきたかった。

「──父上。こちらが、近く私の花はな嫁よめになるシェリヌ・フライム嬢です」

　寝台ベツドの上に半身を起こした老人の前で、ベルナルフォンはシェリヌをそう紹介してくれた。

　シェリヌは深ふか々ぶかと一礼をする。

　ドナティウの顔は、ベルナルフォンとよく似ていた。精せい悍かんで険けわしく、人を射い抜ぬくような眼めをしている。

　長い白はく髪はつは、家の者が綺き麗れいに束たばねているため、さほど見苦しくはない。ただ、長い期間にわたって寝たきりであるため、肉がげっそりと落ち、さながら幽ゆう鬼きのような印象を醸かもしていた。

　若い頃ころから無口な性しよう分ぶんだったらしく、痴ち呆ほうの進んだ今でも、滅めつ多たに声を発さないらしい。

　その落おち窪くぼんだ眼が、ぎょろりとシェリヌを睨にらんだ。

　執しつ事じのビルクレイドが、気を利きかせて言葉を添そえる。

「ドナティウ様。昨日きのうもお見えになったシェリヌ様ですよ。子供の頃から、ベルナルフォン様の遊び相手だった方です」

「……そうか。では、馬を用意してくれ。狩かりに出よう」

　すでに、会話が成立しない。

　シェリヌは微笑を崩くずさないまま、後をビルクレイドに任せて、ベルナルフォンと共に廊下に出た。

　廊下に出ると、ベルナルフォンはシェリヌの肩を抱いた。

「あれでも今日は、機嫌がいいんだ。ビルクレイドもつらいだろう」

　彼の溜ため息いきも重い。

「こればかりは仕方ありません。誰だれのせいでもないことですから」

　そう慰なぐさめた後で、シェリヌはふと、人の気配に気づいた。

　廊下の角から現れた細い人影は、ドナティウの妻であるモリーアンのものだった。

　冷たい眼で、一瞬だけシェリヌ達を見た後に──彼女は息子むすことその恋人を無視して、そのまま夫の寝室の扉ドアをノックした。

　ベルナルフォンが不ふ審しんげに眉まゆをひそめる。

　モリーアンがドナティウの寝室を訪ねることは、かなり珍めずらしいらしい。

「あ、あの！　モリーアン様！」

　シェリヌはつい、そこで声をあげてしまった。

　何か、言うべきことを思いついたわけではない。

　ただ、少なくとも話をする機会を作らなければ、関係が改善することもないように思った。

　モリーアンが、ゆっくりとシェリヌを見る。

「……何か？」

　その冷たい声に、シェリヌはぞくりとした。

「いえ、もしお時間がありましたら、後でお茶など、ご一いつ緒しよさせていただけないでしょうか。私──」

　モリーアンの視線が、一度、ベルナルフォンに移り、再びシェリヌを見た。

　その口元に、微笑が浮く。

「……貴方あなたはいい子ね、シェリヌ。でもごめんなさい。今日は、そんな気分になれそうになくて──」

　モリーアンは扉ドアを開けて、夫の寝室へと入っていった。

　シェリヌが振りかえると、ベルナルフォンが眼めを丸くしていた。

「……驚いたな。母上が、無視をせずにきちんと応じた」

　シェリヌは微笑ほほえむ。決していい返答ではなかったが、少しずつでも、関係を変えていけそうな手て応ごたえは感じた。

　昨夜の夕食の席でも、モリーアンは言葉を発してくれた。今は氷のように冷たく硬かたい心も、いずれは溶とける日が来るかもしれない。

　シェリヌは、天気のいい外へと、ベルナルフォンと共に歩み出た。

　庭先のベンチに腰掛けて、二人して陽光に眼を細める。

「ベルナルフォン様。私は、モリーアン様とも仲良くしたいです。だって、私にとってもお母様になるんですもの。もし私達に子供が生まれたら、お祖母ばあ様に──少しずつ、ゆっくりでいいんです。仲直りしていくことを考えていただけませんか？」

　シェリヌのそんな言葉に、ベルナルフォンは微笑をもって応じた。

「母上のほうにそのつもりさえあれば──俺おれのほうは、何の問題もない。子供の代にまで、そんな負の関係を持ち越したくはないしな」

　いつも以上にさばけた恋人の横顔を見つめて、シェリヌは微笑んだ。

　自分達の結婚を機に、このレスターホーク家が、よりよくなっていくことを──この時の彼女は、少しも疑っていなかった。
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「ビルクレイド、退たい出しゆつなさい」

「は──」

　夫の寝室に入ったモリーアンは、執しつ事じを部屋の外に追い出した。

　ドナティウは、感情のない眼で妻のモリーアンを見ている。

　それと同質の視線でもって、彼女は夫を見つめ返した。

「久方ぶりに、お目にかかりましたが──私のことが、おわかりになりますか」

　険けんの籠こもった声で呟つぶやく。

　ドナティウは返事をしない。しかめ面つらのままで、彼は一言も発さない。

　モリーアンは、ぎりりと歯を食いしばった。

　この男が──この男が、自分の人生を狂くるわせた。

　彼女はそう感じている。

　彼女の最初の恋人は、この男によって殺された。

　事故だった、ということにされている。

　風の強い夜のこと、その恋人の家に火がつき、そして全すべてが燃え尽きた。

　愛いとしい恋人も、その家族達も──全てが燃えた。

　そんな記憶が、ずっと胸の奥に籠もっている。

　だから彼女は、人生の大半を、悪あく夢むと共に過ごしてきた。

　その悪夢を癒いやそうとしてくれた別の恋人──バルカスの父親もまた、ドナティウによって放ほう逐ちくされ、今では行方ゆくえが知れない。

「……貴方あなたは、満足ですか？」

　誰だれにも聞こえないような小声で、モリーアンは呟いた。

「貴方は満足ですか。私を、こんな檻おりのような家に閉じ込めて、一生を浪ろう費ひさせて──貴方は、私の半分でも苦しみましたか？　まさか──まさか、痴ち呆ほうで苦しみから逃のがれ得たなんて──そんなことは、ありませんわよね？」

　押し殺した声に、ドナティウからの返答はない。

　しばらくの間まが空あいた後で、彼の口から、掠かすれるような声が漏もれた。

「……狩かりに出る。馬を用意しろ」

　モリーアンの鼻筋が、盛り上がるように歪ゆがんだ。

　彼が寝たきりになった時、モリーアンは快感を覚えた。

　自分を苦しめてきたこの男にも、さらに激しく苦しむ順番が回ってきたと、そう感じていた。

　だが、痴呆が進むにつれて、彼は心の苦痛から解とき放はなたれていき、今ではモリーアンのことさえ忘れてしまっている。

　生いき地じ獄ごくを与えていたつもりが──彼にとって、ここは地獄ではなくなっていた。

　そのことが、許せない。

　自分を忘れて、独ひとりだけ〝忘ぼう却きやく〟という救すくいを受けようとしている彼に対し、モリーアンに可能な復ふく讐しゆうは、もはや一つだけしか残されていなかった。

　彼女が、衣い装しようの中に隠かくした物を握ろうとした瞬間──扉ドアに、ノックの音が響いた。

「モリーアン様。昼食の支度したくが調ととのっております。バルカス様は、すでに食卓のほうへ──」

「……すぐに行きます」

　憎にくむべき夫を一ひと睨にらみして、モリーアンは背を向けた。

　その背に、ドナティウの掠かすれた声が投げられる。

「矢は十本ほどもあればいい。供ともの者は──」

　その言を最後まで聞かずに、モリーアンは夫の部屋を出た。

　彼女の胸の奥には、ぐつぐつと沸わき立つものがある。

　もう少しで溢あふれてしまいそうなその感情に蓋ふたをすることなく、モリーアンは唇の端はしに卑ひ屈くつな笑みを浮かべた。
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　子供の頃ころの記憶というものは、年を経るごとに輪りん郭かくが曖あい昧まいになり、総じて美化されていく。

　否いな──〝子供の頃〟に限らず、記憶というもの自体が、よい思い出はより美しく装そう飾しよくされ、悪い思い出はより澱よどんで凝こった物へと転じていきやすい。

　時には、内容がまったく違う形に変化してしまうことさえある。

　シェリヌにとってもそれは同様で、子供の頃に出会ったベルナルフォンの印象は、後から美化してしまった部分が少なくない。

　出会ったばかりの頃の彼は、無ぶ愛あい想そうではあったが、綺き麗れいな顔立ちの少年だったと思う。

　確か、初めて会った時にはお互いが喧けん嘩か腰ごしだった。〝この相手と結婚しろ〟と、親達に勝手に決められたことに、双そう方ほうで腹を立てていた。

　まともな貴族の子女ならば、許婚いいなずけとの初対面には、普通は好印象をもたれようとするし、期待に胸を膨ふくらませるものである。その点、シェリヌもベルナルフォンも、変わり者だったことは間違いない。

　だから、気が合ったのだろう。

　隣で寝息を立てる愛いとしい少年の横顔を見つめながら、シェリヌはくすりと微笑を漏もらした。

　滞たい在ざい、五日目の夜──

　シェリヌが泊まるための客室も用意されてはいたが、その部屋を使うことはないまま、結局、夜はずっとベルナルフォンと共に過ごしている。

　その妙に無む邪じや気きな寝顔を見ていると、シェリヌは子供の頃を思いだす。

　初対面の頃は本当に、まともに口を利きかないほどの酷ひどい関係だった。

　そして数回の交流を経てから、ようやくにお互いの良い所に気づき始めた。

　きっかけは些さ細さいなことである。シェリヌが大切にしていた犬が死んでしまい、落ち込んでいた彼女に、ベルナルフォンが声をかけてくれた。

　一いつ緒しよに犬の墓はかを作りながら、いろいろな話をした。

　その時に、幼いシェリヌは、ベルナルフォンの抱えていた孤こ独どくの深さを垣かい間ま見みた。

　それと同時に、その孤独に決して拗すねない彼の強さも知った。

　惹ひかれはじめてからは、以前の悪い思い出までが美化されていき──本当は初対面で一目惚ぼれをしていて、後になってやっとそれに気づいたのではないかと、今はそんな錯さつ覚かくさえ感じている。

（この人の、家族になってあげたい──）

　それが、今のシェリヌの正直な想おもいだった。

　心地よい疲労感と共に、シェリヌが恋人を見つめていると──ふと階下で、軽い衝しよう撃げきを伴ともなう物音が聞こえた。

　シェリヌはびくりとして、肩を震ふるわせた。

　ベルナルフォンの部屋の下には、現げん当とう主しゆ、ドナティウの寝室がある。

（なんの音……？　今の──）

　ドナティウが寝台ベツドから落ちたのか、あるいは部屋から出ようとしているのか、いずれにしても不ふ審しんな音である。

　ベルナルフォンを起こそうかと迷いつつ、シェリヌは身を起こした。

　──安らかな寝息をたてて、よく眠っている。

　彼を起こす前に、自分で状況を見てこようと思い立ち、シェリヌは寝台を降りて衣服をまとった。

　ランタンを片手に部屋の扉ドアを開けて、薄暗い廊下へと歩み出る。

　階段を降りようとしたところで、下から上がってくる人影に気づいた。

「……モリーアン様？」

　寝しん衣いをまとった細い影は、紛まぎれもなく、ベルナルフォンの母のものだった。

　不ふ審しん者しやなどではないことにほっとしつつ、シェリヌはランタンを掲かかげる。

「あら、シェリヌ」

　モリーアンが涼すずやかに声をよこした。

　その機嫌がよさそうなことを察して、シェリヌも微笑を返す。

「こんばんは、モリーアン様。今、下のほうで物音がしましたけれど……こんな真夜中に、どうなさったんですか？」

「なんでもありませんの。ちょっと……かたき討ちをしてきまして」

　ランタンの明かりの中に、モリーアンの微笑が浮かび上がった。

　シェリヌは、その場で四し肢しを硬こう直ちよくさせる。

　赤く染まった、微笑──

　全身に血を浴びたその姿は、明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。

　その寝衣は返り血で染まり、手には鮮血にまみれた短剣ダガーが握られている。

　声を失って、シェリヌは数歩、そこから後ずさった。

　たちまち、背が壁に当たる。

　がくがくと震ふるえる膝ひざを鼓こ舞ぶして、彼女は必死に立っていた。

　夢見るような微笑を湛たたえたモリーアンが、ぽつりと口を開いた。

「……あの人ったら、抵てい抗こうもしませんでしたわ。せめて苦しんでくれればよかったのに、本当に、救すくいようのない人……」

　刃先から滴したたる血の雫しずくが、階段にぽつぽつと跡を残していく。

　その血が誰だれのものであるかを察して、シェリヌはようやく、甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　モリーアンの背後、階下の一角からは、いつの間にか火の手もあがろうとしている。そこはちょうど、当主であるドナティウの寝室のすぐ傍そばだった。

　さきほど、耳にした物音も──おそらくは、そこで起きた惨さん劇げきによるものだろう。

　壁を背にしたシェリヌの前に、モリーアンが歩を進める。

　シェリヌは肩を震わせ、両手で体を庇かばった。

　その眼前に、血を浴びたモリーアンの顔が突き出される。

「……貴方あなたはいい子ね、シェリヌ。ベルナルフォンが愛してしまうのもわかるわ。だから私は、あの子にも〝失う苦しみ〟を教えてあげたいの──ごめんなさい」

　静かに呟つぶやいて──モリーアンが、短剣ダガーを振り上げた。

　シェリヌは思わず眼めを閉じた。

「……母上！　何をしておいでですか!?」

　咎とがめる声は、ベルナルフォンのものではなかった。

　階段のすぐ傍そばの部屋から顔を出した、弟のバルカスである。

　返り血に染まった母親と、その正面で震えるシェリヌを認めるなり、彼はその間に飛び込んできた。振り下ろされたモリーアンの短剣ダガーは、間かん一いつ髪ぱつのところで壁に当たる。

　モリーアンの注意が逸それた瞬間に、シェリヌはバルカスに庇かばわれて、壁かべ際ぎわから身をずらした。

　モリーアンが、ゆっくりと軋きしむような動きで向き直る。

「バルカス？　貴方は、外に出ていなさい。次の、レスターホーク家の当主は、貴方なのですから……」

　壊こわれた笑顔で呟いたモリーアンに対し、バルカスが頰ほおを引きつらせた。血に染まった母親を見て、事態の一部は悟さとったらしい。

「何を馬ば鹿かな……シェリヌ様！　早くお逃げください！　母は私が止めます！」

　まだ子供とはいえ、その体格はモリーアンとほぼ近い。血ち塗まみれの短剣ダガーを取り上げようと、彼は果か敢かんにも母親に摑つかみかかった。

　階下からついた火は徐じよ々じよに燃え広がりはじめ、廊下の全体が赤く照らされていく。

　シェリヌの悲鳴を聞きつけてようやく、ベルナルフォンも部屋から飛び出してきた。

「シェリヌ！　何事……」

　目の前で組み合う弟と母親の姿に、彼の言葉が止まった。

　モリーアンは短剣ダガーを渡すまいともがき、バルカスは必死にそれを取り上げようとしている。

　二人のせめぎ合いの脇わきで、シェリヌはがたがたと震ふるえていた。

　そして、その直後に──また、一つの惨さん劇げきが起きる。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんと声を漏もらしたのは、バルカスだった。

　シェリヌが見つめるその胸には、一本の短剣ダガーが、深ふか々ぶかと突き立っている。

　彼女は咄とつ嗟さに、両手で口元を覆おおった。

「あ、あれ……母上……？」

　何が起きたのかを把は握あくしていないかのような顔で、バルカスは困ったように、頰ほおを引きつらせた。

　血を吐いたバルカスが膝ひざをつき、その場にうずくまる。

　もみ合いの末すえ、実の息子むすこに短剣ダガーを突き立ててしまったモリーアンは、彼と同様に呆然としていた。

　やがてその眸ひとみが見開かれ、口元がだらしなく開き──




「……う…………うああああああああああああああ！」




　耳を引ひき裂さくようなモリーアンの絶ぜつ叫きようが、屋敷中に響き渡った。

　あまりに甲かん高だかい声に、シェリヌは思わず耳を塞ふさぐ。

　パチパチと火の爆はぜる音が階下から迫り始めた。

　木造の屋敷は、早くも壁が燃え始めている。眼めを潰つぶすような煙が漂ただよいはじめた廊下で、モリーアンはなおも絶叫した。

「バルカス!?　バルカス！　どうして貴方あなたに、そんな……私じゃない！　私じゃ……！」

　がちがちと歯を鳴らしながら叫んで、モリーアンは寝しん衣いの隙すき間まから、別の短剣ダガーを抜き放った。

　その短剣ダガーが狙ねらうのは、シェリヌの体である。

「あ……！」

「母上！」

　二人の声が、重なった。
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　愛いとしい娘の脇わき腹ばらに、短剣ダガーが突き立った直後──

　ベルナルフォンは、実の母親を[image: 拳]こぶしで力いっぱいに殴なぐりつけていた。

　崩くずれたシェリヌの体が、その一歩前で、階段を転ころがり落ちていく。

　階下は火の海だった。

「シェリヌ！」

　絶ぜつ叫きように近い声で名を呼んで、ベルナルフォンはその後を追おうとした。

　モリーアンの手が、その背を摑つかむ。

「あ、貴方あなたを……貴方達だけを、幸せになんてさせない──！」

　声は明らかに、正しよう気きを失っていた。

　ベルナルフォンの中で、何かが弾はじけた。

「ふざけるな！」

　煙を吸いながら、彼は一いつ喝かつする。

「シェリヌが何をした！　貴き様さまのつまらん被ひ害がい妄もう想そうに、これ以上、付き合う気はない！」

　半なかば落ちるようにして、彼は階段を駆け下りる。

　それに引きずられる形で、モリーアンも階段を転がった。

　落ちた床ゆかの上では、シェリヌの身が炎ほのおに巻かれていた。

　悲鳴をあげる彼女に駆け寄り、自らの体に火が回るのも構かまわず、ベルナルフォンはその身を抱え込む。

　衣服で彼女を包み、まとわりつく炎を必死に消しながら、ベルナルフォンは懸けん命めいに彼女の名を呼び続けた。

「ベルナルフォン様！　早く、こちらへ！」

　巻き上がる炎の向こう側から、執しつ事じのビルクレイドの声が響いた。

　その方向へ走ろうとしたベルナルフォンの前に、狂きよう気きの眼まな差ざしを湛たたえたモリーアンが立ち塞ふさがる。

「ベルナルフォン、バルカスは……バルカスはどこ？　貴方が殺したの？　貴方が殺したのよね？」

　熱い炎に巻かれながら、ベルナルフォンはぞっとした。

　モリーアンもまた、その寝しん衣いに炎をまとっていた。

　引きつったように笑う壊こわれた表情は、まがりなりにも家族のものとは思えない。その醜しゆう悪あくな形ぎよう相そうに、ベルナルフォンは心臓を握にぎり潰つぶされるような威い圧あつ感かんを覚えた。

　両手に抱いたシェリヌは、呻うめき声すら漏もらさない。その脇わきに刺さった短剣ダガーの周囲は、黒く血に染まっていた。

　焦あせったベルナルフォンは、モリーアンの脇をすり抜けて、向こう側へ出ようとした。

「──待ちなさい。バルカスのことを、無視するつもり？」

　煙の中から、炎に燃えるモリーアンの手が迫る。

　ベルナルフォンの両手はシェリヌを抱いているために、動かすことができない。

　身をひねってかわそうとしたその顔を、モリーアンの左手がとらえた。

　たちまち、ベルナルフォンの右みぎ眼めの周囲が、その手の炎ほのおに焼かれる。

　激しい熱さに呻うめき声をあげた、ベルナルフォンの右眼を──

　モリーアンの親指が、深ふか々ぶかと抉えぐった。

　目玉が潰つぶれ、炎に焼かれる。

　熱さと痛みと衝しよう撃げきに息を詰まらせ、ベルナルフォンは折れそうなほどに歯を食いしばった。

　痛みに負けて、ここでシェリヌを落としてしまえば、もう抱えあげることはできない。

「ど……どけっ！」

　体ごと突き飛ばそうとすると、モリーアンは燃えながら、ベルナルフォンの手からシェリヌを落とそうと摑つかみかかってきた。

　片眼を失い、残った眼まで、痛みで視し界かいが明めい滅めつしてしまう。

　──これまでかと、覚かく悟ごをしかけた。

　その時、炎の向こう側から、転ころがり込んできた人影があった。

「モリーアン様！　貴方あなたという方は……！」

　棍こん棒ぼうを携たずさえた執しつ事じのビルクレイドが、怒いかりの声と共に、モリーアンの肩を打ち据すえる。

　よろめいた彼女は、ベルナルフォンの傍そばから離れた。

　ベルナルフォンはそのまま、ビルクレイドに肩を支えられる。

「ビ、ビルクレイド……」

「ベルナルフォン様、このまま、はやく外へ──！」

　老おいた執事は、意外なほどに力強い足取りで炎を踏みつけ、ベルナルフォンとシェリヌを出口へ誘ゆう導どうした。

　最後に取り残されたモリーアンの絶ぜつ叫きようが、煙に掠かすれながら背後で響き渡る。

「……燃えろ！　燃えてしまえ！　こんな家、みんな燃えればいいんだ！　貴族の家なんて、みんな燃え……！」

　狂くるった女の罵ば声せいを背に、ベルナルフォン達は屋敷の外へと転がり出た。

　屋敷から充分に離れた草むらに倒れこみ、その場で彼は激しく咳せき込こむ。

「……シェリヌ！　シェリヌ、しっかりしろ！」

　咳き込みながらも、自身の痛みも忘れて、彼は彼女の傍そばで名を叫んだ。

　煙を吸ったのか、シェリヌは意識を失っていた。

　いたるところが焼け爛ただれたその肢し体たいに、ついさきほどまでの彼女の面おも影かげはない。美しく張りのあった肌はだは、ところどころが赤黒く変色し、しなやかだった髪は焦こげてもつれていた。

　ビルクレイドが、その肩を抑おさえる。

「ベルナルフォン様、無む理りに動かしてはなりません！　血が溢あふれてしまいますから、短剣ダガーもそのままで──今、馬車を出します。施せ療りよう院いんへ急ぎましょう」
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　ベルナルフォンの怪け我がも軽傷ではない。だが今の彼には、自身の傷など気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　抱きかかえた彼女の名を、ただ必死に叫び続ける。

　背後で屋敷の梁はりが崩れた。

　轟ごう音おんに驚いたベルナルフォンは、咄とつ嗟さに右側から振りかえる。

　失った右みぎ眼めに、屋敷の最後の姿は映らない。

　ただ──幻げん覚かくの中では、赤々と燃え盛る炎ほのおの奥に、高笑いをする独ひとりの女の姿が浮かんでいた。
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　ビルクレイドが走らせた馬車によって、シェリヌの体は街まちの施療院に運び込まれた。

　彼女が眼を覚ましたのは、翌朝のことである。

　自身も治療を受けた後、ベルナルフォンはずっと彼女の傍そばに控えていた。

　モリーアンの手によって顔には火傷やけどを負い、右眼は失明した。

　だがそんな傷のことよりも、ベルナルフォンは今、もっと大切なものを失いつつある。

　顔の半分に包帯を巻いたまま、彼は許婚いいなずけの寝台ベツドの傍そばから離れずにいた。

　──今はどうしても、離れたくない。

「……ベルナルフォン、様……？」

　目覚めた彼女の喉のどから、掠かすれる声が紡つむがれた。

　ベルナルフォンはびくりとする。

　彼女がもう助からないことは、施せ療りよう師し達から聞かされていた。

　仮かりに一度は目覚められたとしても、長くはもたない──それが施療師の見解だった。

　美しかった彼女の顔は火傷やけどに爛ただれて、今は包帯を幾いく重えにも巻かれている。

　体を動かすこともできないようで、声だけはでたものの、身を起こそうとはしなかった。

　まるで命が抜けていくような声で、彼女はベルナルフォンを呼んだ。

「ベルナルフォン様……そこにいらっしゃるのですか……？　眼めが、見えません……」

「……あぁ。あぁ、ここにいる──君も眼の周りに包帯を巻かれているからな。今は、見えなくても仕方ない。俺おれも似たような状態だ」

　ベルナルフォンは、必死で震ふるえがちな声を絞しぼりだした。

　握り返されることのない彼女の手を握り、火傷だらけの指をそっと撫なでる。

　寝台の上のシェリヌは、息苦しそうに細く息を吐いた。

「……今、ね。夢を見ていました……」

　子供に語りかけるようなその声に、ベルナルフォンは頷うなずく。

　施療師や執しつ事じのビルクレイドは、気を利きかせて部屋を出て行った。彼らの足音を背に聞きつつ、ベルナルフォンは恋人の耳元に囁ささやく。

「シェリヌ、どんな……夢だ？」

　問うと、シェリヌは微かすかに笑った。

「……貴方あなたと、結婚式を挙げる夢です──幸せな、結婚式を」

　ベルナルフォンは、きつく唇を嚙かんだ。

　シェリヌのか細い言葉は続く。

「──母様が仕立ててくれたドレスを着て、みんなの見守る道を、貴方と一いつ緒しよに歩いていくんです。ベルナルフォン様ったら、柄がらにもなく緊きん張ちようしていて──つまずきそうになって、慌あわてて私が腕を組み直して──」

　寝台の脇わきに跪ひざまずいたベルナルフォンは、俯うつむき、彼女の手をぎゅっと握った。

　シェリヌは囁くように、夢の言葉を紡ぎ続ける。

「私が投げたブーケを、みんなで取り合って落として、結局はコリーンが拾っちゃって──おかしいですよね。あの子、とっくの昔に亡なくなったのに……」

　それはシェリヌがかつて飼かっていた犬の名前だった。ベルナルフォンと彼女とを結びつけたきっかけも、その犬がくれたようなものである。

　肩を震ふるわせながら、ベルナルフォンは彼女の耳元に唇を寄せた。

「そうか……俺おれも、君と同じ夢を見たよ」

　眼めを閉じて、ベルナルフォンはその光景を心に描いた。

「──白い婚こん礼れい衣い装しように身を包んだ君と、誓ちかいをたてて──口付けをかわした。君の父上が、式の途中で泣き始めて……フォルナムから呼んだ司し祭さいが、困ったように笑っていたよ」

　シェリヌがくすりと笑った。

　幾いく重えにも巻かれた包帯の奥に、彼女の笑顔が確かに見えた。

　ベルナルフォンは、ゆっくりと嚙かみしめるように、その先の言葉を囁ささやく。

「婚礼衣装を着たシェリヌは綺き麗れいだった。本当に──本当に、綺麗だった。みんなが眼めを奪うばわれていた。俺おれが緊きん張ちようしていたのだって、君が綺麗すぎたからだ。祝しゆく福ふくの言葉を聞きながら、ずっと君に見み惚ほれていて……」

　包帯の隙すき間まから、ベルナルフォンは彼女の唇に唇を重ねた。

　両手で彼女をそっと抱き、焦こげた髪を撫なでる。

「クラウスが言っていた。夏になったら、領内のサナロワ湖の別べつ荘そうを貸してくれるって──あそこは綺麗なところなんだ。遠くにセブラズ山地の稜りよう線せんが見えて、朝には薄く霧きりが出る。二人で散歩をするのにちょうどいい、遊歩道もあったはずだ。そういう旅行は初めてだろう？」

　シェリヌが小さく頷うなずく。

「素す敵てきですね、それって──楽しみです」

「ああ、釣つりをしたり、泳いだりもできる。ボートもあったかな……クラウスに確認しておこう」

　握った彼女の指が、微かすかに動いた。

　ベルナルフォンは話し続けようとして、言葉に詰まる。

　話したいとは思うのに、想おもいが心の中で渦うずを巻き、何も言葉にすることができない。

　ただ、彼女の手を握り、その傍そばで嗚お咽えつを漏もらす。

　シェリヌが細く、息を吐いた。

　掠かすれる声が、ふっとその喉のどから漏れ始める。

「……ベルナルフォン様──大好きです……」

　それが彼女の、最さい期ごの言葉だった。

　籠こめられる限りの、全すべての感情を内ない包ほうしたその言葉が、ベルナルフォンの心に焼きつく。

　ベルナルフォンは呆ぼう然ぜんと顔を上げ、声を詰まらせた。

　名を読んでも、語りかけても、手を握っても、もうシェリヌは反応を示さない。




　──そのまま彼女は、昏こん睡すい状態に陥おちいり、その日の夕刻に息を引き取った。

　ずっと手を握っていた彼女が、事切れた瞬間──

　ベルナルフォンは生まれて初めて、恥はじも外がい聞ぶんもなく、大声で慟どう哭こくを繰り返した。
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　シェリヌ・フライムの葬そう儀ぎは、ごく簡かん素けつに行われた。

　列席者の数はさほど多くなかったが、そのいずれもが、彼女の明るい人柄を愛した人々だった。

　しとしとと降る雨の中、その遺い灰はいは滞とどこおりなく墓はかに納められ、彼女の魂たましいは嘆なげき哀かなしむ両親に見送られた。

　列席したベルナルフォンの包帯は、まだ取れていない。

　彼には周囲から、同情の入り混じった視線が注がれていた。

　一晩の火事で、家族と許婚いいなずけを同時に失った少年──

　そう見られている。

　全すべての件は、執しつ事じのビルクレイドが処理をした。

　モリーアンの凶きよう行こうを隠かくし、この件を事故として扱ったのである。

　これが殺人と発はつ覚かくすれば、フライム家とレスターホーク家の関係は決定的に破壊され、両家ともが他の貴族達からの好奇の視線にさらされることにもなる。

　まだ十六歳という若さで恋人を失ったベルナルフォンが、途と方ほうもない喪そう失しつ感かんによって、ただ呆ぼう然ぜん自じ失しつとしている間に──ビルクレイドが、独どく断だんでその処理をした。

　シェリヌの葬儀の後。

　帰き途との馬車で、ビルクレイドはその独断をベルナルフォンに詫わびた。

「……ベルナルフォン様のご気き性しようからして、真実を伏せたままにすることは苦痛かと存じましたが──あえて、そのように処理させていただきました」

　その謝しや罪ざいを受けたベルナルフォンは、無言で窓の外の雨雲を見つめていた。

　ビルクレイドを責せめるつもりなど、毛もう頭とうない。彼は執事として、両家のためにもっとも傷の少ない選せん択たく肢しを選んだに過ぎない。

　──なにより、今から何がどうなろうと、もう彼女は戻ってこない。

　罪人であるモリーアンは死に、彼女を止めようとした弟のバルカスも死に、当主だったドナティウもまた殺され──ベルナルフォンは、一番大切な恋人を失った。

　その喪失感で、ベルナルフォンはここ数日、まともに食事も摂とれずにいる。

「……どうして俺おれは──シェリヌを守れなかったんだろう」

　ベルナルフォンは、そんな独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

　その想おもいは、日増しに強くなってくる。

　もしも自分が、もっと早くに彼女の傍そばに走ることができたら──

　もしも、シェリヌが寝台ベツドから起きた段階で、一いつ緒しよに目覚めていたら──

　もしも、彼女を家に滞たい在ざいさせずに、モリーアンからも遠ざけておけば──

　そんな仮か定ていが、常に頭の中をぐるぐると回っていた。

　自身を責せめる、そんなベルナルフォンの心情を察したのか──ビルクレイドが、控えめに口を開いた。

「……申し訳ありません。ベルナルフォン様。こんなことになるならば──もっと以前に、私が、あの女を殺しておくべきでした」

　押し殺したその声の凄すごみに、ベルナルフォンは思わず執しつ事じを振りかえった。

　老おいた執事は、馬車に揺られながら訥とつ々とつと語りだす。

「今となっては、お話することに意味もありませんが……ベルナルフォン様は、ドナティウ様がモリーアン様を奪うばった経緯いきさつについては、ご存ぞん知じですな？」

　ベルナルフォンの返事を待たずに、彼は苦しげに語り続ける。

「若き日のモリーアン様は、確かにお綺き麗れいな方でした。ドナティウ様が彼女に惹ひかれたのも無理はありません。しかし──しかし、最初に誘さそったのは、モリーアン様のほうなのです」

　ベルナルフォンは、かすかに隻せき眼がんを歪ゆがめた。

「貴族の子弟をたらしこむつもりだったのか、それともちょっとした火遊びのつもりだったのか、それはわかりませんが──別の男がいたにも関かかわらず、モリーアン様はドナティウ様を誘い、ドナティウ様は本気になってしまいました。いざ結婚する頃ころには、モリーアン様のほうはすっかり冷さめていたのは事実です。しかしドナティウ様は、そんな彼女が、いつかまた自分を愛してくれると、信じていたのでしょう。結局──その思いが叶かなうことは、ありませんでした」

　昔語りをするビルクレイドの声には、痛つう恨こんの響きが籠こもっていた。

「モリーアン様は、初めから少しおかしな方かただったのです……あの女は、〝ドナティウ様が、火事に見せかけて、最初の恋人を殺した〟と思い込んでいたようですが──事実は、異なります」

　ベルナルフォンは首を傾かしげた。

　それはあくまで噂うわさ程度の話だったが、母のモリーアンは、頑かたくなにそれを信じていた。

　ビルクレイドが首を横に振る。

「ドナティウ様と結婚してから、しばらくして──モリーアン様は、屋敷を抜け出し、元の恋人に会いに行ったのです。しかしその時、彼の元には妻がいて、すでに幸せな家庭を築いていました。モリーアン様は……おそらく、それを〝裏切り〟と感じたのでしょう。自分は望まぬ結婚の末すえに不幸な思いをしながら、それでも心はその男を想おもっていたのに、男のほうは別の女と幸せな家庭を得ていた──そのことに衝しよう撃げきを受けたモリーアン様は、男の家に火をつけたのです」

「なんだと……？」

　ベルナルフォンは、驚きに隻せき眼がんを剝むいた。

　ビルクレイドは懺ざん悔げを続けるような声で、淡たん々たんと過去の事実を語り続ける。

「その放火により、一家は焼死──モリーアン様は、焼け跡の傍そばで、狂くるったように笑っているところを保護されました。レスターホーク家の家名のために、ドナティウ様はその件を揉もみ消しましたが、そのせいか、モリーアン様は自らの記憶を歪ゆがめて、火事はドナティウ様の仕し業わざだったと思い込み──ずっと、ドナティウ様に見当違いの恨うらみを向けていたようです」

　ビルクレイドが嘆たん息そくした。

　その老人の吐と息いきの重さには、隠かくされた過去への後こう悔かいが滲にじんでいる。

「……その後、モリーアン様と浮気をした男も、あの女の持つ狂きよう気きに気づいて、夜中に逃げ出しました。〝逃げられた〟と認めたくなかったのでしょうか……モリーアン様は、それもドナティウ様が放ほう逐ちくしたせいだと思いこみ──どうしたらドナティウ様を苦しめることができるのかと、いつもそればかりを考えていたようです」

　もはや何も言えないベルナルフォンの前で、ビルクレイドは涙を零こぼした。

　彼は、ただの執しつ事じではない。

　ベルナルフォンにとっては家族も同様で、ビルクレイドの側でも、ベルナルフォンやドナティウに主従以上の信頼を持っていた。

　そんな老執事の言葉が、ベルナルフォンには重い。

「あの結婚が……あの、ドナティウ様とモリーアン様とのご結婚が、そもそもの間違いの元だったのです。ベルナルフォン様は、何も間違えてはおりません。今回のことは、あの女を殺す決意を固められなかった、私の罪です……」

　ベルナルフォンは、首を横に振った。

　ビルクレイドのせいであるはずがない。罪を犯したのは、モリーアン当人である。

「そんなふうに自分を責せめるな、ビルクレイド。おまえは最善を尽くしてくれた。それは、俺おれが一番よく知っている──」

「しかし……」

　ビルクレイドが言葉を詰まらせた。

「……私は、私は悔くやしいのです。フライム家の方々も、仰おつしやっていました。シェリヌ様は、本当に──本当に心から、ベルナルフォン様との結婚式を楽しみにしていたと。式の日を心待ちにして、毎日を過ごしていたと──」

　嗚お咽えつを漏もらすビルクレイドの姿を、ベルナルフォンは初めて見た。

　彼にとっても、気さくで優やさしいシェリヌは、孫のように感じられていたのかもしれない。

　ベルナルフォンは眼めを伏せ、大きく息を吸い込んだ。

「…………〝結婚式〟か。もう、挙げたよ」

「は……？」

　ビルクレイドが、涙なみだ眼めのままで首を傾かしげた。

　ベルナルフォンは胸の前で[image: 拳]こぶしを作り、〝彼女の夫〟として恥はずかしくないよう、胸を張る。

　シェリヌと過ごした、最後の時間──

　その時間に話した言葉を、噓うそにするつもりはなかった。

「……誰だれも見ていなかったかもしれない。立会人もいなかったはずだ。だけど、俺おれは──俺は確かに、シェリヌと式を挙げたんだ。それは間違いない。誰にも──誰にも、否ひ定ていなんかさせない」

　硬かたい口調で呟つぶやいて、ベルナルフォンは老おいた執しつ事じに、無む理り矢や理り作った微笑を向けた。

「おまえには、見えないか？　俺の傍そばにいる、彼女の姿が……」

　ビルクレイドが視線を逸そらし、口元を覆おおった。

　ベルナルフォンは黙って窓を開ける。

　雲は彼方かなたまで立ち込めていたが、雨はもう止んでいた。

　湿った風を頰ほおに感じながら、ベルナルフォンは暗い空を隻せき眼がんで見上げる。

　どんよりと分厚い灰色の雲はいかにも陰いん鬱うつだったが、ベルナルフォンはその景色を見てはいなかった。

　むしろ──もう片方の、光を失った眼のほうに、彼の意識は向いている。

　そこには、今は亡なき恋人の面おも影かげが見えていた。

　彼女はわずかに頰を染めて、ベルナルフォンを愛いとしそうに見つめている。

（焼けちまったこっちの眸めの中には、今も君がいる。ずっと──一いつ緒しよだな）

　失った右眼に映る恋人は、微笑と共に、小さく頷うなずいた。

　その彼女に、ベルナルフォンも涙眼の微笑を返す。

　ベルナルフォン・レスターホークが正式に家か督とくを継ついだのは、それから三日後のことだった。




　──後年、ベルナルフォンの次に家督を継いだエルバード・レスターホークは、代々伝わる家か系けい図ずの一いち隅ぐうに、自分の知らぬ名前を見つけて首を傾げることとなる。




〝シェリヌ・レスターホーク〟──




　その名は、養よう父ふであるベルナルフォンの〝妻〟として記されていた。
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　サンクレット交こう易えきで軽い昼食を済ませた後、リグルスとアスティナは、シアの手によって王宮へ連れ戻されることになった。

「午後にはムスカ司し祭さいもお着きになるわ。いい？　よじのぼったりしちゃだめだからね？」

　子供達に念押しをするシアの姿がおかしくて、ベルナルフォンは眼めを細めたものである。

　ムスカという巨きよ漢かんの司祭とは、幾いく度どか会ったこともあるが、確かに子供がのぼりやすそうな体たい軀くをしていた。

　商談を終えたシルヴァーナ達とシアが話している間に、養よう子しのエルバードが、そっとベルナルフォンの耳元に囁ささやいた。

「父上も、商談がお済みでしたら戻ってください。ムスカ司祭を歓迎する茶ちや会かいに、招かれておいででしょう？」

「招かれているというか──暇ひまだったら顔を出せと、フェリオ様からは言われたが、俺おれ一人がいなくても別に構かまわんだろう。ただでさえ人数が多くなりそうだ」

　特に嫌いな人物が来るわけでもないが、婦人方を相手に、調子よく話題を提供できるほどの器き用ようさもない。ウルクやリセリナ、ソフィアらに、かえって気を遣つかわせることにもなりかねなかった。

　そんな心中を読んだかのように、エルバードが応じる。

「誰だれも父上に、気の利きいた話術など期待していません。いてくださるだけで充分なはずです。そもそも、父上の嫌いな建たて前まえだらけの貴族の付き合いとは、まったく質の違う集まりでしょう？　感覚としては、〝戦友達との語らい〟にも近い気がします」

　エルバードの言うことは、ベルナルフォンにも理解できた。

　かつてのアルセイフの内乱から、フォルナム神殿の解放、さらにはタートムとの戦争を経て、死の神霊アービタ・スピリツトの奪だつ還かんまで──

　それらの変事の記憶を共有する仲間達は、ベルナルフォンにとって、確かに戦友といえる。

　ウルクやリセリナ、ソフィアといった婦人達でさえも、立りつ派ぱに戦ってきた仲間だった。むしろ、彼女達の活躍がなければ、このアルセイフという国はどうなっていたかわからない。

　内乱の折、レージクの追おっ手てに囲まれたフェリオを守ったのも、ウルクだった。ベルナルフォンが傭よう兵へい達を率ひきい、フェリオを保護して王都を脱したのは、その直後のことである。

　神しん姫きの妹という立場を利して、彼女は政治的にも重要な役割を演じた。アルセイフとジラーハの関係を修復し、ついにはラトロアへの使者にもなった。

　リセリナやソフィアは、さらに直接的な戦闘において活躍した。

　内乱時、レージクを追い詰めるために城の裏門を開けたのもリセリナだったし、その後もフェリオと共に、その不思議な力を駆く使しして戦い続けた。ベルナルフォン自身が共に戦った機会は数えるほどだが、ジラーハやラトロアでも、彼女は奮ふん戦せんしたと聞いている。

　そして王おう妃ひのソフィアは、アルセイフの命運を決するタートムとの戦いにおいて、ベルナルフォンも瞠どう目もくするほどの働きをしていた。

　彼女はバロッサの指示を受け、タートムとの国境において、敵の進軍を長く足止めした。まさに命がけの時間稼かせぎだったが、それによって彼女は部下達を失い、自身も命を失いかけた。

　国王のブラドーと彼女が出会ったのも、その戦地でのことである。

　三人ともに、アルセイフにとっては恩おん人じんであり、ただの小娘とはわけが違う。

　そうした認識があるからこそ、人からは傍ぼう若じやく無ぶ人じんと思われがちなベルナルフォンも、彼女達に対してはきちんと礼を尽くしていた。

　エルバードが小声に呟つぶやいた。

「私は、当時はまだ子供でしたし、田舎いなかのほうにいましたから、詳くわしいことは知りませんが……それでも父上の当時の活躍は聞いていましたし、またソフィア様やバロッサ卿きようの戦いぶりも伝わってきました。私如ごときが生なま意い気きなことを申し上げるのは差さし出でがましいことですが、あの時代に、あの戦いを共有してきた方達の絆きずなは、少し羨うらやましく思います。茶会には是ぜ非ひ、ご出席ください」

　血のつながらない義ぎ理りの息子むすこにそんなことを言われて、ベルナルフォンはつい微笑をこぼした。エルバードは時折、こうした鋭えい敏びんさと、的てき確かくな判断力を見せる。

　引き取った時には、ただレスターホーク家の後あと継つぎになってくれれば充分だと思っていたが、育つにつれて、彼は非ひ凡ぼんなところを見せ始めた。

　自分の十代の頃ころと比しても、エルバードの才覚はたいしたものだと思う。実務能力も高いし、なにより彼は、その性しよう根ねがまっすぐだった。

　続ぞく柄がら上じよう、父と呼ばせてはいるが、むしろ弟のようにも感じられる。だからベルナルフォンは、彼の助言を無む下げにはしない。

「わかったよ、エルバード。茶会には俺おれも出よう」

　エルバードが表情を緩ゆるめた。

「ただし、おまえも来い。それが条件だ」

　そう告つげると、彼はたちまち戸と惑まどいを見せた。

「私もですか……？　いえ、しかし、私は当時の関係者ではありませんし──」

「何を言っている。リグルス様やアスティナ様だってそうだろう。それに、当時のことなんか別に関係ないんだよ。茶会なんてのはただの気き晴ばらしだ。ついでと言ってはなんだが──主しゆ賓ひんのムスカ司し祭さいは一応、シアの義ぎ父ふだぞ？　きちんと挨あい拶さつでもしておけ」

「……父上！」

　雷かみなりが落ちそうな気配を察して、ベルナルフォンはすかさずシア達のほうへと視線をずらした。

「さて、シルヴァーナとハーミットも、一いつ緒しよにどうかな。ウィスタル卿きようもフェリオ様も喜ぶだろう」

　シアが振りかえった。

「ほら、ベルナルフォン卿もこうおっしゃっているじゃないですか。この後に、急ぎのご予定がないなら、是ぜ非ひいらしてください」

　どうやら、シアも彼女達を茶ちや会かいに誘さそっていたところだったらしい。

　シルヴァーナが来れば、リセリナやウルクはもちろん、かつて彼女に助けられたニナ・サンクレットも喜ぶだろう。ハーミットも、騎士団長ウィスタルの甥おいであり、ラトロアではフェリオと共に最前線まで赴おもむいた剣士だった。

　この二人の客きやく人じんならば、拒こばむ理由はない。

「……と、言われているが、ハーミット、どうする？」

　シルヴァーナが、夫の顔を窺うかがった。

　ハーミットは思し案あん顔がおだったが、その裾すそを娘のスノーリアが引いている。

「シアが行くなら、私も行きたい」

　引き合いにだされたシアが、照てれたように笑った。どうやらすっかり手なづけたらしい。

　娘の頼みは断われなかったのか、ハーミットがしばらくの間まを置いて微笑する。

「シルヴァーナ、予定は変更ができます。お邪じや魔ましましょう」

　ハーミットの言葉に従うつもりだったようで、シルヴァーナもこれに頷うなずいた。

　ベルナルフォンは隻せき眼がんを細める。

「よし、そう来なくてはな。ロセッティ、馬車を貸してくれ」

　ベルナルフォンの依い頼らいを受けて、彼が乗ってきたのとは別の馬車が、もう一台用意された。

　一台にシアと子供達とエルバードが、もう一台にベルナルフォンとシルヴァーナ、ハーミットが乗る。

　エルバードがシアと同行する形になったのは、ベルナルフォンが〝子守を手伝ってやれ〟と言い、追い出したためだった。

　意志は強いくせに、純情で押しの弱い少年である。シアのほうには、エルバードに対して〝レスターホーク家の跡取り〟という以上の認識はないらしく、見事なまでに相手にされていなかった。

　親代わりのベルナルフォンとしては、うまくいくにせよ逆に玉ぎよく砕さいするにせよ、どうにか話すきっかけぐらいは与えてやりたいと思っている。

　まだ仕事が残っているロセッティに別れを告げて、ベルナルフォン達は王宮へと戻り始めた。騎士のライナスティは、昼食の前に一人で城へと向かっている。画商はあくまで趣味であり、彼の本業は今でも、王宮騎士団の騎士だった。

　茶会には、〝警けい護ご〟の名目で、後からディアメルも合流することになっている。ウィスタルの補ほ佐さ役やくとして、二人の騎士は王宮騎士団でも重要な立場にあった。

　馬車の中で、シルヴァーナが口を開いた。

「この国は相変わらず、平和だな。けっこうなことだ」

　彼女の口調は、貴族であるベルナルフォンを前にしても常と変わらない。その傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに自分と近しいものを感じて、ベルナルフォンは微笑ほほえんだ。

「なに、今だけさ──あと十年もすれば、また権力者の代替わりしたタートムあたりが、じりじりと動き始める。南方のほうでの火ひ種だねも、今はくすぶっているが、これから先、どうなるかわからん。〝永遠に平和な国家〟なんてものは存在しないからな」

　悲観的なようだが、それは事実である。

「なればこそ、いざ乱が起きた時のための準備が欠かかせない。乱が起きた時に無防備では滅ほろぼされるだけだが、戦うだけの力を持っていれば、生き残ることもできるかもしれないし、なにより、相手がその戦力を警戒してくれれば、無用の戦いを避けることもできる。失礼ながら──そちらの力も、あてにしているよ」

　アルセイフと北方民族との間では、かつてのタートム戦の折に結ばれた、水面下の同盟が継けい続ぞくしている。

　アルセイフ側は、北方民族が領内で商売や貿易をする自由を認め、代わりに彼らは、タートムや世界の動きについて、アルセイフ側に情報を提供する──そんな形の約やく定じようである。

　予算の都つ合ごうもあって、現在の軍備は万全とは言い難いが、近きん隣りん国こくでいざ妙な動きがあった時に即そく応おうできる程度には、その態勢を整えているつもりだった。

　各地に点てん在ざいする北方民族達の情報網も、決して侮あなどれない。玄げん鳥ちようを利した軍事力も馬ば鹿かにはできないが、彼らの真の強さはその情報力にあると、ベルナルフォンは見極めをつけていた。

　シルヴァーナとハーミットも、改めて表情を引き締める。

　ベルナルフォン自身、平和な日々の連続によって、この平和が永遠に続くかのような錯さつ覚かくを覚えそうになることもあった。

　だが彼は、そうした平和な日々が、ほんの些さ細さいな出来事で崩ほう壊かいすることを、まだ少年の頃ころに身をもって学んだ。

　最も大切な人間を守れなかったその過去を、忘れるつもりはない。

　そして戦乱とは、自分のような思いをする人間を大量に生む行為だった。

　だからベルナルフォンは、防衛力としての軍事に、心を傾け続けている。

「まぁ──自じ画が自じ賛さんするようで恐きよう縮しゆくだが、現在はブラドー様が国王たる地位にいて、軍備をクラウスと俺おれが取とり仕し切きり、なおかつフェリオ様やウィスタル卿きようといった実戦経験を持つ将しようが健在だ。他ほかにも人材は揃そろっている。恵まれているな。この国の状況は」

　ハーミットが微笑んだ。

「アルセイフが〝平和〟を保っていられるのには、それなりの理由がある──多くの国を見てきて、私もそれを実感しました。この国は、政治の形態もシンプルです。それゆえに、為い政せい者しやがどういった人物かによって、国の様よう相そうが大きく変わります。ブラドー様の治ち世せいは、率そつ直ちよくに言って素す晴ばらしい」

　ハーミットは誉ほめてくれたが、それは長所であると同時に、この国の短所でもある。今はよくても、ブラドーの次の王、またその次の王がどうなるかはわからない。

　ラトロアのように、民衆が政治家を選ぶ国家ならば、人材は広い範囲から選出されることになる。だが王権国家では、基本的には王の血族が頂点となり、貴族達がそれを支える形となる。

　だからこそ、次代を担になう人材の育成は、怠なまけることのできない大きな課題だった。

　育成とは、実務能力や知性の問題ばかりではない。もっとも大きい要素は、〝心〟の育成である。

　たとえば、リグルスやアスティナが街まちに飛び出して〝人々の生活〟を学ぶことにも、多少の危険は伴ともなうが、大きな意義のあることだった。とはいえ、それを完全に野放しにして義務感を喪そう失しつさせるわけにもいかないから、叱しかる役目としてのシアという存在が必要になる。

　その意味で、今の彼女がこなしている役割を、ベルナルフォンは高く買っていた。

　そしてリグルス達だけでなく、国王夫妻の間にも立りつ派ぱな世よ継つぎが生まれている。

「ブラドー様とソフィア様の間に生まれた御長男のラドナー様も、すくすくと成長なさっている。臣しん下かとしては、これも心強い限りだな」

　ラドナー・アルセイフは、ブラドーにそっくりな優やさしい皇太子だった。

　まだ十歳にもならないが、落ち着いた物もの腰ごしと穏おだやかな微笑で、子供達の世代のよき兄となっている。リグルスやアスティナも、彼のことを慕したっていた。

　遙はるか将来、ブラドーが引いん退たいすれば、彼が次の王になる。

　シルヴァーナが眼めを細めた。

「後こう継けい者しやは大切だな。しかし、ラドナー皇太子が生まれた時には……いや、その前にブラドー陛下とソフィアが結婚した時には、少し驚いたよ。失礼な話だが、ブラドー陛下は女に晩生おくてそうな印象があったからな。正直、結婚はともかくとしても、子供が生まれるのはフェリオ達のほうが早いかとも思っていた」

　ベルナルフォンも、これにはついつい頷うなずきを返した。

　いかにも行動的なフェリオと比べて、ブラドーのほうはその控えめな性格上、傍はた目めには内気そうに見えてしまう。

　タートムとの戦いにおいて前線へと踏み出した事実からも知れるとおり、実際にはそんなこともないのだが、王を身近に知らないシルヴァーナの言は理解できた。

「確かに、多少の紆う余よ曲きよく折せつはあったがね。ソフィア様と陛下の睦むつまじさは、歴れき代だいの王と王おう妃ひの関係の中でも、かなり特別だ。もしかしたら後世には、アルセイフ王家一の愛妻家としてブラドー様の名が残るかもしれない」

　そんなことを語りながら、随ずい分ぶんと前に外がい務む卿きようラシアンとバロッサから聞かされた話を、ベルナルフォンはふと思い返した。

　決して隠かくすようなことではないが、王と王おう妃ひにまつわる、ちょっとした笑い話である。

「どうした、ベルナルフォン卿？　含み笑いなどをして」

「いや、なんでもない。失礼した。とかく、うちの王家は微笑ほほえましい逸いつ話わが多くてな」

　にやにやと笑いながら、ベルナルフォンは窓を開け、その隻せき眼がんに蒼そう空くうを映した。
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〝どうして陛へい下かが、私なんかに──〟

　その日の朝、羽う毛もうの詰まった枕まくらをぎゅっと抱え込んで、ソフィア・アーネストは寝起きの時間を無む駄だに過ごしていた。

　枕に埋うめた顔は、ほのかに赤い。

　思いだしているのは、しばらく前に、ブラドーから告白された日のことである。たった今、眼めが覚める寸すん前ぜんまで、その夢を見ていた。

　メビウス・フロンダイトという怪あやしい曲者くせものによって、アルセイフの舞ぶ踏とう会かいが襲われた際に──ソフィアは、刺し客かくの刃から身を挺ていしてブラドーを庇かばい、軽い傷を負った。

　その翌日、ブラドーからの見み舞まいを受け、王弟らの目の前で、国王自ら好意を告つげられた。

　初めは意い図とが摑つかめずに戸と惑まどったが、同席していたウルク・ティグレーから説明を受けた後には、ただ頭の中が真っ白になったことを記憶している。

　王弟のフェリオから受けた説せつ得とくで我に返り、どうにか返答はしたものの──未いまだに戸惑いは残っていた。

　今朝のように夢に見てしまったことも、一度や二度ではない。

　国王の好意は素直に嬉うれしかった。

　ただ、田舎いなかの山奥で育ったソフィアにとって、同年代の異性から好意を告げられたこと自体が、初めての経験でもある。

　気き恥はずかしい思いもあるし、なにより今は、まだ夢でも見ているかのような心持ちだった。

　自分が国王に好意を向けられるなど、まずあり得ない。

　逆ならばわかる。貴族の娘が権力者に恋をするのは、物語の定てい番ばんだし、権力者のほうでも、その中の誰だれか一人を気に入ることはあるだろう。

　だが、〝その中の一人〟が自分である理由に、ソフィアの理解は追いついていない。自分よりもよほどに淑しとやかで可愛かわいらしい貴族の令嬢が、国王の周囲には山ほどいるはずだと思う。

　相談ができそうだった同年代の少女、ウルクとリセリナは、王弟のフェリオと共に、ジラーハへの旅路についてしまった。戻ってくるのは、おそらく年末になる。

　今はまだブラドーが政務に忙いそがしく、あまり会う時間もとれない。つい先だって、フォルナム神殿で輝石セレナイトが失われたために、交こう易えきの関係でも、各国との調整が難なん航こうしている。即そく位いしたばかりの国王には荷の重い仕事のはずだが、彼は生き真面目まじめに官僚達との話し合いを重ねていた。

　またソフィアの側も、まだ包帯が外れたばかりで、積極的に外へは出ていない。

　そもそもこの土地には、たいした知り合いがいるわけでもなく、ほとんどの時間を一人で過ごす形になっていた。

　だから、余よ計けいに──ブラドーとのことも、考え込んでしまう。

　たまらなくなって、枕まくらにばふばふと頭をぶつけていると、控えめにノックの音が響いた。

「ソフィア様、もう起きていらっしゃいますでしょうか。朝食の支度したくが調ととのっております」

　召めし使つかいの女が声をよこした。

「あ、ごめんなさい。いま、行きます」

　返事をしてから起き上がり、ソフィアは慌あわてて身支度を整える。

　起こしに来たのは、アーネスト家の召使いではない。

　そもそもこの家は、王宮の敷地内に建つラシアン・ロームの別宅である。今はバロッサと親子二人で借り受けており、召使いもローム家の人間だった。

　本来ならば、そろそろ領地へと戻ってもいい頃ころ合あいだったが、ソフィアが〝王おう妃ひの候補〟となった今ではそうもいかない。

〝王妃の候補〟──

（……現実感、ないなぁ……）

　それがソフィアの偽いつわらざる本ほん音ねだった。

　寝室を出て階下に降りると、すでに朝食の支度が調っていた。

　召使いの女は、四十歳ほどのにこやかな婦人で、ローム家にも長く仕えている人間らしい。彼女は田舎いなか貴族のソフィアとバロッサを馬ば鹿かにするようなこともなく、丁てい重ちようにもてなしてくれた。

　食卓に、父の姿はない。

「あら？　お父様は……」

「バロッサ様でしたら、朝早くから、騎士団長のウィスタル様のところへお見み舞まいに行かれました。あのお二人は仲がよろしいみたいで」

　ここのところ、父はよくウィスタルを見舞いに行っている。二人とも卓たく抜ばつした剣士だけに、話が合いやすいらしい。

　席についたソフィアの前には、丸いパンと目玉焼き、それにサラダといった定てい番ばんの朝食があった。ただ、今日はその脇わきに、一通の封ふう筒とうが置かれている。

「そちらは先ほど届いたお手紙です。驚かれると思いますよ」

　召使いがくすりと笑った。

　もしやブラドーからの手紙かと、一瞬、ソフィアは身を堅くした。

　しかし、裏返して差出人を見た途と端たん、首を傾かしげることとなる。

〝ニナ・レスターホーク〟──

　レスターホークとは、軍ぐん務む審しん議ぎ官かん、ベルナルフォンの家名である。

　彼の妻か姉妹か親しん戚せきか、と想像を巡らせたが、ベルナルフォンには妻も姉妹もいなかったと記憶していた。

　不思議そうなソフィアに、召めし使つかいの女が小声で囁ささやく。

「つい先日までは、〝ニナ・サンクレット〟というお名前でした。レスターホーク家に、養よう子しに入られたようなんです」

　ソフィアは驚いた。ニナ・サンクレットといえば、軍ぐん閥ばつの名門、サンクレット家の令嬢である。レスターホーク家の養子になったというのは初耳だったが、理由がよくわからない。

　彼女は、タートム戦の折にも活躍した軍ぐん師し、クラウス・サンクレットの妹だった。

「ニナ様はつい先日、施せ療りよう院いんを退院されて、ベルナルフォン様やクラウス様のいる王都に来られたんです。大おお怪け我がの影響で、まだ体が生活に慣れていないようなのですが、こちらで療りよう養ようされるようで」

「……そのニナ様が、私に手紙を？　開けてみますね」

　封を切って便びん箋せんを広げると、そこには細く丁てい寧ねいな字が綴つづられていた。心の繊せん細さいさが窺うかがえるような、女性らしい文字である。

　内容は、他愛たあいもない挨あい拶さつだった。ベルナルフォンやクラウスと共に、国境付近で戦ったソフィアとバロッサを称たたえつつ、一度会って話をしてみたいとの誘さそいである。

　ニナ自身も、サンクレット家の領地での生活が長く、この王都にはあまり知人がいないらしい。

　手紙を見つめながらパンを手にとり、ソフィアは召使いの女に問いかけた。

「ニナ様って、どういう方かたなんですか？」

「お会いしたことはありませんが、明るく快活な方だとうかがっています。ソフィア様とならば、きっと話が合うのではないでしょうか」

　ソフィアはしばらく思し案あんした。

　手紙には、〝都つ合ごうのいい時に、いつでも来て欲しい〟と書いてある。まず返信をするべきかもしれないが、その前に直じかに会ってみたくなった。

「朝食を摂とったら、ちょっとお邪じや魔ましてみようと思います。特に失礼ということはないですよね？」

　礼儀作法に疎うとい田舎いなか者ものだということは自覚している。念ねんの為ために、ソフィアは召使いに聞いてみた。

　召使いの女はにこやかに頷うなずいたが、小声で控えめにこう付け加える。

「お訪ねになる分には、まったく問題ないかと思いますが──手紙を読みながらパンをかじるのは、少々、無作法かもしれませんわね？」

　ソフィアは慌あわてて手紙を畳たたみ、娘を見るような眼めで笑う召使いに向けて、照てれ隠かくしの笑みを送っておいた。
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　ニナの王都での住処すみかは、サンクレット家の別べつ宅たくとなっていた。

　他家の養よう女じよになったとはいえ、アーネスト家と似た程度の貧びん乏ぼう貴族であるレスターホーク家は、そもそも王都に居宅を持っていない。

　当主たるベルナルフォン自身の宿も、その同じ別宅だと聞いている。

（それにしても、養女って……どうしてだろう？）

　今ひとつ、ソフィアにはその理由がわからない。

　より良い家に養女として引き取られるなら話はわかるが、名門中の名門であるサンクレット家から、レスターホーク家の養女になることに、さして意味があるとは思えない。

　朝の陽光が照らす王宮の中庭を、ソフィアはのんびりと歩いて行った。

　アルセイフの王宮は、小さな街まちほどの広さを持っている。もともと、街もなかった土地に城をつくったために、敷地内には森や泉まであった。

　やたらに広すぎて、貴族達の場合には馬車や馬でなければ移動もしにくいらしいが、山育ちのソフィアにとっては苦にもならない。

　のんびりと歩いていると、ついしばらく前まで戦場にいたことが、まるで噓うそのように感じられた。今から領地に帰ったら、一いつ緒しよに動いていた部下達が、笑顔で出迎えてくれそうな──そんな錯さつ覚かくを覚える。

　ふと湧わいてきそうな涙を堪こらえて、ソフィアは首を左右に振った。

「おや？　ソフィア殿どのか」

「あ……ベルナルフォン卿きよう。おはようございます」

　隻せき眼がんの軍ぐん務む審しん議ぎ官かんは、ちょうど屋敷の玄関口に出てきたところだった。

　ソフィアは涙に気づかれぬよう笑顔を作って、彼の元に歩み寄る。

「さっそく来てくれたか。手紙を見たのだろう？」

「あ、はい──ご存ぞん知じだったのですか？」

「内容までは知らんさ。その手紙を今朝、ローム家の別べつ邸ていまで届とどけたのは俺おれだからな」

　ソフィアは驚いた。従者か誰だれかが持ってきたのだろうと勝手に判断していたが、さすがにこれは畏おそれ多い。

「わざわざ、そんな……せめてお声をかけていただけましたらよかったのに」

「早朝だったからな。それに、馬を走らせたついでの使い走りだ。俺はこの屋敷では下宿人みたいなものだから、雑用ぐらいはなんでもやるぞ」

　サンクレット家の別邸を指差して笑いながら、ベルナルフォンは玄関を開けた。

「俺はこれから仕事でな。クラウスももう城に出ている。ゆっくりしていってくれ」

　召めし使つかいに、ソフィアが来らい訪ほうしたことだけを告つげ、彼は馬に乗って城のほうへ消えた。

　屋敷に招き入れられたソフィアは、ひとまず客間に通される。

　ほとんど間まをおかずに、緑色の髪をした同年代の娘がそこへ現れた。

　身につけた衣い装しようは、ごくシンプルな短衣シヤツと膝ひざ丈たけのスカートで、街まち娘むすめのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。夏らしい涼すずしげな装よそおいに、ソフィアは一目で好感をもった。

　長く臥ふせっていたせいか、まだ足元の動きなどは少しぎこちないが、顔色や肌はだの艶つやは順調な回復をうかがわせる。

　彼女は優ゆう雅がに一礼しつつ、客間の椅子に座った。

「はじめまして、ソフィア様。ニナ・レスターホークです。お会いできて光こう栄えいですわ」

「はじめまして、ソフィア・アーネストです。クラウス卿きようとベルナルフォン卿には、国境で命を助けていただきました。私もお会いできて嬉うれしいです」

　互いにそんな挨あい拶さつをかわした後に、ニナがくすりと笑った。

「実はブラドー陛へい下かとソフィア様とのことを、兄達から聞きまして──もしかしたら、何か悩み事でも抱えていらっしゃるんじゃないかと思って、お手紙を出してみたんです」

　いきなりそのことを話題にされて、ソフィアはどきりとした。

　そういえばニナは、かつては第二王子レージクの許婚いいなずけだったと聞く。世が世なら、彼女が王おう妃ひになっていたかもしれない立場である。

　それこそ、自分のような貧びん乏ぼう貴族の娘ではなく、彼女が──

「あ、あの……！」

　焦あせって言葉を紡つむごうとしたソフィアに、ニナが慌あわてた様子で口を開いた。

「あ、誤ご解かいなさらないでください！　私、ソフィア様には本当に感謝しているんです。国境での御活躍は兄達から聞きましたし、ブラドー陛下とのことも、もちろん応援していますわ。私も──その、あと数年のうちに、クラウス・サンクレットの妻になることになっていまして……ですから、そんなに怯おびえないでください。大丈夫、私は貴方あなたの味方ですわ」

　ころころと笑うニナの言葉に、ソフィアは驚いて言葉を失った。

〝味方〟という言葉も衝しよう撃げきだったが、それ以前の内容に呆ぼう然ぜんとする。

「あの、クラウス卿と……ということは、えぇと……？」

　思わず確認を求めると、ニナは照てれたように小さく舌したを出した。

　わずかに頰ほおを染めたその様子は、いかにも恋をする少女のものである。

「つまり、そういうことなんです。ベルナルフォン様が私を養よう女じよにしてくださったのは、兄様に……いえ、クラウス様に、私を娶めとらせるための措そ置ちで……本当に、私もびっくりしました」

　事情や人間関係をほとんど知らないソフィアは、さらに混乱してしまう。

　よくよく話を聞いてみれば、ニナはもともと、クラウスの血けつ縁えん者しやではなかったらしい。養女としてサンクレット家に引き取られ、政治的な駒こまとしてレージクの許婚にされ、そして一度は暗あん殺さつされかけたという、数すう奇きな運命に翻ほん弄ろうされてきた娘だった。

　一連の事情を聞きながら、ソフィアはただただ呆ぼう然ぜんとする。

「兄様も、一度は私をブラドー様の元に、と考えたようなんですけれど……私ももちろん、陛へい下かのことは尊そん敬けいしていますが、男性として愛しているのはクラウス様だけです。だから、ベルナルフォン様には本当に感謝しています。初めは驚きましたけれど……今は、こんなに幸せになっていいのかな、って、そんなふうに思うぐらいです」

　はにかむニナの様子は、同性のソフィアの眼めから見ても、抱き締めたくなるほどに可か憐れんだった。これではベルナルフォンならずとも、彼女の味方をしたくなる。

　悲ひ恋れんになって当然の状況を、ベルナルフォンがほとんど力ずくでひっくり返したようなものだった。

　あらかたの話を終えたところで、ニナがはっとしたように口元を覆おおった。

「あ……申し訳ありません。なんだか、のろけ話のようになってしまって……違うんです。こんなお話のためにお手紙を出したわけではなくて、私はむしろ、ソフィア様のお力になれないかと思って……いきなり国王陛下に好意を告つげられて、戸と惑まどっていらっしゃるんじゃありませんか？」

　ニナのその問いに、ソフィアは誘さそい込まれるようにして頷うなずいてしまった。

「はい。実は……その、なんというか、なんだか現実感がなくて。私みたいな田舎いなかの小さな貴族の娘が、どうしてブラドー陛下のお気きに召めしたのか、正直に言ってわからないんです。先日の舞ぶ踏とう会かいでも、もっと綺き麗れいな方かた々がたがたくさんいましたし……」

　戸惑いながらそう告げると、ニナが微笑ほほえんだ。

「私はその舞踏会には出ていませんでしたから、誰だれがどうということはわかりませんけれど……ソフィア様の仰おつしやる〝綺麗な方々〟というのは、もしかして、化け粧しようが上手うまくて派は手でな衣い装しようを着ていて、高価な装そう飾しよく品ひんを身につけているだけの性格の悪い方々のことではありませんか？」

　柔やわらかい笑顔から発せられたとは思えない痛つう烈れつな皮ひ肉にくに、ソフィアは一瞬、耳を疑った。

「い、いえ、決してそんな……！」

　慌あわてるソフィアをよそに、ニナはあくまでにこにこと笑っている。

「本当のことですわ。私もサンクレット家の養よう女じよになるまでは、貧びん乏ぼう貴族の娘でしたから……高位の貴族の方々の御令嬢に、反抗心みたいなものはありました。そんな生なま意い気きな娘が、貧乏貴族からサンクレット家の養女になって、さらにレージク様の許婚いいなずけの立場にまでなって──」

　その口調は、自じ慢まんではなく、自じ嘲ちように近い響きを持っていた。彼女にとって、それらの過去はあまり思いだしたくない質のものなのだろう。

　ニナは大きく深く、溜ため息いきを吐ついた。

「……他ほかの方かたからは、きっと絵に描いたような成功に見えたのでしょうね。成り上がり者扱いで陰かげ口ぐちも言われましたし、面めんと向かって馬ば鹿かにされたこともあります。でもね、ソフィア様──」

　ニナが、ソフィアの両手をそっと握った。

「人にとってもっとも大切なのは、〝心〟です。どんなに綺き麗れいに着き飾かざっても、心が醜みにくかったら意味がありません。それに騙だまされる方かたももちろんいますし、心の綺麗さなんて、見た目ではわからないものですけれど……でも、ソフィア様を見込んだ陛へい下かの眼めは、きっと正しいと思いますわ」

　ソフィアは眼をしばたたかせて、ニナを見つめた。

　そんなふうに励はげまされたのは、初めてのことである。

　ニナはくすりとまた笑った。

「私のほうは、実はけっこう性格が悪いんです。体面がありますから、外面は綺麗にしていますけれど、心の中身はどろどろで──よく兄様にも叱しかられました。〝もう少し毒どく舌ぜつを控えなさい〟って。私みたいなのを貰もらってくれるのは、きっと兄様だけですわ」

　冗じよう談だんのように言ってから、ニナはじっとソフィアの眼を見つめた。

「ともあれ、陛下がソフィア様に好意をもたれたのは、私としてはとても自然なことだと思うのです。御自身ではお気づきでないかもしれないけれど、ソフィア様には人を惹ひきつける魅み力りよくがあります。会ったばかりの私でさえ、こんなに好感を持っているんですから」

　噓うそのない声でそう呟つぶやき、ニナは姿勢を正した。

「むしろ、私が気になるのは、ソフィア様ご自身が、陛下のことをどう思っているかなんです。その──差さし出でがましいようですが、本当にいきなりのことだったのでしょう？　ソフィア様自身で、心の整理がついていないんじゃないかと思って。陛下のことは、お好きですか？」

　率そつ直ちよくに問われて、ソフィアは頰ほおを赤くする。

　その様子だけでも返答になっていたが、実のところ、ソフィア自身は自分の心を不思議に感じていた。

　ウルクやリセリナとも話したことだが──彼女らに好みを聞かれたときには、深く考えもせずに、〝自分より強い人〟と答えたものである。父のバロッサをいつも間ま近ぢかで見てきたせいか、父のような存在に、なんとなく憧あこがれてきた。

　そんな自分が、今はブラドーに惹かれている。

　好意を告つげられて、舞い上がってしまったわけではない。

　ましてや、権力者に見出されたことが嬉うれしかったわけでもない。

　自分の感情にもまだ、戸と惑まどいがある。

「えっと……正直に言いますね。これからどうしたらいいのか、実はよくわからないんです……」

　ソフィアのそんな言葉に、ニナが首を傾かしげた。

「私、本当にずっと山奥で育っていて──街まちとかにもほとんど出たことがなくて、馬に乗ったり矢を撃ったりとか、あと罠わなを作ったり剣を振るったり、そういうことばかりしていて……一応、田舎いなかのほうでの舞ぶ踏とう会かいとかには出たこともありますけれど、ほとんど父の後ろにいただけですし、踊るよりもむしろ狩しゆ猟りようとかのほうが得とく意いで……」

　訥とつ々とつと語るうちに、自分が情けなくなってくる。

　要するに──これからブラドーとの親しん交こうを深めるために、何をしたらいいのかがわからない。趣味や生活がまるで違うのだ。

　ニナが不思議そうに首を傾かしげた。

「つまり、好き嫌い以前に、男性との接し方がわからない、と？」

「……はい」

　その点は認めざるを得ない。部下達を指し揮きするのとはわけが違う。しかも相手は、この国の君主だった。

　礼を失してはいけないが、かといって距離をとりすぎるのも、ブラドー個人は喜ばないと思う。

　思し案あんげな顔をした後に、ニナがゆっくりと頷うなずいた。

「そういうことでしたら……まずは、思い切って、ソフィア様のほうから、陛へい下かに近づいてみるといいかと思います」

　ソフィアは眼めをしばたたかせる。

「陛下のご気き性しようはご存ぞん知じでしょう？　〝権力をかさにきて〟とか、そういうことは決してできない方かたですわ。ですから、陛下のほうからソフィア様に何かを願うということは、ちょっとしにくいはずです。そして陛下のほうは、すでにソフィア様への好意を示されました。これにどう応じるかは、ソフィア様次し第だい──そういうことになりませんか？」

　ソフィアは頷く。理り屈くつではそれもわかっていたが、具体的に〝何をしたらいいのか〟が、よくわからない。

「あの、ニナ様。それでは、私は何をしたら……？」

「たとえば……そうですね、ちょっと甘あまえてみたりとか。一いつ緒しよに話をするだけでも、全然違うと思いますわ」

「……甘える？」

「はい。好きな女性に甘えられて、悪い気のする男性はいません。甘えるといっても、物をねだったりとか、そういうのは駄だ目めですよ？　さきほども申し上げましたけれど、大切なのは心です。陛下はきっと、ソフィア様の〝心〟を大切にしたいと思っているはずですから──」

　ソフィアは戸と惑まどいながら頷いた。

　何かが見えたような、それでいて根本的な解決策は何も提てい示じされていないような、なんともいえない曖あい昧まいな心持ちになる。

　その不安を見み透すかしたように、ニナがにっこりと微笑ほほえんだ。

「ソフィア様は、本当に純情なのですね。でも、そんなに怯おびえることはありません。だって陛へい下かのほうから好意を口にされたのでしょう？　もし他ほかの貴族の御令嬢が、陛下からそんなことを言われたら──すぐさまその夜にでも、忍しのんで押しかけるかもしれませんよ」

「押しか……えぇ!?」

　ニナの言葉の意味を察したソフィアは、途と端たんに狼ろう狽ばいした。

　君主の寝しん所じよに、夜に訪れる──その行為が意味するところは、さすがにソフィアにも理解できる。

「そ、それが普通なんですか!?」

　慌あわてるソフィアに向けて、ニナがさらに慌てて首を横に振った。

「いえ、〝普通〟とまでは言いませんが……でもやっぱり、それぐらいのことをする方かたも、特に珍めずらしくはないとは思います。だって、婚こん約やく者しやのいない陛下から愛を告白されるというのは、それだけで〝普通ではない〟ことですよ。ソフィア様はもちろん、そういう性格ではないとわかりますが、権力と名誉の欲しいそこらの御令嬢なら、嬉き々きとしてこれを好こう機きと思うはずです。のんびりしている間に、陛下のお心が他の女性に移ってしまったりしたら、それこそ勿もつ体たいないでしょう？」

　ソフィアは啞あ然ぜんとした。王族と貴族の関係について、自分の認識が甘あますぎたことを思い知る。

　押し黙ってしまったソフィアに、慌てた様子でニナが付け加えた。

「あの、ソフィア様に〝そうしたほうがいい〟と言っているわけではありませんからね？　ただ、他の貴族の令嬢だったら、という話で……ソフィア様は、やっぱりソフィア様なりの接し方でいいと思いますから。ちょっと脅おどかしすぎましたね」

　謝しや罪ざいするように言って、ニナは立ち上がり、硬こう直ちよくするソフィアの肩に両手を置いた。

「……大丈夫ですよ、ソフィア様。私も、御ご武ぶ運うんをお祈いのりしています」

　ソフィアは困こん惑わくした顔のままで、ニナを振り仰あおいだ。

　彼女の応援は、今のソフィアにとっては心強い。

　これからもよき相談相手になってくれそうなニナに向けて、ソフィアは感謝の眼まな差ざしを向ける。

「ありがとうございます、ニナ様。私──がんばってみます……！」

「えぇ、その意い気きです。陛下もきっと、ソフィア様のことを大切にしてくださいますわ」

　不安も残ってはいたが、ソフィアはひとまず決意を固めた。

　夜中に押しかけるというのはともかくとして、せめてまともに会話ができるようにならなければ、好意を示してくれたブラドーにも申し訳がない。

（そうだよね──怯えて逃げちゃだめだって、フェリオ様達にも言われたし──）

　前を向いて突っ走るのが、ソフィアの本来の性しよう分ぶんである。

　悩みを聞いてくれたニナに心からの礼を告つげ、そしてソフィアはサンクレット家を後にした。
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　その日の朝、バロッサ・アーネストは、王宮騎士団の長たるウィスタル・ベヘタシオンの元を訪れていた。

　現在、彼の腹ふく心しんの騎士達は、フェリオやウルク、リセリナ達と共に、ジラーハへの旅路にある。全員がついていったわけではないが、残っているのは怪け我が人にんを含む少数で、後はベルナルフォンらの騎士団増強策によって集められた、新しん米まいの騎士ばかりだった。

　王宮の敷地にあるウィスタルの邸てい宅たくには、置いていかれたうちの数人が住み込み、家事などを適当に分担している。

「ウィスタル卿きようも、そろそろ復ふつ帰きできそうですな？」

　テーブルを挟はさんで座る剣けん友ゆうに、バロッサはからかうような笑みを向けた。

　銀髪の巨きよ漢かんは小さく頷うなずく。

「おかげさまで、動く分には支し障しようもありません。これからぼちぼちと、鍛きたえ直していくつもりです」

　神殿騎士、ベリエと戦って受けた傷は、そろそろ癒いえつつある。実際に彼は寝台ベツドを離れ、軽い訓練も再開していた。

　とはいえ、まだ完全に動ける状態でもないらしく、その動きに鋭するどさは戻ってきていない。

（完全に復帰するまでには、ここからあと半月ほどはかかるか──）

　バロッサはそう読んだ。

　長く臥ふせっていれば筋力も落ちてしまうし、元の技を取り戻すにもそれなりの時間がかかる。ウィスタルはバロッサよりもかなり年下だが、それでももう若くはない。

「しかし、ウィスタル卿とベリエという男との勝負を、私も見たかった。不ふ意い打うちでもないというのに、貴き殿でんにそれほどの怪け我がを負わせる剣士というのは、さすがに尋じん常じようではない」

　バロッサのそんな言葉に、ウィスタルが苦にがい笑みを返した。

「買いかぶられては困ります。私とて、もう若い頃ころのようには動けませんよ。バロッサ殿どのの技は、経験の蓄積を得てさらに冴さえておられるようですが、私などは剣士としては二流です」

「ウィスタル卿のそういうところは、昔から変わりませんな」

　バロッサは眼めを細めた。ウィスタルの今の言葉は、決して謙けん虚きよさの発はつ露ろというわけではない。

　彼は本気で、自分をまだ二流だと思っている。だからこそ、一流の剣士を目指して、日々の精しよう進じんを欠かかしていない。

　自身の技に慢まん心しんして立ち止まることなく、常に上を目指し続けるその姿勢は、老おいたバロッサには羨うらやましくも思えた。

　バロッサの眼には、彼の姿が、今は旅路にある王弟の姿と重なって見える。

　フェリオ・アルセイフ──

　まだ十六歳の少年であるにも関かかわらず、その剣けん腕わんはバロッサを唸うならせるほどの域いきに達していた。

　──あまりに強すぎて、少々、歪いびつですらある。

　バロッサはあえてウィスタルと視線を合わさずに、ぽつぽつと呟つぶやいた。

「フェリオ様は本当に、良き師しを得られた。国境でお会いした折にも、そのご成長に驚いたものです。あの腕前はやはり、ウィスタル卿きようの御ご教きよう導どうの賜たま物ものですな？」

「恐れ入ります。ですが、私自身はたいしたことをお教えしておりません。フェリオ様の才気があればこそ、あのお歳としであの腕前になられたのです」

　応じるウィスタルの言葉は、何処どこか空そら々ぞらしい。

　バロッサは、にやりと唇の端を引きつらせた。

「さて……〝才気〟というのは、師から弟子でしにも受け継がれるものですかな？　失礼ながら──フェリオ様の父君にあたるラバスダン前王にも、また母君のフレイア様にも、剣の才気などは微み塵じんもございませんでしたな」

　バロッサは、ある疑ぎ念ねんをもってその言葉を口にした。

　覗のぞき見たウィスタルの顔色は、あくまでにこやかに平然としている。

「では、やはり私の教導が、フェリオ様の素質と偶ぐう然ぜんに上手うまく合がつ致ちしたのでしょう。人の才というものは、どこに隠かくれているかわからぬものです」

　抜ぬけ抜ぬけととぼけるウィスタルに、バロッサは嘆たん息そくを返す。

「やれやれ──剣腕だけでなく、噓うそのつき方まで堂どうにいってきましたな……ま、それはそれでよろしい。私とて、がむしゃらに真実を求めるほど若くもありません」

　目の前のウィスタルは、背筋に冷や汗をかいているかもしれない。

　──バロッサは、気づいている。

　フェリオ・アルセイフの剣の腕前は、〝若き日のウィスタル〟と、まさに瓜うり二ふたつだった。

　師と弟子の関係だけに、太刀たち筋すじや癖くせが同じなのは当然といってもいい。だが、眼光の鋭するどさや放つ気配まで同じとなると、さすがにバロッサの眼めが騙だまされることはない。

　バロッサはわずかに思し案あんした。

　ウィスタルが真実を語らないというのなら、つまりは〝どうでもいい〟ことでもある。彼がラバスダンを裏うら切ぎるはずもないし、おそらくは前王も承しよう知ちのことだったのだろうと推すい察さつできた。

　ただ、一つ思うことは──

「ウィスタル卿。貴方あなたはどうも、フェリオ様を歪めすぎましたな」

　バロッサは、哀あわれみを込めてそう告つげた。

　ウィスタルが眉まゆをひそめ、罪ざい悪あく感かんのゆえか、少しだけ顔を俯うつむける。

　住み込んでいる騎士達も、今は訓練のために外へ出ている。他ほかに自分達の会話を聞く者はいない。

　それを承しよう知ちでなお、バロッサは声を潜ひそめた。

「……フェリオ様は、〝自身の幸せ〟というものに対して、酷ひどく無む頓とん着ちやくに過ぎます。あの方かたは常に〝周囲〟しかみていない。自分のことをおろそかにする癖くせがついているのです。つまりは、他ほかの誰だれかのために動くことを、当然だと思い過ぎている──あの生き方では、いつか御自身を殺しかねません」

　バロッサは、確信をもってそう告つげた。

　ウィスタルも真ま顔がおのままで、ただ押し黙る。

　彼がどうして、フェリオをそんなふうに育てたのかについては、バロッサにも理解できていた。ウィスタルにとっては、〝フェリオが王になる〟ことなど、あってはならないことなのだろう。それはそのまま、ラバスダン・アルセイフの血けつ族ぞくが絶えることを意味する。

　だから彼は、フェリオが決して〝野や心しん〟を持たぬように──自己を犠ぎ牲せいとすることを苦にしない性格に育て上げた。

　結果としてフェリオは、常に国の平和や、周囲の人々の幸せについて考える王子となった。

　そして、それが彼自身の根本的な〝願い〟となってしまい、もっと人間らしい、いうなれば〝私欲〟のようなものが欠かけてしまった。

　傍はた目めには、それは健全で真っ直ぐな成長に思えるかもしれない。

　だがバロッサの眼めから見れば、その性格は純じゆん粋すいすぎて、人としては歪いびつなものに感じられた。本来の人間の姿からは、妙にかけ離れている。

　周囲の人々は、彼のそんな性格を愛するだろう。だが、当人は決して、そんな〝自分自身〟を大切にはしない。死地に赴おもむくことも厭いとわない性格は、彼のこれまでの実績が証明していた。

　今までは、それがたまたま、良い結果につながってきた。

　そして、そんな偶ぐう然ぜんが、これから先も続くとは限らない──

　フェリオをそんなふうに育てたのは、間違いなく目の前のウィスタルだった。

「……ブラドー陛へい下かも、御不安を感じているようです」

　バロッサは言葉を選びながら告げた。

「フェリオ様の、あの無む茶ちやをする性格については、陛下も非常に危き惧ぐされているようです。あの方もフェリオ様の抱えた歪ゆがみにお気づきなのでしょう。それがウィスタル卿きようの仕し業わざだとは、さすがに気づいていないようですが──私は、そうした生き方だけを貴方あなたに教えられたフェリオ様を、少しだけ気きの毒どくにも思います」

　ウィスタルが、神しん妙みように頷うなずいた。

「……私には、申し開きできることはありません。フェリオ様をそのようにお育てしたのは事実です。ただ──真まことに勝手ながら、これからフェリオ様が、良いほうに変わっていかれることについて、望みも持っております」

「ほう？」

　向かい側から、バロッサはウィスタルを上うわ目め遣づかいに見る。彼は苦にがい顔をしていたが、その眼めには慈じ愛あいが満ちていた。

　そしてウィスタルは、低い声で訥とつ々とつと語る。

「フェリオ様にも、今はやっと──個人的に〝大切な者〟ができました。ウルク様やリセリナ様です。あのお二人の存在が、フェリオ様を少しずつ、これから変えてくださるのではないかと──またあるいは、将来においては、フェリオ様の〝家族〟にもなってくださるのではないかと、そう期待しております。家族ができれば──フェリオ様も、ご自身の幸福しあわせについて、おそらく自覚できるのではないでしょうか」

　バロッサは、にっこりと頷うなずいた。

　ウィスタルなりの正直な〝親心〟が、その一瞬だけ、垣かい間ま見みえたような気がした。

「それで良いのですよ、ウィスタル卿きよう」

　バロッサは声質を改めた。

　この王都で久ひさ々びさに彼と再会し、今日まで旧きゆう交こうを温めてきて──バロッサは、ウィスタルの抱えた葛かつ藤とうに少しずつ気づいていった。

　その内容については推すい測そくすることしかできなかったが、おおむね、フェリオに対する罪ざい悪あく感かんに起き因いんするものだろうと察した。

　なんとなれば、剣けん聖せいウィスタルが〝悩む〟ほどのことなど、他ほかに思いつかない。

　バロッサは片方の小こ太刀たちを抜き放ち、笑顔のままでウィスタルの眼前に突きつけた。

「この刃やいばは、人を殺すための刃です。しかしながら、獣けものを狩かることもできますし、野菜を切るのにも存ぞん外がいに便べん利りでしてな。当然、威い嚇かくにも使える──ウィスタル卿、フェリオ様という刃も、決して〝国を守るための刃〟というわけではありませぬ。あの方かたはこれからの人生で、自分の傍そばにいる大切な者達を守り続けることでしょう。そしてそれは、そのままフェリオ様ご自身の幸福しあわせにもつながる──」

　刃を鞘さやに納め、バロッサは片眼を瞑つぶって見せた。

「人としては少々歪ゆがんでいても、これは決して、悪いことではない。貴方あなた自身が、フェリオ様をそのように育てたことを後こう悔かいしていたとしても、そこにはフェリオ様の笑顔があるはずです。ならば、我々にできることは……あの方が死地に赴おもむかぬよう、可能な限り守しゆ護ごすること。私にも貴方にも、まだ仕事がありそうですぞ」

〝有ゆう事じに備えて、早いところ剣の勘かんを取り戻しておけ──〟

　バロッサはその思いを込めて、ウィスタルを激励した。

　しばらく難しい顔をしていた剣聖は、やがて恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。

「……バロッサ卿。お心遣づかいに感謝いたします」

「なんの。陛へい下かもフェリオ様のことを酷ひどく案じておりましてな。うちの娘も、そんなブラドー様のお力になれればよいのですが……あの馬ば鹿か娘むすめは、どうにもこうにも臆おく病びようです。ソフィアのほうでも、陛へい下かに好意を寄せているのは確実なのですが、なにせ田舎いなか貴族ですから、どう接したらいいのかもわからぬ様子で──」

　バロッサは嘆たん息そくした。

　つい先日、バロッサは、ベルナルフォンや、その養よう女じよとなったニナに、ソフィアの相談相手になってやって欲しいと持ちかけた。

　ニナはそれを快かい諾だくし、今朝、手紙を届けてくれた。ソフィアの性格を思うと、今日か明日にでも、ニナに会いに行くだろう。

「ソフィア様とブラドー陛下のほうは、相変わらずなのですか？」

　ウィスタルが不思議そうに問う。バロッサは肩を竦すくめて頷うなずき、そして一計を思いついた。

「……そういえば、ウィスタル卿きよう。確か、ブラドー陛下の身しん辺ぺん警けい護ごは、現在は王宮騎士団の者達がやっていたはずですな？」

「はい。近衛このえ騎士も城の警備はしておりますが、夜間のブラドー陛下の御ご寝しん所じよは、我々がお守りしております。それが何か？」

　バロッサはつい、にやりとほくそえんだ。

　たちまちウィスタルが眉まゆをひそめる。

「……バロッサ卿、何か、悪わる巧だくみを思いつかれましたな？」

　どうやら、ウィスタルの眼力も衰おとろえてはいないらしい。

「いやいや、大したことではないのです。これからラシアン卿とも相談いたしますが……主君のため、少しばかり、ウィスタル卿にもお手伝いを願いましょうか」

　バロッサの笑顔に不安を覚えた様子で、ウィスタルは頷かずに、ただ首を傾かしげた。

　そんな彼に向けて、バロッサはこっそりと、〝その計画〟を話し始める。

　話が進むうちに、やがてウィスタルのしかめ面つらは、苦笑へと転じていった。
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「……というわけで、ニナとソフィア殿どのは今いま頃ごろ、意い気き投とう合ごうしている頃だろうな」

　軍ぐん務む審しん議ぎ官かんの執しつ務む室しつにて、ベルナルフォン・レスターホークは悠ゆう々ゆうと紅茶を飲みつつ、窓辺から外の庭を眺めていた。

「はぁ……まぁ、それはそれで、喜ばしいことかと思いますが」

　声を返すクラウス・サンクレットは、書類の山と格かく闘とうしている。

　仕事のほとんどは、軍務審議官たるベルナルフォンが押し付けたものだった。

　内乱での罪つみによるクラウスの謹きん慎しん処しよ分ぶんは、タートムとの戦いを経て解けたものの、まだ特別な役職には復ふつ帰きしていない。立場としてはベルナルフォンのほうが上であり、それをいいことに彼をこき使っていた。

　なにせ近い将来には、クラウスは〝義ぎ理りの息子むすこ〟にもなる。今ぐらいは手伝わせても、罰ばちは当たらない。

　紅茶を片手に書類を眺めるベルナルフォンに、クラウスが低い声を向けた。

「それにしても、ニナと私のこともそうですが……貴方あなたは意外に、人の色いろ恋こい沙ざ汰たの裏で暗あん躍やくするのが好きなんですか？　剽ひよう悍かんな見た目とは合いませんよ」

　ベルナルフォンは鼻を鳴らした。

「暗躍などと、人聞きの悪いことを言うな。おまえとニナのことは、単純にニナのためだったが──今回の陛へい下かとソフィア様の件は、ある意味では立りつ派ぱな仕事だぞ。アルセイフの世よ継つぎは、陛下のご結婚にかかっている。後こう継けい者しやで揉もめて二代続けての内乱などということになったら、亡なきラバスダン陛下にも申し訳がたつまい」

　ブラドーとソフィアとのことは、この国の将来に関かかわる重大事である。

　クラウスにもそれはわかっているはずだったが、それでも彼の表情には、隠かくし切れない違い和わ感かんが漂ただよっていた。

「言っていることは正しいですが、貴方にそんな器き用ような気き遣づかいを見せられると……ラシアン卿きようあたりの入いれ知ぢ恵えではないかと、疑いたくもなります」

　この感想に、ベルナルフォンは笑った。クラウスの勘かんはなかなかに鋭するどいが、〝ラシアン卿〟ではない。

　そのことには触ふれず、ベルナルフォンは別のことを言った。

「俺おれはもともと、面めん倒どう見みは悪くないぞ？　ただ、無関心な相手には徹てつ底てい的てきに無関心なだけだ。ニナは今や、まさに娘のようなものだし、陛下のこともな──正直に言って、俺はこの間のタートムとの戦いで、陛下のことを見直したんだよ。まさか前線まで出てくるとは思っていなかった。それも、ご本人の意思で、だ。あれは痺しびれたな」

　クラウスが決まり悪そうに小さく頷うなずいた。

　当初、彼はブラドーの行動を止めたらしい。結局は君主の堅かたい決意の前に折れたが、結果として、それらは良い方向に運んだ。

　ブラドーが来たことによって、前線の兵達の士し気きを高めることもできたし、腰の重かった諸しよ侯こうも〝王に遅おくれては〟と、慌あわてて戦地にやってきた。もし、アルセイフの懐ふところ深くまでタートムに侵しん入にゆうされていたら、未いまだに乱が続いていたかもしれない。

　クラウスも、思いだしたように笑みを見せた。

「確かに私も、あの件では陛下に驚かされました。御本人は〝フェリオ様の影響だ〟などと言っていましたが──私の見たところ、むしろブラドー様の中には、とても勇ゆう猛もうな部分が隠れているように思います」

　ベルナルフォンも頷く。

　かつてブラドーは、内乱の折に、自らレージクを暗あん殺さつしようとまでしたらしい。その行動の是ぜ非ひはさておき、彼は決して、臆おく病びようでひ弱な飾かざりだけの君主ではなかった。

「フェリオ様がな。旅立つ前に言っていたんだよ。〝陛へい下かは強い人間だ〟と。権力という強い力を得ても、それに溺おぼれず、なおかつ自分の弱さを自覚しながら戦っている陛下は、本当の意味で〝強い〟人間だと──そしてフェリオ様は、そうした陛下のことを、心から敬けい愛あいしている様子だった」

「そんな陛下が、好きになった相手ともなれば──ですか。でもやはり、貴方あなたがこうしたことに首を突っ込むのは、少々意外です。もっと硬こう派はというか──正直にいって、朴ぼく念ねん仁じんの類たぐいだと思っていました」

　クラウスの認識も当然ではある。ベルナルフォンは、自身の周りにほとんど女を寄せ付けない。

　そして、その理由について──ベルナルフォンは、彼には話していない。

　幼い頃ころからの親友だからこそ、知られたくないこともある。ベルナルフォンの過去、その火傷やけどの本当の理由、そして〝妻〟の話を知れば、クラウスもきっと、深く哀かなしむだろう。そうした彼の優やさしさは、よく知っている。

　だがベルナルフォンは、彼にそんな同情を求めるつもりは毛もう頭とうない。

　そして、そんな女め々めしい自分を見せたくもない。

　ニナとの結婚を控えたクラウスには、特に知られたくなかった。

　今もベルナルフォンは、ただ一人の娘を愛し続けている。たとえ不ふ健けん全ぜんだと詰なじられようと、他ほかの女に浮気をする気にはなれない。

　処理の済んだ書類を眺めながら、ベルナルフォンは誰だれにも聞こえぬよう、ごく小声に呟つぶやいた。

「……なぁ、クラウス。ニナを、大切にしろよ」

「え？　なにか言いましたか？」

「いいや、別に何も」

　とぼけておいて、ベルナルフォンは冷さめた紅茶を飲み干した。
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　ソフィア・アーネストはその夜、一つの決意をもって、沐もく浴よくに臨のぞんでいた。

　その〝決意〟の内容は、ニナの助言とは、また別のものである。

　──とはいえ、あながち無関係でもない。

　昼間のこと。

　ニナとの初めての交流を経て、ローム家の別べつ邸ていに戻ったソフィアは、そこで父とラシアンとの会話を盗ぬすみ聞きする羽は目めになった。

　もちろん、はじめは聞こうと思って聞いていたわけではない。

　帰ると召めし使つかいが不在で、客間にラシアンとバロッサが戻ってきていた。

　話し声に気づき、挨あい拶さつに顔を出そうと思ったその時──扉ドア越ごしに、彼らの会話が聞こえてきたのである。

「……ではウィスタル卿きように、ブラドー陛へい下かの説せつ得とくを……？　いや、しかし、ブラドー陛下はあのご気き性しようですぞ。なかなか、自分からソフィア様に手を出すというわけにはいかないでしょう。自身の持つ権力が、ソフィア様を追い詰めることになりはしないかと、そんなことを気にされている様子です。せめてソフィア様の側から、ブラドー様のほうへ近づいていただければいいのですが……」

　と、これはラシアン・ロームの言葉である。

　はからずも、ニナから言われたのと近いその内容に、ソフィアはびくりとして立ち竦すくんだ。

　ノックをしようとした手が止まり、彼女は息を殺して、ついその先を気にしてしまう。

　そこへ、バロッサの嘲あざけるような嗤わらいが伝わってきた。

「いやいや、あのじゃじゃ馬に、そんな気の利きいた真似まねができるわけがありませぬ。野や生せいの兎うさぎのように臆おく病びようで、自分からでは手を握ることさえできんでしょう。それでなくとも、陛下の好意を察することもできない鈍どん感かんな娘です。無理を承しよう知ちでブラドー陛下にどうにかしていただかない限り、当分はこのまま、進しん展てんもないでしょうな」

　──ここまではいい。自分でも自覚していることだったし、悔くやしいとは思っても、反論する気にはなれない。

　だが、その後がいけなかった。

　壁の向こうで、バロッサはおかしげに笑いながら、こう言い放ったのである。

「陛下にわざわざ好意を口にさせた以上、まともな貴族の娘なら、自分から夜よ伽とぎを申し出るぐらいの気を利かせるはずですが──ソフィアには、そんな気も回らぬようです。といって、ウィスタル卿による陛下の説得も難しいとなれば……なんでしたら、賭かけますか？　陛下とうちの馬ば鹿か娘むすめとの関係が、一ヵ月後に少しでも進展しているようならラシアン卿の勝ち、今のままなら私の勝ちということで──」

　呆あきれたような声で笑う父に、さすがのソフィアもかっとなった。

　子供扱いされるのは仕方ないが、賭け事の対象にまでされるとなれば、これは我が慢まんならない。

　父のことは尊そん敬けいしている。なればこそ、こうして〝笑われた〟ことは許せない。

　ことに今は、ニナからの優やさしい助言を受けた直後でもある。

　今朝までは赤の他人だったニナ・レスターホークが、あんなに親しん身みになって相談に乗ってくれたにも関かかわらず、肉親であるバロッサがこれでは、さすがに腹も立とうというものだった。

　結局、ソフィアは二人の前には顔を出さず、そのまま足音を殺して自室に戻った。

　しばらくは怒いかりがおさまらず、寝台ベツドの上で眉まゆ根ねを歪ゆがめていたものである。




　そして、夜を迎えた今──

　水を浴び、その体を念ねん入いりに清めながら、ソフィアは自分の心臓の音に耳を澄すませていた。

　ともすれば呼吸が止まってしまいそうなほどに、今の彼女はひどく緊きん張ちようしていた。

　ニナの言葉と、そしてバロッサの笑い声とが、頭の中で交こう互ごに響いてしまう。

（陛へい下かのお手を煩わずらわせなくたって……私だって、その気になれば、ちゃんとできるんだから──！）

　そうして自分を叱しつ咤たしつつ、彼女は[image: 拳]こぶしを握って歯をくいしばった。

　今回ばかりは、尊そん敬けいする父の鼻を明かしてやりたいと思う。

　となれば、自分にできることは一つしかない。

　大きく深呼吸をして覚かく悟ごを固めると、ソフィア・アーネストは裸ら身しんを拭ふき、何故なぜか〝忍しのび装しよう束ぞく〟に着替えた。
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　その夜、国王ブラドー・アルセイフは、自室のバルコニーから、しばらく外の月を眺めていた。

　ごつごつと歪いびつな形をした青い月は、今夜もそこに浮いている。

　ブラドーは子供の頃ころから、その光景に見み慣なれていた。

　体が弱く、自室に籠こもりがちだった彼にとって、そのバルコニーから見える空は途と方ほうもなく広かった。

　父のラバスダンも、子供の頃には体が弱かったらしい。成人していくにつれて、少しずつ丈夫になっていき、執しつ務むもこなせるようになっていったと聞いている。

（僕も──そのあたりは、父上と似ているのかもしれないな）

　ここしばらくは、やけに体調がいい。

　気力の充実は、家臣達の眼めにも明らかだったらしく、最近は顔色の良さを指摘されることが多くなった。

　良い傾向には違いない。

　青い月を眺めながら、ブラドーはふと思う。

　噓うそか真まことかはともかくとして、古代の文ぶん献けんによれば、月は太陽の光を受けて輝くのだという。

　ならばもし太陽がなければ、月は光らないということでもある。

〝自分も似たようなものかもしれない──〟と、ブラドーはそんな感かん慨がいを覚えた。

　第三王子という、光の当たらない立場にいた時は、ただ息を殺して、じっとしていることしかできなかった。

　だが今は、君主たる自分が、この国の行ゆく末すえを照らす光にならなければならない。

　弱い自分一人でその光を作りだすことはできないが、あの月のように、他ほかのものからの光を受けて輝くことなら、できるかもしれない。

　その光が、夜の闇やみを照らすように──ブラドーは、この国をひっそりと守っていきたいと願っている。

「おかしなものだな。少し前までは、そんな大それたこと、考えもしなかったのに──」

　独ひとり言ごとを呟つぶやいて、ブラドーは微笑ほほえんだ。

　自分がそんなふうに変わることができたのは、まず間違いなく、弟たるフェリオの影響だった。

　真っ直ぐに、そして真しん剣けんに生きている彼の姿は、ブラドーにとって、それこそ太陽のように眩まぶしい。

　彼の生き方から、ブラドーは〝王族としてのあるべき姿〟を学んだような気がしている。

　今いま頃ごろは彼も、ジラーハへの旅路の途中だろう。

　戻ってくるのは、当分先になる。心細いが、彼の帰るべき国を守ることが、今の自分にできる精せい一いつ杯ぱいのことだった。

　弟の元気な姿を思いながら、ブラドーはバルコニーから室内へと戻り、寝台ベツドに横になった。

　昼間の執しつ務むは、彼をほどよく疲れさせている。

　さほど時間をかけることもなく、ブラドーはそのまま、眠りに落ちた。
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　国王が寝ついて、三十分ほどが過ぎた頃──

　バルコニーから、鉤かぎ縄なわをつたって侵しん入にゆうしてくる人影があった。

　影は窓を開けると、足音を消して室内に踏み入り、ブラドーが眠る寝台の位置を確かめた。

　ごくゆっくりと慎しん重ちように歩を進め、音もなく寝台の足元に立つ。

　影はそのまま立ち尽くし、数すう瞬しゆんが過ぎた。

（……ど、どうしよう──本当に、入っちゃった……）

　戸と惑まどう影の主は、ソフィア・アーネストである。

　ニナの助言と父への怒いかりとで、ほとんどやけになってこの寝しん所じよへと忍しのんできたものの──縄を登っているうちに、〝何かが違う〟ということにようやく気づき始め、何度か引き返そうともした。

　しかし訓練された体は、ソフィアの迷いとは裏うら腹はらにするすると難なく縄を登りきり──この寝台の傍そばまで、ついに来てしまった。

　目の前には、国王、ブラドー・アルセイフの安らかな寝顔がある。

　王というには若すぎて、顔立ちもまだ可愛かわいらしくさえ思えた。

　立ち尽くすソフィアはふと、彼と初めて出会った日のことを思いだした。

　気を失い、愛馬によってアルセイフの陣じん地ちに運ばれたソフィアは、このブラドーのすぐ傍そばで眼めを覚ました。

　部下達を失う悪あく夢むにうなされ、泣きながら目覚め、そして父と間違えてブラドーに抱きついた。

　その直後に彼を突き飛ばし、生なま意い気きな口をきいたことも、今となっては思い出の一つである。

　あの時はただ、初めて眼にした〝国王〟という存在を前に、自分の非ひ礼れいをただ恥はじていた。

　そして、戦いの中でブラドーの人となりを知り、その後の政せい務むに励はげむ姿を見ていくうちに──ソフィアは、彼に親近感を持っていった。

　忠ちゆう誠せい心しんもあったが、決してそれだけではない。

　彼は懸けん命めいに、〝自分にできること〟を、誠せい意いをもって為なそうとしていた。

　そんなブラドーのことを、ソフィアは家臣としてではなく、一人の人間として尊そん敬けいしている。

　その尊敬が、愛情と紙かみ一ひと重えだったことに気づいたのは、ブラドーの告白を受けた後のことだった。

　好意は素直に嬉うれしかった。

　だが、ニナにも話したとおり、同時に戸と惑まどいもある。

「ブラドー様……」

　囁ささやくように名を呟つぶやいて、ソフィアは寝台ベツドの脇わきから、そっと彼の頰ほおに手を触ふれた。

　人の気配に気づいたブラドーが、その時、やっと眼を開けた。

　寝ね惚ぼけた様子で、定まらない焦しよう点てんを影に向ける。

「……え……？　君は……」

　改めて、この状況でブラドーの声を聞くなり──ソフィアは、たちまち赤せき面めんした。

　その次に彼女がとった行動は、自身でも予期していなかったものである。

　頰に添そえていた右手を喉のどへと移動させつつ、同時に左手をブラドーの口にあてる。

　さらに両りよう肘ひじでブラドーの体を押さえつけ、ぐっと身を乗り出した。

　つい、訓練された動きのままに、彼の口を掌てのひらで塞ふさぎ、喉元に手て刀がたなを添える形となる。

　驚いたブラドーが、さすがに眼を白黒させた。これでは暗あん殺さつ者しやと変わらない。

「へ、陛へい下か、お静かに……！　え、えぇと、えぇと……！」

　動いてしまった後で説明に困り、ソフィアはあたふたと周囲を見回した。ひとまずのところ、警けい護ごの騎士などが駆け込んでくる気配はない。

　できるだけ声を潜ひそめて、ソフィアは囁いた。

「あ、あの！　こんなこと、失礼かと思ったんですけれど、でも……でも、その──失礼します！」

　もはや自分でも訳わけがわからないままに、ソフィアはブラドーを組み敷いて、その上にまたがった。

　後はそのまま短剣ダガーを振り下ろせば、一撃で相手を仕し留とめられる姿勢だが、もちろんそんな意い図とはない。ただし傍はたから見れば、君主を襲う暗あん殺さつ者しやにしか見えないのも事実である。

　上に乗っているのが、忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだソフィアだと、ブラドーもここでやっと気づいた。

　眼めを驚きに見開かせて、彼は固まっている。

　見つめられたソフィアも頰ほおを真っ赤にして、その場で固まってしまった。

　互いに見詰め合ったまま、ただ静かな時間が過ぎていく。

　ブラドーにしてみれば、この状況は訳わけがわからないだろう。

　実のところ、ソフィア自身にもよくわかっていない。ただ言えるのは、〝こんなつもりではなかった〟というだけのことである。

　もっと静かに声をかけて、まず彼に気づいてもらった後に、しっとりとした会話を交す予定だった。

　それが何故なぜか、今の自分はブラドーを上から押さえつけている。ほとんど無意識の動きとはいえ、自分の身に染しみついた体たい術じゆつを、これほど恨うらめしく思ったことはない。

　ブラドーが瞬まばたきをした。声を出す気配はない。

「あ、あの……」
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　彼の口を塞ふさいだ掌てのひらを、ようやく外しながら、ソフィアは震ふるえる声を紡つむぐ。

「……あの、この後は、どうすれば……？」

　一瞬の、沈ちん黙もくの後──

　ブラドーが、声を出さないまま、肩を揺らして吹き出した。

　必死で声を出さぬようにしながら、彼は額を押さえて、ただおかしそうに笑い転ころげてしまう。

　その反応に、しばらくぽかんとした後で──ソフィアは赤せき面めんした顔をさらに赤くし、ブラドーに抗こう議ぎした。

「わ、笑うなんて酷ひどいです！　私は、必死で……！　陛へい下か、どうして笑うんですか！」

「ご、ごめん……！　いや、でも、これは──」

　ほとんど涙なみだ眼めになりながら、ブラドーがようやくに笑いをおさめる。

　ソフィアを見上げて、彼は申し訳なげに囁ささやいた。

「いや……本当に、笑ったりしてごめん。でも、これは意い表ひようを突かれたな……こんなにびっくりしたのは久しぶりだ。どうしたんだい、ソフィア？　こんな夜中にいきなり……」

　羞しゆう恥ちで震えながら、ソフィアはか細い声で答える。

「そ、その……夜よ伽とぎを──」

　ブラドーが、眼をしばたたかせた。

　ソフィアの言葉の意味を理解するまでに、彼も数すう瞬しゆんを要した。そして理解するなり、彼も硬こう直ちよくしてしまう。

「……って……ソフィア、それは──」

「……父にも言われたんです。まともな貴族の娘なら、陛下にあんなお言葉を戴いただいたら、これぐらいの気は利きかせるものだ、って──ですから、私……」

　ブラドーが、ソフィアの細い肩をぐっと摑つかんだ。

　その思わぬ力の強さに、彼女はびくりと身を竦すくませる。ブラドーは抱き寄せようとはせずに、むしろソフィアを強く抑おさえた。

「……ソフィア。バロッサ将軍が、君に向けてそう言ったのかい？」

「あ、いえ……直接に言われたわけじゃなくて、ラシアン卿きようと話していたのを、偶ぐう然ぜんに立ち聞きしただけですけれど……でも、別にそう言われたから来たわけじゃなくて……私……」

　ソフィアは言葉に詰まった。

　何かを言わなければいけないとわかっているのに、その言葉がなかなか喉のどから出てこない。

　そんなソフィアを落ち着かせようとするように、ブラドーの手が頰ほおに添そえられた。

　たちまち──緊きん張ちようの糸が切れて、ソフィアの眼から、無意識に涙が零こぼれる。

　ソフィアはうなだれた。

「……ブラドー様、こんなことをして、申し訳ありません。普通の貴族の令嬢の真似まね事ごとなんて、私なんかにできるはずないのに──」

　彼女のそんな言葉を聞くや、ブラドーが眉まゆをひそめた。

　泣いているソフィアは、そのことには気づかない。

「でも私、ブラドー様のお役に立ちたくて──いえ、そういうんじゃなくて、最近、だめなんです。ずっと陛へい下かのことばかり考えていて、どうしたらいいのかわからなくて……ニナ様に相談したら、陛下に甘あまえてみたらいいって……でも、どうやって甘えたらいいのかとかも、本当に何もわからなくて──」

　すべてにおいて無知な自分を恥はじて、ソフィアは泣いた。

　今はブラドーに伝えたい言葉を、まともに整理することさえできない。

　王とか貴族とか、君主とか臣しん下かとか、そうした要素とはまったく関係なく、今のソフィアは純じゆん粋すいに、ただのブラドーという〝青年〟に恋をしていた。

　見かけとは裏うら腹はらの強い意志を持ち、自身の弱さを自覚しながらも、懸けん命めいに精せい一いつ杯ぱいのことを為なしている──そんな彼の姿に、忠ちゆう誠せい心しんよりも強い憧あこがれを抱いた。

　その憧れが、ソフィアの心をざわつかせていた。

　相手は国王であり、自分如ごときには決して手の届とどかない存在だと思い込むことで、ソフィアは無意識に、自らの心を封ふうじ込めていた。

　しかし、好意に気づいてしまった後は、もうどうしようもない。

　国王という身で危険な最前線へと自ら乗り出し、臣下の破けた衣服を勝手に繕つくろい、妙に包ほう容よう力りよくのある微笑を絶やさない──そんな彼のことが、今は気になって仕方がなかった。

　彼の存在は、ソフィアの中でも、今はそれほどに大きい。

　しかし、その感情を表現するための方法が、心の未み熟じゆくな彼女にはよくわからない。

〝他の貴族の令嬢〟ならば、もっと上手うまくやるのだろうと思うと、自己嫌けん悪おにも陥おちいりそうだった。

　ソフィアは眼めをぎゅっと閉じたまま、闇やみの中で紡つむぐべき言葉を探した。

「……私もブラドー様のこと、好きです。だから、私──」

　ブラドーの視線が、ふっと緩ゆるんだ。

　頰ほおに添そえられていた手が、ソフィアの背中に回る。

　そのまま崩くずれるようにして、ソフィアはブラドーに抱き寄せられた。

　人の肌はだの暖かさに、ソフィアはどきりとする。

　ブラドーの言葉が、すぐ耳元で囁ささやかれた。

「……国王っていうのも、厄やつ介かいな立場だ。本当に好きな子がいるのに、その想おもいをそのままぶつけようとすると、背後に権力をちらつかせる形になりかねない──逆ぎやくに、僕のことを本当に好きになってくれる子がいてくれても、その子も僕の後ろの権力に気き兼がねしてしまったり、あるいは、権力目当てだと誤ご解かいされるのを恐れたり……本当に、厄介だな」

　──ソフィアは、小さく頷うなずいた。

　自分達は要するに、どちらも不ぶ器き用ようなのだと思う。

　自分の抱えていた悩みと、ブラドーの抱えていた悩みとがよく似ていたことに、今にしてようやく気づいた。

　ソフィアは顔をあげる。

　微笑を浮かべたブラドーは、ソフィアの髪をいとおしげに撫なでた。

　そして、二人の唇がそっと重なる。

　ブラドーの細い指が装しよう束ぞくの下へと差し込まれ、ソフィアはわずかに声を漏もらした。

　その後はもう、言葉は必要なかった。
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　その初めての夜から、数日後──

　ソフィアとブラドーとの関係は、王宮内でも公然の秘密となりつつあった。

　毎夜の如ごとくに寝しん所じよに通っていれば、嫌でも話は広がってしまう。

　二人だけの約束だった婚こん約やくも、話が広がってきた段階で、正式にアーネスト家へと通達された。

　父のバロッサ・アーネストが、これを断るはずもない。

「よかったですわね、ソフィア様！」

　仮かり住ずまいであるローム家の別べつ邸ていにはその日、ニナ・サンクレットが遊びに来ていた。

　ソフィアの相談事ではじまった二人の親しん交こうは、たったの数日で随ずい分ぶんと深まった。貴族の令嬢としては、互いに珍めずらしい気き質しつの持ち主でもある。まるで昔からの友人のように、二人の交流は続いていた。

「ともあれこれで、ソフィア様と陛へい下かの御関係も公認のものです。陛下に令嬢をあてがうつもりだった貴族の方かた々がたは、今いま頃ごろ、大おお慌あわてでしょうね」

　くすくすと笑うニナとは裏うら腹はらに、ソフィアは恐きよう縮しゆくして肩を竦すくめる。ブラドーとの関係を他ほかの人々に知られることには、まだ少し気き恥はずかしさがあった。

　茶ちや会かいと称しようした楽しい無む駄だ話ばなしのひとときを過ごして、やがてニナはサンクレット家に戻った。

　一方のソフィアは、ブラドーの仕事を手伝うべく、愛馬を駆って城へと向かう。

　彼の執しつ務む室しつへと歩む道すがら、ソフィアは外がい務む卿きようのラシアン・ロームと廊下で擦すれ違った。

　将来の王おう妃ひに向けて、彼は以前よりも恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。

　周りに他の人影はない。

　挨あい拶さつの後、ちょっとした悪戯いたずら心ごころに駆られて、ソフィアはラシアンに囁ささやいた。

「ところで……ラシアン様。〝お父様との賭かけ〟には、勝てましたか？」

　初老の伊達だて男おとこは、あっさりと肩を竦めた。

　慌あわてるか、さもなくばとぼけるかのどちらかだと思っていたソフィアは、この反応に戸と惑まどう。

　その後に紡つむがれた言葉は、さらに意外なものだった。

「それが……今だから申し上げますが、バロッサ卿きようは、貴方あなたに私達の会話をわざと聞かせたのですよ」

　ソフィアは、眼めをぱちくりとさせた。

　ラシアンは申し訳なげに頭こうべを垂たれる。

「私は、お止とめしたのですが……つまり、〝自分の言葉を盗ぬすみ聞きさせれば、ソフィア様は必ず行動に移るはず〟、と言って──ですから、賭かけとしては私の負けでした」

　ソフィアは啞あ然ぜんとした。

　何かの詐さ術じゆつにかかったような気分で、しばらく放心の態ていとなる。

　その時、廊下の向こう側から、ウィスタルやベルナルフォンと並んで、そのバロッサが歩いてきた。

　ラシアンが一礼を残して立ち去り、そしてソフィアはバロッサと向かい合う。

「お父様……？」

　まだ半なかば呆ぼう然ぜんとしたまま、ソフィアは父に声をかけた。

「うむ。今日も陛へい下かの執しつ務むの手伝いかね？　まぁ、邪じや魔まにならぬようにな」

　それだけ言ってあっさりと去ろうとする父に、彼女は慌てて追いすがる。

「……お父様、ちょっとお話が」

　にっこりと怒いかりをこめて微笑ほほえみつつ、その腕をきつく摑つかんだ。

　遠くで振りかえったラシアンが、深ふか々ぶかと頭を下げている。

　事情を察したのか、ウィスタルも眼を逸そらし、ベルナルフォンを連れてそそくさと逃げ出した。

　ソフィアは知らぬことだが、ブラドーの寝室を守る警けい備びの騎士達に、〝彼女を見つけても見なかった振りをするように〟と通達したのはウィスタルである。

　愛まな娘むすめに捕まえられたバロッサは、悪戯いたずらのばれた子供のような顔で笑った。

「はて、さて……まだまだ、甘あまい」

　飄ひよう々ひようたる口調で呟つぶやいた、次の瞬間──

　摑んだはずの腕は、ソフィアの手からするりと抜けてしまった。

　彼女がそう気づいた時には、もう父の姿は数歩先に行っている。その動きは相変わらず、反則的なまでに素早い。

「お、お父様！」

　声を荒げたソフィアに向けて、バロッサは軽く手を挙げて見せた。

「孫の顔を楽しみにしておるぞ。では、陛下と仲良くな」

　からかうように言いながら、バロッサ・アーネストは悠ゆう々ゆうと立ち去る。

　怒いかりと照てれで顔を真っ赤にして、ソフィアは父の背を睨にらみつけた。

　そして、曲がり角にその小さな背が消えた後──

　見えなくなったその背に向けて、彼女は苦笑混じりに深ふか々ぶかと頭を下げ、そして恋人の待つ執しつ務む室しつへと小走りに駆けていった。
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　その日の午後、リセリナとウルクは協力して、親しい知人達との茶ちや会かいの準備を進めていた。

　仕事でフォルナム神殿からやってくる、ムスカ・ブライトクロイツ司し祭さいと、その妻であるクゥナ達を歓迎するための茶会である。

　はじめは暇ひまな者だけを集めるつもりだったが、人数が予想以上に膨ふくらんだ。

　ウルクとリセリナに加えて、二人の夫であるフェリオや、国王のブラドー、王おう妃ひのソフィアまでが出席を予定している。

　他ほかには軍ぐん務む卿きようクラウス・サンクレットとその妻のニナ、軍務審しん議ぎ官かんベルナルフォン・レスターホークに、王宮騎士団長のウィスタル──これにシアと子供達が加われば、もはや茶会というより、小さなパーティーに近い。

　外がい務む卿きようラシアンと政せい務む卿きようアゴールも、少しだけ顔を出したいと言っていた。

　リセリナもウルクも率そつ先せんして動き、今は侍じ女じよ達と共に、庭先に椅子とテーブルを並べている最中である。

　本来は侍女達にやらせるべき仕事だが、ウルクにとってもリセリナにとっても、こうした準備自体が楽しみの一つだった。

「……それにしても、シアったら戻ってきませんね？」

　準備が一段落したところで、リセリナはウルクにそう話しかけた。

　ウルクは微笑とともに、軽く肩を竦すくめる。

「まだリグルスとアスティナを捕まえていないのかもしれません。ついでにお昼も、街まちのほうで食べてきそうですね」

　アルセイフでは、たとえ貴族であっても、昼食は軽く済ませる例がほとんどである。ベルナルフォンなどのように、仕事をしながらパンをつまむだけ、という者も珍めずらしくない。

　ただ、成長期のリグルスやアスティナは、しっかりと昼食をとる癖くせがついていた。

　リセリナも母親だけに、二人がきちんと食べているかどうかは少し心配でもある。

　準備は終わったものの、茶会までにはまだ時間があった。

「リセリナ様、どうしましょうか。フェリオ様のところに行ってみます？」

　ウルクに問われて、リセリナが頷うなずきかけた時、侍女の一人が駆けてきた。

「ウルク様、リセリナ様。たった今、予定より早く、ムスカ司祭が御到着されまして──」

　その言葉のとおり、侍女の向こう側、王宮の渡り廊下に、神しん官かんの衣ころもに身を包んだ禿とく頭とうの巨体が見えた。

　フォルナムの司祭、ムスカ・ブライトクロイツである。

　そのすぐ後ろには、幼い娘のルイセを連れたクゥナの姿もあった。

　縁を得てムスカと結婚した彼女は、今もまだ、施せ療りよう師しとしての仕事も続けているらしい。

　早すぎる到着に、リセリナとウルクは揃そろって眼めをしばたたかせた。

　まずは歩み寄って、互いに挨あい拶さつをかわす。

「ムスカ司し祭さい、クゥナ様。ずいぶんと早くお着きになられたのですね！」

　久ひさ々びさの再会に、ウルクは嬉うれしそうだった。ムスカが恐きよう縮しゆくしたように頭こうべを垂たれる。

「申し訳ない。しばらく、街まちで時間を潰つぶそうかと思っていたのですが……ルイセが、〝シアに早く会いたい〟とごねましてね。お邪じや魔まかと思ったのですが、早めに来てしまいました」

　ウルク達と共に過ごしているシアは、書類の上では、ムスカの養よう女じよとなっている。つまり、ルイセとシアは歳としの離れた姉妹でもあった。

　三歳のルイセはクゥナに似て、はっきりとした目鼻立ちでありながら、どこかのんびりとした気配をまとった少女だった。

　しゃがみこんだウルクが、クゥナの足元のルイセと視線を合わせる。

「あら、残念。ごめんね、シアはまだ帰ってきていないの。帰ってくるまで、私とお話してくれる？」

　ウルクの微笑に引きこまれるようにして、ルイセがこくりと頷うなずいた。

　彼女は子供の扱いが上手うまい。シアが子供達からやたらと好かれているのも、おそらくはウルクに育てられたがゆえだった。見方によっては、剣の師しと弟子でしのような関係である。

　早さつ速そくにルイセを懐なつかせるウルクに感心していると、ムスカがリセリナの肩を軽く叩たたいた。

「……実は、皆が来る前に、君に少し話したいことがあるんだが……いいかな？」

　リセリナは首を傾かしげた。

　妻のクゥナのほうを見ると、彼女もその内容を心得ているらしく、小さく頷いた。

　ルイセとクゥナをウルクに任せて、リセリナとムスカは、角のテーブルに移動する。

　向かい合って座ると、何故なぜか昔を思いだした。

　まだ、フェリオと結婚する前に──リセリナは、ムスカやシルヴァーナ、それに名無しのアンジェリカ達と共に、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に関かかわる戦いに身を投じたことがあった。

　その頃ころ、リセリナは〝自分の感情から逃げている〟と、ムスカに指摘されたものである。

　今にして思えば、ムスカはあの頃から、フェリオとリセリナの関係を応援してくれていたのだろう。

「お話ってなんですか、教授？」

　今のムスカは司祭だが、さすがに二人になると、呼び名も昔ながらのものに戻る。

　ムスカはいかつい顔に微笑を見せて、少しだけ言いにくそうに声を潜ひそめた。

「その、な──実は一ヵ月ほど前に、フォルナムで、思いがけない顔に会ったんだ。君には話しておくべきかと思って……」

　その言葉だけで、リセリナにはぴんときた。

「あの、もしかして……教授、イリス達と会ったんですか？」

　この反応にはムスカが驚いたようで、彼は大きく眼めを見開いた。

「君も会ったのか？　いや、彼らは君には会わないだろうと思っていたんだが……」

　リセリナは、慌あわてて首を横に振る。

「いえ、違うんです。私じゃなくて……聖せい祭さいの直前の時期に、街まちに出たリグルスとアスティナが、私とよく似た人に偶ぐう然ぜんぶつかったって話していて──それで、もしかしたらと思っていたんです」

〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の一件以来、イリスとエンジュの二人は、完全に行方ゆくえをくらましていた。

　イリスは、アルセイフでは前国王を殺した大たい罪ざい人にんの一味であり、ジラーハではラトロア側に寝返った裏うら切ぎり者ものである。

　たとえ生きていても、会いには来られないだろうと感じていたが、それでもリセリナは、最後の最後に、イリス達が〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を止めるために戦ってくれたことに感謝をしていた。

　そしてその生死を気にしていたのは、リセリナだけではない。

「フェリオ様も、エンジュのことを気にしていました。今いま頃ごろ、どこでどうしているんだろう、って──教授、二人は……」

　ムスカは笑顔で頷うなずいた。

「……あぁ、幸せそうだった。あのイリスが、あんなに幸せそうに笑えるようになるなんて、私には意外で、だがそれが嬉うれしくて……君にも、伝えておこうと思ってな。イリスは、君に謝あやまっていたよ。あとシアにも、ウルク様にも──合わせる顔がないとも言っていたが、エンジュのおかげで、彼女は本当に変わった」

　ムスカのその言葉に、リセリナは首を横に振って応じた。

「きっとイリスは、本当は──そんなに悪いことができる子じゃなかったはずなんです。ただ、ちょっと人の痛みに気づくのが苦にが手てで、少しだけ意地っぱりなところがあって──要するに、私と同じなんです。あの子って」

　リセリナは、今はそう感じている。

　孤独だったイリスは、怒いかりを周囲に向けることで自分を保っていた。

　姉妹達を見捨てて生き残った過去に、罪つみの意識を感じていたリセリナは、自らを不幸に追い込むことで、その罪から逃れようとしていた。

　経過と方向性は違っていたが、抱えた問題に正面から向き合わず自分を誤ご魔ま化かしていたという点では、彼女と自分は似ていたのかもしれない。

「……でも、よかったです。イリスがこの世界で、幸せになれたのなら。きっとエンジュとの出会いのおかげですね」

　リセリナの胸に、温かい感情が満ちた。

　ムスカも頷いて、青い空に視線を移す。巨体に似合わず、その眼まな差ざしはいたって優やさしい。

「そうだな……私はね。君にも感心しているんだ。イリスもそうだが、君もきちんと、この世界の習慣や文化に適てき応おうしている──それは凄すごいことだよ」

　リセリナは小首を傾かしげた。ムスカが何のことを言っているのか、咄とつ嗟さには理解できない。

　ムスカがテーブルに肘ひじをつき、両手の指を組んだ。

「いや、フェリオ様と、ウルク様とのことだ。なんというかな……この世界の王族は、一夫多妻が当然だろう？　フェリオ様は生まれた時からそれを常識として植え付けられているはずだし、ウルク様のほうも神しん官かんとはいえ、この世界の常識はわかっていて当然だが──君は違う。無む論ろん、私やイリスもな。正直なところ、私は、君が王宮という場所に適応できるかどうか、不安だったんだ」

　言われてから、リセリナは納なつ得とくした。

　彼女自身も、もちろんその点は不安だった。不安を乗り切って、こうして幸せを実感できているのは、紛まぎれもなく周囲の人々のおかげでもある。

　ムスカが遠い眼めをした。

「以前に私は、イリスにも言ったことがある。〝この世界に来てしまった以上、前の世界でのしがらみは捨てて、生まれ変わったようなつもりで新たな人生を生きるべきだ〟と──だがこれは、口で言うのは簡かん単たんでも、そうそう易やす々やすと実行できることでもない。郷ごうに入りては郷に従えというが、特に倫りん理り観かんなどの面では、なかなか割り切りがつかないものだよ。その点、君は強くなったな」

　予想外の誉ほめられ方をして、リセリナは笑いながら首を横に振った。

「私は、強くなんてなっていません。全部、フェリオ様やウルク様達のおかげです。特に、ウルク様がいてくれたから……もし、私一人で王宮になんて入っていたら、きっと戸と惑まどうばかりで、何もできなかったはずです」

　ウルクもまた、〝他国〟からアルセイフの王宮へと来た、いわば余所よそ者ものである。

　そんな状態でありながら、ウルクは懸けん命めいに、フェリオの妻としてのリセリナの立場をも守ってくれた。貴族達からリセリナが馬ば鹿かにされないよう、さまざまなことを教えてくれたし、社交の席では幾いく度ども助けられた。

　どうしてウルクがそんなに気を遣つかってくれるのか、不思議に思ったこともある。

　それを問いかけた時に、ウルクはこんなことを言った。

〝今の私とリセリナ様の役目は、フェリオ様の両りよう脇わきを支えることです。私もこの国の出身ではありませんから、貴族の方かた々がたと渡わたり合あうにしても、一人では難しいですけれど──でも、リセリナ様も一いつ緒しよならば、きっとなんとかなります。言ってみれば、同どう盟めい者しやみたいなものでしょうか〟

　そして彼女は、リセリナに向けて、茶ちや目めっ気けたっぷりに片眼を瞑つぶってみせたものである。

〝リセリナ様。貴族や王族の世界では、結婚はゴールではなくて、あくまでスタートラインでしかありません。独どく占せん欲よくの強い方となら、その後はいかにして夫の寵ちよう愛あいを得るかで競争になりますが──フェリオ様の場合には、どう考えても、私達のどちらかに序じよ列れつをつけるようなことはできそうにありませんし、それにきっと、フェリオ様ご自身が、そうした争いが起きたらとても哀かなしまれます。私はフェリオ様のことが大好きですから、あの方を哀しませるようなことは、もう二度としたくありません〟

　かつてウルクは、シアの処置で記憶を失ったことがあった。その時のフェリオの哀しみようは、リセリナも憶おぼえている。

　彼を哀しませたくないというウルクの思いは、だからよく理解できた。

　そしてウルクは、こうも付け加えた。

〝それにね、リセリナ様。貴方あなたは、私にとってもフェリオ様にとっても命の恩おん人じんで──私も、貴方のことが大好きです。私が貴方を助ける理由は、それだけじゃ足りませんか？〟

　そうしてリセリナは、この王宮において、ウルクという得え難がたい友人を得た。

　子供が生まれ、さらには王おう妃ひのソフィアや軍ぐん務む卿きよう夫人のニナをはじめ、他の貴族達とも親交を重ねてきた今は、この場所が自分の〝家〟なのだと、心から思える。

　リセリナは、ムスカに微笑ほほえみかけた。

「──教授、安心してください。私は今、幸せです。私の幸せを祈いのっていてくれたお父さんの思いにも、今は応こたえられた気がしています」

　ムスカが頷うなずいた。

　彼もまた、この世界で伴はん侶りよを得て、新たな生活を送っている。

　イリスやシアも含めて──かつての来訪者ビジター達は、この世界にきちんと適てき応おうしていた。

〝来訪者ビジター〟としての会話を終えた二人は、ウルク達の傍そばへ戻ろうとした。

　その視し界かいに、庭にわ師しの老人と、国王夫妻の姿が入る。

　国王、ブラドー・アルセイフと王妃ソフィアの間には、今は三人の子供がいた。長男のラドナーは、ブラドーにそっくりな皇太子で、リグルスやアスティナとは従兄弟いとこの関係になる。

　長女のアルリードはリグルス達と同年代で仲が良く、次女のユリーナはまだ生まれたばかりだった。

　彼らを生んだ王妃のソフィアは、とても三児の母には見えない若さを保っている。彼女は国王ブラドーのすぐ傍に控え、今も清せい楚そに微笑んでいた。

　そして、一いつ緒しよに現れた小こ柄がらな庭師の老人は、このソフィアの父──バロッサ・アーネスト、その人である。

　引いん退たいした今、彼は王宮の庭で庭師の真似まね事ごとをしていた。立場としてはもちろん〝王妃の父〟であり、本人に野や心しんさえあれば権けん勢せいも振るえたはずだが、彼はあくまで影に徹てつしている。

　現在は悠ゆう々ゆう自じ適てきに庭いじりをしながら、娘と孫達のいる王宮を陰かげながら警護し、リグルスやアスティナ達にこっそりと剣術を教えたりもしていた。

　ムスカ達と久ひさ々びさの再会を果たすや、ブラドーはにこやかに声をよこした。

「ムスカ司し祭さい、お疲つかれ様さま。遠えん路ろはるばる、大変だったね」

　気さくな声に、ムスカが深ふか々ぶかと頭を下げる。こんなに早く国王が出て来るとは、さすがに思っていなかったらしい。

「お忙いそがしい中、恐きよう縮しゆくです。今日はお招きをいただきまして……」

「昼間から堅かた苦くるしいのは抜きにしよう。ここには他ほかの貴族達もいない。僕も息抜きをするつもりで来たんだ」

　ブラドーは手近な椅子を選んで、いかにも適当に座った。

　ざっくばらんなその態度に、王おう妃ひのソフィアが笑みを漏もらす。

　即そく位いして以来、貴族達の前では常に泰たい然ぜんとし、君主としての力強さも出てきたブラドーだが、昔馴な染じみしかいない場では素すに戻る。

　編み物を趣味にしていた心の優やさしい青年は、王となり父親となった今も、その心こころ根ねは変わっていない。

　ブラドーは周囲を見回してから、リセリナに顔を向けた。

「フェリオはまだ来ていないのか。仕事かな？」

「はい。私とウルク様は、こちらの準備があったので先に来たんです。フェリオ様も、もうじき来られると思います」

　ブラドー達も、予定の時間よりもかなり早い合流だった。

　そうこうしているうちに、続々と人が集まり始める。

　王宮騎士団のウィスタルとライナスティが、外がい務む卿きようのラシアンと政せい務む卿きようのアゴールが、そして軍ぐん務む卿きようクラウスとニナの夫妻が──

　それぞれに現れて、ムスカ達を歓迎した。

　いずれも相そう応おうに、かつての乱から十年の歳月を過ごしてきた。

　いつも顔を合あわせている人々を、リセリナは改めて見つめる。

　フェリオの師しであるウィスタルは今もなお壮そう健けんで、騎士団長を務めていた。

　ライナスティは〝大たい樹じゆの陰かげ〟などという、いかにも彼らしい名前の画商を趣味で経営している。由ゆ来らいは当然、〝寄らば大樹の陰〟という言葉で、これを聞いた者は皆、失笑するのが常だった。

　外務卿ラシアン・ロームは、そろそろ引いん退たいの時期が近い。今は後こう継けい者しやの育成に余よ念ねんがなく、政務卿アゴール・カリウスもそれに協力している様子だった。

　軍務卿クラウスとニナの夫妻は、相変わらずに仲なか睦むつまじい。子供達も生まれているが、今日のこの席には連れてきていない様子だった。

　やがて城とは逆の方向から、意外な客を連れた一団が戻ってくる。

「シルヴァーナ様、ハーミット様！」

　ウルクが驚いて、声を高くした。

「やあ、久しぶり。シアとベルナルフォン卿きように誘さそってもらってね」

「呼ばれもしていないのに、恐きよう縮しゆくです」

　相変わらずの二人は、にこやかに挨あい拶さつをした。

　彼女らの娘のスノーリアは、共にやってきたシアと手をつないでいる。さらにリグルスとアスティナが、シアのもう片方の手につながっていた。

　軍ぐん務む審しん議ぎ官かんベルナルフォンと、彼の養よう子しであるエルバードもそこにいる。

　そして、もう一人──赤ん坊を抱いた黒い肌はだの娘が、ムスカ達に懐なつかしげな微笑を送りつつ、一同に向けて恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。

　警けい護ご役やくという名目でやってきたディアメルと、その息子むすこのロイドである。

　ライナスティが忠実な子犬のように、そのディアメルの元に駆け寄った。リセリナが見る限り、この二人の関係も、十年が経たった今もほとんど変化していない。

「遅かったな、ディアメル！　何していたんだよ」

　ディアメルがにっこりと微笑ほほえんだ。

　その笑みに籠こもった〝殺意〟に、その場の幾いく人にんかが目ざとく気づく。

「実は、家の掃除をしていてな。偶ぐう然ぜん、ある物を見つけたんだが……」

「……ある物？」

　ライナスティが首を傾かしげ──次の瞬間、その顔が、ものの見事に青ざめた。

　たちまち彼は、身ぶり手ぶりをまじえて言いい訳わけをはじめる。

「い、いや！　違うんだって！　あれは他人の空そら似にっていうか、特にモデルとかがいるわけじゃなくて……！」

　傍そばで聞いているリセリナには、何のことだかわからない。

　凄せい惨さんな雰ふん囲い気きの漂ただよう笑顔のまま、ディアメルはライナスティの肩をぽんぽんと叩たたいた。

「……知っているか？　絵描きが死ぬと、その絵の価値は何倍にも跳ね上がるそうだぞ」

「い、いや！　それは名画の場合で、俺おれ如ごときの絵はとてもとても……！」

「まぁ、後でじっくり、話をしようか」

　絶望に満ちた顔でうなだれたライナスティの向こう側に、リセリナはようやく、最後の出席者の顔を見つけた。

　紫むらさき色の髪をした、凜り々りしい顔立ちの青年が一人──

　ゆったりとした足取りで、リセリナ達のほうへと歩いてくる。

　ウルクが席から立ち上がり、リセリナは彼女と並んで、彼のもとへと歩み寄った。

　そしてリセリナ達よりも先に、シアの手から離れたアスティナとリグルスが、父親たる彼の元へと勢いよく走る。

「お父様、抱だっこ！」

「僕も！　僕も！」

　青年は微笑ほほえみながら、二人の子供を左右の手に軽々と抱えあげた。アスティナがその頰ほおに口付けをし、リグルスは首筋にしがみつく。

　出迎えたリセリナとウルクに、彼は軽く頭を下げた。

「ごめん、少し遅おくれたかな？」

「いいえ、フェリオ様。大丈夫です」

　彼の右側に立ったウルクが、嬉うれしそうに首を横に振る。

　リセリナは左側に立ち、茶ちや会かいの席を視線で示した。

「ちょうど時間ぴったりですよ。皆様、お揃そろいです」

　フェリオが頷うなずいた。

　その精せい悍かんな眼まな差ざしで、その場の一同を順番に見回し、そして彼は涼すずやかな声を紡つむぐ。

「なんだ、ムスカ司し祭さいとクゥナさんだけじゃなくて、シルヴァーナとハーミットまで……！　懐なつかしいな。ルイセとスノーリアも、ずいぶん大きくなったね」

　久ひさ々びさの顔を見つけて嬉うれしげなフェリオの元に、他の面々も集つどう。

　リセリナはそっと、脇わきから彼の横顔を見上げた。

　ウルクも反対側から、同様にフェリオを見つめている。

　かつて、家族らしい家族も持たず、この国での立場もなかった〝アルセイフの第四王子〟は、今──この場所の、中心にいた。

　そしてリセリナも、彼のすぐ傍そばにいる。

　生まれた子供達と共に、彼女はこの地で暮らしている。

　二人の子供を両手に抱えたフェリオは、十年前のあの頃ころから、少しも変わってはいなかった。

　背は伸びたし、顔つきも幾いく分ぶんか大人おとなびたが、〝大切なものを守ろうとしていた〟彼は、今も彼のままである。

　これからもきっと──そうなのだと思う。

　その思いに惹ひかれて、リセリナは彼と共に人生を歩むと決めた。

　同じようにフェリオを見つめるウルクと視線が合い、リセリナと彼女はくすりと笑い合った。ウルクもきっと、同じような感かん慨がいに浸ひたっていたのかもしれない。

　リセリナはふと、彼と初めて出会った夜のことを思い出した。

　世界の境きよう界かいを越え、フォルナム神殿の御柱ピラーから抜け出て、恐怖心から昇しよう華かして逃げ出し、そして彼に保護され──それからの日々は、まさにあっという間だった。

　流れた十年の歳月を思い返しながら、リセリナはムスカと視線を合わせた。

　彼の隣にも、今は伴はん侶りよと娘がいる。そのすぐ傍で、見るからに緊きん張ちようしたエルバードと、あくまでにこやかなシアとが、何かを話していた。

　彼らがこうして過ごしていられるこの世界を、リセリナは愛いとしく思う。

　この世界は今も、終わることなく続いている。

　イリスとエンジュの二人も、この空の下の何処どこかを共に歩いているのだろう。

　もしかしたら、あの〝かぼちゃ頭〟の粋すい人じんも──




　──かつての〝来訪者ビジター〟達は、今、この地にいる。




　今はもう、〝来訪者〟ではない。

　この世界の、〝居住者〟である。

　リセリナは、見上げた空の彼方かなたに、遠い昔にこの世界で亡なくなったエルシオン・エアルの面おも影かげを描いた。

〝お父さん──私、自分のいられる場所を、ちゃんと見つけられたよ──〟

　リセリナはそう報告する。

　きっと今の自分は、父が描き遺のこした絵と同じ笑顔を浮かべているはずだとも思う。

　自分がそんなふうに笑えるようになったのも、隣に佇たたずむ愛いとしい青年のおかげだった。

　フェリオの腕に抱かれたアスティナが、そんなリセリナを見て首を傾かしげた。

　そのくりくりとした眸ひとみが、母親と青い空とを交こう互ごに見つめる。

「お母様、どうしたの？　鳥でもいた？」

　リセリナは首を横に振る。

「ううん、なんでもない！　さ、席について。今日のお菓子は、ウルク様と二人で焼いたのよ」

「新作だから、ちゃんとできているかどうか、ちょっと不安だけれどね」

　まだ温かい焼き菓子の載のった皿を、ウルクが召めし使つかいから受け取り、テーブルに並べた。

　ほのかに香る甘あまい匂においに、子供達の歓かん声せいがあがる。

　そして王宮では、和なごやかな茶ちや会かいがはじまった。





了
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　あとがき




「短編集、だせたらいいですねー」

「いいですねー」

　と、担当氏と吞のん気きに話していたのが、昨年の『空鐘』十二巻、発売前のことでした。

　あれから都つ合ごう九ヵ月──こうして、本当に出てしまいました。正直、びっくりしています。

　──いえ、十二巻の〝あとがき〟を書いた時には、「これで『空鐘』を書くのも最後かー」と、本気で思っていたのです。実際、その頃ころは、『陰陽ノ京』を一冊書いた後は、すぐに新作をはじめる予定でした。

　風向きが変わったのは発売後のことで──完結後にいただいたお手紙の多くで、「短編集（あるいは続き）を！」との声が。

　そうしたお手紙のほとんどに「子供たちの世代の話を！」とか「シルヴァーナ達はどうなったの!?」とか「ライナスティの正しよう体たいは!?」とか「お兄ちゃんの出で番ばんを！」とか、そうした具体的なご要望が連なっている光景は、作者としてはなかなかに壮そう観かんでした。

　担当氏からも「短編集、いきましょう！」と力強く言っていただき、こうして本になることに。完結した後まで、そうしたお声をいただけたことは本当に嬉うれしくて、感かん無む量りようの一冊となりました。お手紙をくださった皆様、ありがとうございます。

　以下、それぞれの短編について、ネタバレにならない範囲でご紹介をば。




〝錬金術師ノ嘆息〟

　ご要望が最も多かった（と思う）「シルヴァーナとハーミットのその後」の話です。今回の短編の中では唯ゆい一いつ、ラトロアが舞台となっています。時じ間かん軸じくとしては、十二巻における〝終幕〟の時期のラトロアで、シュナイクとアンジェリカ達はジラーハに出張中──惜おしい。そこだけちょっと惜しい。




〝幻惑ノ剣士〟

　こちらの短編のみ、「電撃ｈｐ」に掲載されたものの再さい録ろくとなっています。ライナスティの若い頃の話です。ちなみに、この話でライナスティをからかう某ぼう老人は、実は『空鐘』の本編でも一回だけ名前が登場していたりします。ヒントは……バロッサとベルナルフォンが出会うあたり？




〝今宵、二人ノ結婚式〟

　ベルナルフォンの過去の話──彼が〝女嫌い〟を通している理由がここにあります。実はシェリヌとニナは同じ緑髪で、少し面おも影かげが似ているかもしれません。そんな話。




〝王ト王妃ノ今日コノ頃〟

『空鐘』ヒロインの中で一番可愛かわいいのは、もしかしたらソフィアなんじゃないかという気がした今日この頃ごろ。こちらのお話は、九巻と十巻の間、フェリオ達がジラーハ、ラトロアへ旅をしている間の出来事です。まだウィスタル達もアルセイフにいますね。ごく一部に根強いファンのいるニナもこっそりゲスト出演。




　と、そんな感じで。

　それぞれの短編をつなぐ、序章から各幕まく間あい、終章にかけての〝十年後〟の面々についても、まったりと眺めていただけましたら幸いです。

『空鐘』の本編は本編で完結していますので、こちらはメインディッシュの後のデザートのような位置付けで、味付けも少々、甘あま味みが強めかもしれません。しかも子供が多いため、なんだか〝シア先生の保育園日記〟みたいな印象もないわけではないですが、それはそれで需要が──あるのかどうか、よくわかりませんが。

　ただ、この〝あとがき〟を書いている今、ちょうど表紙のラフ案が届きまして──それを見た瞬間に、思わず「よしっ」と力を込めて呟つぶやいた次し第だい。

　岩崎さんの描かれる成長したシア達を、こうしてまた見られたこと、そしてまた、皆様にそれをお届けできることを、今はとても嬉うれしく思います。

　短編の話をいただいた時、まず考えたのも、〝岩崎さんにまた挿さし絵えをつけてもらえる！〟ということで、十年後の彼女達をこうして内容に絡からめる案も、すぐに固まりました。

　完結後の余よ録ろくではありますが、作者としても、〝書いて良かった〟と、しんみり思える一冊になったように感じます。




　さて、こうして「外伝」もお届けできたところで、次はいよいよ、新作に移る予定です。

　この本が出る頃には、ちょうどその一巻の追い込みをかけている時期ではないかと思いますが、なんとか２００７年のうちに出せればと皮算用。頑がん張ばります。




　ではでは、またどこかで、お会いできることを祈いのりつつ──





２００７年　初夏　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。童話の「青い鳥」では、結局、幸せの青い鳥は身近なところにいたわけですが──原作では、「その鳥も逃げてしまう」という続きがあるとか。ちょっと寂しい話ですが、こうも思います。「また会える日を楽しみに！」
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。
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